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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　私は知っている。真実の愛など幻まぼろしに過ぎないことを──。

　これが愛だと思っても、時が経たてば気の迷いだったと気づく。

　恋こいも愛も、愚おろか者が罹かかる流行はやり病のようなもの。

　一度罹って全ぜん癒ゆしたあとは、もう二度と罹りはしない。

　太陽の王子オーレリアン、私が何を受け入れても思い違ちがいをしないで。

　私が貴方あなたの口づけを拒こばまずにいるのは、その唇くちびるが薔薇ばらの花弁のように美しいから。

　私が貴方の髪かみに指を搦からめているのは、波打つ髪がとても滑なめらかで、太陽の光を集めた黄金のように煌きらめいているから。

　妖よう精せいも人も、美しいものには惹ひかれる性さが。きらきらと光るものを見ていたくなり、手て触ざわりのよいものには触ふれたくなる。それは誰だれもが持つ習性であって、特別な意味などない。

　私を抱だいても快楽以外の何も得られないことを、忘れないで。

　真実の愛など存在しない。私は、貴方を愛さない。
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　凍いてつく山脈と果てしない森に囲まれた雪の王国、トワイダル──夏ですら暑い日は少なく、一年の殆ほとんどを雪に囲まれていながらも、この国には他国の追つい随ずいを許さない資源があった。

　大陸中のあらゆる国が羨うらやむ、香かおり高い白薔薇が季節を問わず咲さいているのだ。

　たとえ雪に覆おおわれようと、花弁は枯かれもせず凍こおりもしない。

　最上の香りを放って人々を誘いざない、時に癒いやし、雪にまで香りを移すほどだった。

　トワイダルの民たみは薔薇を摘つみ、調ちよう香こう師しの指示の下もと、国を挙げて香こう水すいを作る。

　硝子ガラス職人は趣しゆ向こうを凝こらした瓶びんを次々と考案して、香水やオイル、ローズウォーターの価値を高めていた。瓶に合わせた革かわ袋ぶくろや、豪ごう華かな箱を作って生計を立てている者もいる。その他ほかにも、薔薇の石せつ鹼けんや化け粧しよう品、菓か子し類やジャム、紅茶を作る職人も大勢いた。民の大半が薔薇に携たずさわる仕事をしているため、香りが最も高まる早朝から働く者が多いのも、この国の特とく徴ちようだ。

　税の徴ちよう収しゆうが厳しく、豊かとまではいえないものの、トワイダルの民は他国の侵しん略りやくに怯おびえたり食料難に喘あえいだりする心配がなかった。騎き士しや兵士や優すぐれた馬や武器を揃そろえ、ありとあらゆる食料を輸入して備び蓄ちくできる力を国が持っているからだ。

　何しろ薔薇は金になる。香水は特に高値で取り引きされ、トワイダルを潤うるおしていた。

　──秋なのに、色づく葉が見えなくなるほど薔薇が咲いて……なんだか恥はずかしい。

　薔薇ばら王おうとも呼ばれる薔薇の妖精フィセは、白薔薇を見て恥じらう。

　頰ほおの赤みは、鏡を見なくてもわかっていた。

　凍こごえる山脈の東側は聖域とされていて、麓ふもとより先に人間が踏ふみ込むことは許されないのに、二ふた月つき前、勇ゆう敢かんな一人の騎士が迷い込んだ。荊いばらの囲いの前まで白馬で乗りつけた騎士は、それはそれは凜り々りしい青年だった。彼の名はスペンサー。貴族であり上級騎士でもある彼は、教養が高く異国の事情にも精通していて、フィセの知らない話をたくさん知っていた。

　フィセは薔薇王とはいえまだ若い。生まれた時から少年の姿をしていたため人の年ねん齢れいの数え方とは異なるが、先代からトワイダルの守護を任されて一年しか経っていない少年王だ。この世に誕生してからは二年ほどで、未熟な点も多かった。先代はフィセに薔薇王として最低限のことだけを教えると、自ら望んで薔薇の香こう気きに還かえってしまったので、今は頼たよる者もいない。

　──僕がスペンサーを慕したえば慕うほど、白い薔薇が咲き乱れて香りが高まる。大たい抵ていのことは自力で抑おさえられるのに……心だけは止められない。だから、薔薇の勢いも止められない。

　雪ゆき肌はだを夕焼けに染めながら、フィセは約束の場所で騎士を待つ。

　聖なる山の麓にある薔薇の園そので耳を澄すますと、彼の愛馬の蹄ひづめの音が聞こえてきた。

　園を囲む荊の前で、スペンサーが馬から下りる。鋭するどい棘とげに気をつけつつ中に入ってきた。

「フィセ、日にち没ぼつまでに来る約束を守れたよ。君を待たせなかったかな？」

「スペンサー……約束を守ってくれてありがとう。でも、待ちました。とても長く」

「私が来るのを楽しみに待っていてくれた？」

「はい。四日前の朝、貴方が帰ってから先……ずっと、ずっと待っていました」

　フィセはスペンサーの胸に飛び込んで、彼の背中に手を回す。

　逞たくましい胸は頼たのもしく、心が溶とけてしまいそうなほど温かく感じられた。

　彼の栗くり色いろの髪が好きだ。鍛たん錬れんのせいで少し日に焼けた肌はだも、鳶とび色いろの瞳ひとみも好きだ。自分を見る眼まな差ざしもよく通る声も、すべてが好きでたまらない。けれどもきっと、彼のものならなんでもよかった。髪や肌や目の色が違っても、その価値はまったく変わらない。

　美しいから好きなのではない。彼のものだから好きなのだ。

「フィセ……私も君に会いたかった。任務から解放されて君と過ごせる時が待ち切れなくて、上の空だと上官から注意を受けたほどだよ」

「スペンサー、本当に？　そんなに僕に会いたいと思ってくれたのですか？」

「当たり前ではないか。君に出会ってからの私は、それ以前の私とは別人なんだ」

「嬉うれしい……とっても嬉しい。でも、上官の不興を買ってはいけませんよ。貴方は将来有望で優ゆう秀しゆうな騎士なのでしょう？」

「そうありたいと思っている。でも恋をすると駄だ目めなんだ。一日中、夢の中ですら君のことで頭がいっぱいだ。これはもう、恋なんてものでは済まないのかもしれない」

「恋では……済まない？」

「つまり、真実の愛だよ」

「スペンサー」

「フィセ、私は君を愛している」

　ああ、その言葉を待っていた。そう言ってくれるのを、出会った日から予感していた。

「スペンサー……僕も、貴方を愛しています」

「フィセ、ありがとう。君に愛を誓ちかうよ。私の肉体が仕えるのは人間の王だけれど、私の心は君の虜とりこだ。ああ、愛いとしいフィセ……私だけの薔薇王」

「スペンサー……僕は疾とうに、貴方の虜です」

　彼に口づけられると、唇に火を灯ともされたようだった。

　純白の石で出来た小宮きゆう殿でんで、今夜も彼に愛される。

　黄金に輝かがやく苔こけと、枯れることのない白薔薇で余す所なく覆い尽つくされた壁かべから、えも言われぬ香りが漂ただよっていた。

　フィセの胸を満たす愛は、小宮殿の中だけではなく国中に華はなやぎを齎もたらす。

　ベッドで口づけられながら服を脱ぬがされ、肌を撫なでられる悦よろこびに爪つま先さきまで震ふるえた。

　短い黒くろ髪かみを頭ごと撫でられ、「艶つややかでとても滑らかだ」と褒ほめられると、嬉しくて心臓が弾はじけそうになる。

　彼はいつも言葉を尽くして、恥ずかしくなるほど褒めてくれた。「フィセの肌の煌めきは、遠い海の真しん珠じゆが月明りを吸い上げて、仄ほのかに発光しているようだ」「フィセの瞳は新たな月を生みだすための聖なる闇やみ夜よ」「唇は蜜みつ濡ぬれた血の色の薔薇」「声は水すい晶しようの如ごとく透すき通った響ひびきを持ち、鳥も天使も皆みな平ひれ伏ふすばかり」と、閨ねやの中で囁ささやいてくれる。

「……あ、ぁ……スペンサー……もっと、もっと……して……っ」

　仰あお向むけで強請ねだると彼は嬉しそうな顔をして、「フィセ、フィセ」と甘い声を漏もらした。

　そうして一層激しく腰こしを揺ゆらし、夏の終わりまでは無む垢くだった体に快楽を刻み込む。

「ふ、ぁ……あぁ……ッ！」

　口づけの仕方も、胸の突とつ起きが意味もなくついているわけではないことも、淋さびしい夜に自分を慰なぐさめる方法も、凶きよう器きのような雄おすを迎むかえ入れる方法も、すべて彼が教えてくれた。

　もちろん、そのあとに押し寄せる蕩とろけるような悦びも──。

　──今夜こそ、咲くかもしれない……悠ゆう久きゆうの薔薇……真実の愛の奇き跡せきが！

　何度目かの絶頂を駆かけ上がりながら、フィセは目にしたことのない花を想おもい描えがく。

　薔薇王が人間を愛し、真実の愛で満たされた時、この世に奇跡が起きると言われていた。

　永遠の命、永遠の若さ、永遠の輝き──妖よう精せいが当たり前に持っていて、人間が持っていない尊いものを、愛する人に与あたえるための金こん色じきの薔薇が咲くのだ。

　それがなくては、やがて人間は老いてしまう。輝きを失って朽くち果て、先に消える運命だ。

　だから咲かせたかった。スペンサーが若く美しいうちに、早く姿を止とどめたい。

　そうすれば彼は人間達と距きよ離りを置き、ずっとここにいてくれるだろう。

　どこへも帰らず一いつ緒しよにいてほしい。毎晩こうして愛してほしい。

　──悠久の薔薇……今夜もまた、咲いてくれない。真実の愛を誓い合ったのに。

　こんなに好きなのに咲かないなんて、やはり奇跡は簡単に起きないのだろうか。

　薔薇王を継ついで間もないとはいえ、力は十分にある。白薔薇なら過か剰じようなほど咲いている。

　何が足りないのか、自分の想いか彼の想いか。どちらも不足はないと思えるだけに、願いが叶かなわないことがもどかしい。







　ふと気づくと夜明けが迫せまっていた。

　妖精には自身の体温というものがないため、体が朝あさ露つゆで冷え切っている。

　人間の温ぬくもりを知ったことで寒さという感覚も知ってしまい、肌が震えた。

　彼と過ごせる貴重な時間を眠ねむりに割さきたくなかったが、心ここ地ち好よすぎて耐たえられず、いつしか眠りに落ちることはよくある。時間を惜おしみ、フィセは慌あわてて起き上がった。

　すると体の奥の精が流れて、昨夜の媚び態たいを思いだす。

　恥じらいつつ妖精の力で浄じよう化かし、シーツを纏まとってスペンサーを探してみた。

　しかし彼の姿はない。肌は朝露どころか氷のように冷えていて、最初に思ったより長いこと彼の温もりに触ふれていないのがわかった。彼はどこに行ったのか。帰るにはまだ早い。

　それに、二人の間には約束があった。

　フィセが言いだした約束だ。「眠っている間に帰らないで。たとえ深い眠りに落ちていても、必ず起こして次の約束を」と、スペンサーに強く乞こい、約束したのだ。

　──スペンサー、いったいどこへ？

　彼の気配が近くにある気がして、前庭に当たる薔薇の園に向かう。

　夜明けを待つ空は灰色を帯び、どんよりと重たげな雲が瘦やせた月にかかっていた。

　白はく亜あの外廊ろう下かを進むと、植物を搔かき分ける音が聞こえてくる。

　少し湿しめり気のある音だ。漂ってくる薔薇の香気が、やけに強い。

　フィセが恋こいに落ち、スペンサーを愛したことでトワイダル中に薔薇が咲さき乱れているので、ここをあえて『薔薇の園』と呼ぶのはおかしいくらいだが、やはりここは格別な場所だ。

　葉や茎くきの色が霞かすむほどびっしりと咲く白薔薇は、花の絨じゆう毯たんであり、花の壁でもある。

　芳かぐわしい白い園に、彼の姿があった。背の高い彼が身を屈かがめ、何かを探している。

　スペンサー……と、声をかけようとしたフィセは、口を開く前に足を止めた。

　ザザザッ、ザザザッと音を立てて植物を搔き分けていたのは間ま違ちがいなくスペンサーで、彼が邪じや魔まそうにしているのは外ならぬ薔薇だった。

　やけに香こう気きが強かったのは、薔薇が散らされているせいだ。フィセが咲かせる白い薔薇……スペンサーがいつも褒めてくれる美しい薔薇が、有害な草のように無造作に扱あつかわれている。

　彼は何かを探しているらしく、わざと花を傷つけたり散らしたりしているわけではない。

　それはわかるのだが、フィセはこれまで感じたことのない痛みを胸に覚えた。

　今の彼に声をかけるのは勇気が要いったが、無下に散らされる薔薇の気持ちを思うと、黙だまって見てはいられない。

「スペンサー、どうかしましたか？　何か大切な物を探しているとか、ですか？」

　そうだ、そうに違ちがいない。彼はきっと途と轍てつもなく大切な何かを落としてしまったのだ。

　薔薇を労いたわる余よ裕ゆうをなくすくらい大切な何か……幼い頃ころに亡なくなった母君の形見であるとか、上級騎き士しに与えられる勲くん章しようであるとか、或あるいは自分にとってもっと素す敵てきな物──種族を越こえた愛を誓う黄金の指輪とか、そういう大切な何かを落として慌てているに違いない。

「ああ、フィセ……ごめんよ、気持ちよく寝ねていたのに起こしてしまったかな」

「気にしないでください。夜明けが近いし、元々眠りたくなかったので」

　貴方あなたの背中を黙って見送らなければいけない、淋しい時間が迫っている──そう思う一方で、彼が何を探していたのか気になっていた。大切な物を落としたに違いないと思ったのに、彼はフィセに見つかるなりあっさりと諦あきらめ、両手を広げて「見つからなかったよ」とだけ答える。

　苦く笑しようという表現が、この上なく似合う顔だった。

　二ふた月つき前、気き後おくれせずに薔薇王が住まう園そのを訪おとずれた彼は、今と同じ場所で、フィセを見るなり白い歯を輝かせて笑った。

　絵の中から出てきたような騎士らしい雄ゆう姿しと自信に満ちた笑え顔がおに、フィセは一目で恋に落ち、彼もまた、「なんて愛らしい薔薇王だ」と称しよう賛さんしてくれた。

　その日のうちに唇くちびるを奪うばわれ、次の夜には純潔を捧ささげた。

　もちろん後こう悔かいなど微み塵じんもない。ただ、今の彼の笑顔に陰かげりを感じて不安だった。

「何を、探していたのですか？」

　どうか、指輪だと言ってほしい。「君に贈おくる愛の誓いの指輪だよ」と、そう言ってほしい。

「悠久の薔薇を探していたんだ。私達は真実の愛を誓い合った仲だろう？　もしかしたら今夜、金色の薔薇が咲いたのではないかと思ってね、密集した白薔薇の間を覗のぞいていたんだよ」

　そう答えたスペンサーは、「そっとね」と付け足した。

　人の言語よりも妖精の言語の方が得意なフィセだが、人間の言う「そっと」の意味は正確に理解している。彼の唇は今、確かに噓うそをついていた。

「悠久の薔薇の伝説を、御ご存ぞんじだったのですね」

「それはもう、誰だれでも知っている有名な話だからね。いや、さすがに民たみは知らないか。王族や貴族にはよく知られている。その薔薇が咲いた時、薔薇王に愛された人間は永遠の命と若さを得ると、そう聞いているが……事実かな？」

「はい、事実ですよ」

　自分の足で立っていたいのに、くたりと膝ひざから萎しおれかける。

　風が吹ふいただけで折れてしまう脆ぜい弱じやくな野の花のように、愛が疑念に揺れるせいだ。

「フィセ、私は君に愛されている証あかしが欲しいだけなんだ」

「スペンサー……」

「それが手に入った暁あかつきには、騎士としての名めい誉よも貴族位も何もかも棄すてる覚かく悟ごだ。君と永遠に生き続け、君だけを見ていたい。だから一刻も早く悠久の薔薇を得たかった」

「スペンサー、僕も……僕もです。早く貴方に奇跡を捧げたい」

　真しん摯しに語られる言葉、そして彼の真しん剣けんな眼まな差ざしに、疑念はたちまち晴れる。

　一いつ瞬しゆんでも愛を疑ったことを後悔した。

　彼はただ、二人の将来について考えてくれていただけなのに、奇跡を欲ほつする欲よく深ぶかい者を見るような目で見てしまった。

　一瞬とはいえ、愛する人を疑うなど許されないことだ。

　こんな未熟さがあるから、結ばれて二ふた月つきも経たっているのに悠久の薔薇が咲かないのかもしれない。口では真実の愛と言っていても、おそらく足りないのだ。

「ごめんなさいスペンサー……僕にはまだ、子供のようなところがあるのだと思います。次にお会いする時はきっと、今より大人になっています。そして必ず悠久の薔薇を咲かせます」

「ありがとう、フィセ……君と一緒にいたいばかりに、急せかすような真ま似ねをして申し訳ない。無理をせずゆっくりでいいんだ、私への愛を形にしてほしい」

「──はい」

　残ざん酷こくなほど移り行く空の色が、別れの時を告げてくる。

　フィセはスペンサーの胸に顔を埋うずめ、夜が明けることを認められずに瞼まぶたを閉じた。

　彼と次の約束を交かわすのは幸せだけれど、それ以上の幸せがほしい。

　別れの言葉も約束も要いらない、そんな二人になりたかった。







　スペンサーとの次の約束は、いつもより間を空けた一週間後だ。

　フィセにとっては長くつらい時間だったが、理由がわかっているので耐えられる。

　トワイダル国王と王おう妃ひの間に待望の王子が誕生し、洗礼式と祝いの宴うたげが催もよおされるからだ。

　近きん隣りん諸国とは長年争いもなく平和だが、各国の王族や貴族が贈おくり物ものを持参して訪れるとなれば緊きん張ちよう感かんも高まる。上級騎士であるスペンサーが忙いそがしくなるのは当たり前だった。

「ねえラウニス、今日も使者は来ない？」

　逢おう瀬せを三日後に控ひかえていたフィセは、夜回りを終えて戻もどってきた黒くろ猫ねこに話しかける。

　単なる気晴らしではなく、明確な答えを求めて訊きいていた。

「はい。遠出して宮きゆう殿でんの近くまで行ってみましたが、誰も来そうにありません」

　黒猫の彼は、白い牙きばと紅色の舌を覗かせながら答えた。

　大層不満げな表情で、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみは獲え物ものを見み据すえるかの如ごとく光る。

　彼は今とても怒おこっているのだ。否いや、正しくは二ふた月つき前からずっと怒っている。

「そう、宴は明日あしたなのに……これはもう、招待していただけないってことだね」

　細いシルクのように滑なめらかな毛に指を埋めると、淋さびしさが少しだけ薄うすれた。

　ラウニスは妖よう精せいから力を与あたえられた妖よう獣じゆうなので、体温というものがない。触れた物の温度になる性質はフィセと同じだった。つまり今は外気と同じ温度になっている。少々ひんやりしていていただけないが、それでも触さわると心ここ地ち好よく、柔やわらかさに癒いやされた。

　見た目はまだ若い猫ねこだ。仔こ猫ねこと成せい猫びようの中間くらいだろう。

　抱だき上げると、体温とは無関係に「温かい」と感じられた。

「フィセ様のことを忘れているなら、随ずい分ぶん失礼な話ではないですか？　いったい誰のおかげで贅ぜい沢たくな暮らしができると思っているんだか」

「そんな言い方は駄だ目めだよラウニス。トワイダルの民は薔薇ばらの香気が高まる早朝から働いて、常に精しよう進じんを忘れずに香こう水すいを作ったり新しい商品を作ったりしているんだ。花達も喜んでいるし、僕もとても満足している」

「それとこれとは別の話です。だいたい、贅ぜい沢たく三ざん昧まいしているのは王族や貴族ですから。今回の無礼と民の働きは関係ありません。この国はフィセ様がいてこそ有益な薔薇を得られるのに、王子誕生の祝いの宴に招待しないなんて考えられませんっ。特別な使いを寄よ越こして、『どうかお越しください』と頭を下げるのが筋でしょう。もちろん主しゆ賓ひんでなければなりません」

「ラウニス、お前は猫というより犬のようだね。立場とか上下関係とか、細か過ぎて」

「犬と一いつ緒しよにしないでください。それに細か過ぎませんよ、フィセ様が無む頓とん着ちやく過ぎるんです。恋れん愛あいにしてもそうです。いくら上級とはいえたかが騎士風ふ情ぜいにフィセ様が敬語なんて使うことないのに、あの人の方が偉えらい感じになっていて僕は不満です」

　どうやら本気で怒っているらしいラウニスは、フィセの腕うでから抜ぬけだして尾おを膨ふくらませる。

　感情が昂たかぶると猫の本ほん性しようが出てしまい、フーフーと威い嚇かくの声を漏もらしていた。

「たかがとか風情とか、そういうことを言わないように。騎士に任命されるのはとても大変なことなんだよ。対して僕は、ふと気づいたら次代薔薇王として生まれていただけ。国を支える白薔薇だって、頑がん張ばって咲さかせているわけではないし、ただ自然に咲くだけなんだ」

「薔薇王が存在するから咲くんです！　それだけフィセ様は偉い大だいなんですよ！」

「そんなことより、僕とスペンサーが会っている時は遠くに行ってと言っただろう」

「──遠くには行きましたよ。遠くで耳を澄すましていました……フィセ様が心配だから」

　長い尾を真っ直すぐに上げて不満げな顔をしたラウニスは、「あの男、なんだか信用ならない。追いかけても途と中ちゆうで見失うし、用心して身を隠かくしているみたいなんです」と牙を剝むく。

　ラウニスは先代の薔薇王が自身の妖力の大半を注ぎ込んで妖獣化させた猫で、先代が霞かすみの如く消え去ったあと、従者としてフィセに仕えている。それが先代の遺ゆい言ごんだったらしい。

　これまでは特に問題なく、友人に近い主従関係でいられたが、スペンサーに恋こいをしたあとのフィセにとっては少々うるさ過ぎる嫌きらいがあった。

「薔薇王と懇こん意いにしていると他ほかの人に知られたら、嫉しつ妬とされてしまうと言っていたよ。ここに移り住むまでは、僕との関係は隠しておきたいんだよ」

　フィセが何を言っても納なつ得とくしないラウニスは、「何かおかしいですよ、あの男」と地団太を踏ふんでいた。

　本気で怒っているので笑ってはいけないが、フィセはつい微笑ほほえましく見てしまう。

　何しろ幼いほど若い見た目の猫が、母猫の乳を恋しがるように足あし踏ぶみをしているのだから、可愛かわいいと思わない方が難しかった。

「明日の祝いの宴、やはり行こうと思うんだ」

「そんなっ、頭を下げられてもいないのにわざわざ行ってやることないですよ」

「何かの手て違ちがいだと思うから、行かないと失礼になってしまう気もするし……王妃様は御お子こに恵めぐまれずに悩なやんでいらしたと聞いていたからね。本当に喜ばしいことだと思ってるんだ。僕に何ができるわけでもないけれど、一生薔薇に囲まれて優ゆう雅がに暮らせるよう祝福したい」

　口にした言葉に偽いつわりは一つもなく、自分が幸せだと他者の幸せも願えるものだと知る。

　王妃様が御子に恵まれますように──と密ひそかに願ったことはあったが、こんなにも自然に、心の底から湧わき起こる慈じ愛あいに触ふれたことはなかった。







　祝いの宴の当日になっても招待状は届かず、やはり迎むかえの使者も現れない。

　フィセは薔薇王として相応ふさわしい礼服を着て、日にち没ぼつ前にトワイダル城に向かった。

　乗り物は最も近い村で拾った辻つじ馬車で、着ているのは白薔薇の花弁と同じ色の、この上なく薄い紗しやを薔薇のように幾いく重えにも重ねた、人間には決して作れないドレスだ。繊せん維いの度を超こえた軽かろやかさで、一枚一枚が輝かがやきを秘ひめ、金粉に似た光を放っている。

　城下で馬車を降り、そこからは自力で歩いていったフィセが動きを止めても、風がなくても、妖精のドレスは生き物の如くふわふわひらひらと自由に舞まい踊おどった。

　一部の紗は上に横にと広がり、さながら小妖精の翅はねのようにフィセの背中に光を与える。

　薔薇王の権けん威いと妖よう力りよく、そして美しさを強調するドレス姿で出向くと、門番に愕がく然ぜんとされた。

　彼らはまず絶句し、そのあとは一様に同じことを言う。

「薔薇王様！　どうして徒歩で!?」と言った者が二人、「薔薇王様、御馬車はどちらに!?」と、言った者が二人。

　大おお慌あわてで現れた騎き士しや、続いて現れた大臣からも、やはり似たようなことを訊かれた。

　薔薇王は国王以上に国を支えているのだから、驚おどろかれるのも当然だ。

　もちろん招待状がなくとも歓かん迎げいされ、大広間へと恭うやうやしく案内される。

　先代に付いて登城したことは二度あったが、遠えん慮りよして奥まで入らなかったフィセは、これが薔薇王としての初登城であることに今いま更さら気づいた。

　そう思うと少し緊きん張ちようするものの、やはり来てよかったと思う。

　誰だれもが「薔薇王が招待されているのは当たり前」と認にん識しきしているのだから、招待状の不着はなんらかの不ふ手て際ぎわによるものなのだろう。

　理由は少し気になったが、「招待状は受け取っていません。辻馬車で来ました」などと話したら誰かの責任問題になりそうなので、フィセは騎士にも大臣にも何も話さなかった。

　馬車はどうしたのかと訊かれても特に答えず、微笑を湛たたえてやり過ごす。なんの実害もなく大広間まで案内してもらえるのだから、いちいち騒さわぎ立てるほどのことではないと思った。

「薔薇王フィセ様が御ご到とう着ちやくされました！」

　大広間の入り口まで来ると、声高らかに紹しよう介かいされた。

　音楽隊はそれまでに演奏していた曲を止やめ、薔薇王を祝福する曲に切り替かえる。

　その美しい調べが聞こえないほど盛大な歓かん声せいが上がり、煌びやかな人々が左右に分かれた。

　それまでは大勢が入り乱れていたにもかかわらず、真っ二つに分かれて道を譲ゆずられる。

　想像していたよりも遠い所に玉座があり、そこには国王と王妃がいた。

　二人の間には金装そう飾しよくを施ほどこされた揺ゆり籠かごが置かれている。

　注目を一身に集めたフィセは、どきどきと胸が高鳴るのを感じていた。

　窓からは夕日が射さし込み、眩まぶしいくらい明るい。

　玉座に向かって歩いていくと、左右の人々がお辞じ儀ぎをした。

　一度は静かになった大広間には音楽だけが流れていたが、やがて人の声が戻もどってくる。

　すべて自分を称しよう賛さんする声だ。「新しい薔薇王様のなんとお可愛らしいこと」「こんなに近くで御お姿を拝見できるなんて感激だな」「まるで天使のようにお綺き麗れいね」「妖精のドレスがとってもお似合い」と、すべて聞き取るのは困難なほど多くの言葉を向けられる。

　もちろん褒ほめられるのは嬉うれしいが、薔薇の妖精が美しいのは当たり前だ。

　ましてや薔薇王と呼ばれる最も力の強い妖精ともなると、「可愛い」も「綺麗」も、大して価値のある言葉ではない。けれどもフィセには一つの気づきがあった。

　同じ言葉でも、言う人によってその価値は変わるのだということを、光の中で胸に刻む。

　スペンサーに言われると、胸が震ふるえるくらい嬉しいのだ。

　言葉を尽つくして褒めてくれた時も、ふとした瞬しゆん間かんに「君は可愛いな」と言ってくれた時も、どうにかなってしまいそうに嬉しい。大衆の称賛を浴びたことで、スペンサーから与えられる言葉の価値が一層高まった。

「まあ、ようこそトワイダル城へ。お越こしいただけて光栄ですわ」

　玉座に近づくと、明るいブロンドの王おう妃ひが笑え顔がおで迎えてくれた。

　彼女は大陸一の国土を誇ほこる宗そう主しゆ国こくの王家から嫁とついできた女性で、生まれながらの王女であり、際きわ立だった美び貌ぼうの持ち主でもある。なおかつ気さくな人ひと柄がらでも知られていた。もちろんフィセに対しても愛あい想そがよく、出産して半月の身で速すみやかに席を立ち、両手を広げて歩み寄ってくる。

　はしゃぐと表現してもよいくらい嬉しそうな顔をして、「何度お誘さそいしても無理だったと、国王から聞いていましたのよ」と声を弾はずませた。

　──何度お誘いしても、無理？　僕は一度も誘われていないのに？

　誰かの不手際どころでは済まない、何か大きな行き違ちがいがあったのかと思うと、歓迎されているにもかかわらず困こん惑わくした。

　事実とは異なり、断ったことにされているのはとても嫌いやだ。なんだか怖こわいとすら思う。

　もし今日ここに来なかったら、「国中の誰もが待ち望んだ王子の誕生を祝う気がない、情の薄うすい薔薇王だ」と噂うわさされ、呆あきれられてしまったのではないだろうか。

　それで悪評など立ったら、先代の薔薇王に申し訳が立たない。

　先代は人との関係を大切にしていて、民たみに慕したわれていたというのに──。

「御ご都つ合ごうがつきましたのね？　本当に嬉しいわ。薔薇の国トワイダルの王子に生まれながら、薔薇王様の祝福を受けられないなんて……と、不ふ憫びんに思っていたのですよ」

　フィセの心配を余よ所そに、王妃は別段気にしていないようだった。

　腕を組まんばかりの勢いで、「さあ王子の顔を御ご覧らんになって」と促うながしてくる。

　おかげでフィセは国王に挨あい拶さつをする余よ裕ゆうがなく、先に揺り籠を覗のぞくことになった。

　遠目に見ても立派な揺り籠は、近づくとますます素す晴ばらしい物だとわかる。作るのに何年もかかったであろうそれは、黄金に囲まれて眠ねむるべき王子を待っていたに違いなかった。

　外側には金きん箔ぱくの装飾と、希少な真しん珠じゆの飾かざり。内側には金糸の刺し繡しゆうがふんだんに施された飛び切り美しい揺り籠だ。

　妖よう精せいの目で見ても眩まばゆい品だったが、しかしそこで眠る未来の王の輝きには及およばない。

「わ、あ……っ」

　思わず素す直なおに声を漏もらしてしまい、内心では「いけない」と思うのに取り繕つくろえなかった。

　これは神の悪戯いたずらなのか、恩おん恵けいなのか、それとも何かの間ま違ちがいで天使が王妃の腹に宿ったのか、およそ人とは思えないほど光り輝く王子が眠っている。

　太陽の光と黄金を練り合わせて紡つむいだブロンドに、ミルク色の柔やわらかな肌はだ。頰ほおだけが仄ほのかに色づいていて、暖かい国で摂とれるという白はく桃とうを彷ほう彿ふつとさせる。唇くちびるはふっくらと膨ふくらんだゼリービーンズのようで、吐と息いきは甘く芳かんばしい。この上ない愛らしさを持ちながらも、生後半月にして眉び目もくが整っており、亜あ麻ま色いろの眉は潔いさぎよいラインを描えがいている。

　将来、凜り々りしく見み目め麗うるわしい青年になることが約束された顔をしていた。

「なんて……なんて美しい王子様でしょう」

　素直な感かん嘆たんのあとに出た言葉も、やはり本心からのものだった。

　こんなにも大勢の人が集まっているのに、まったく動じずにすやすやと眠っていることにも感心する。その寝ね顔がおは神こう々ごうしいほどで、一人だけ別の世界にいるように見えた。

「ありがとうございます。薔薇王様に褒めていただけるなんて、この子は幸せ者ですわ」

「王子様の幸せが永遠に続くよう、贈おくり物ものをさせてください。微び力りよくながら精いっぱい心を籠めて願います。王子様の御名前を教えてください」

　フィセは王と王妃に向けて言葉をかけながらも、王子の顔だけを見つめる。

　あえてそうしたわけではなく、愛くるしい赤ん坊ぼうの輝きに釘くぎ付づけになっていた。

　このきららかな王子の成長を、これからずっと見守っていけることに幸せを感じる。

「ありがとうございます、薔薇王様。お越しいただけて本当によかったですわ。この子の名はオーレリアン・サミュエル・トワイダルです。どうかよろしくお願い致いたします」

　感極きわまって涙なみだ声ごえになっている王妃の隣となりで、フィセは初めて王子の体に触ふれた。

　人間の温ぬくもりはスペンサーのものしか知らなかったが、赤子は彼よりも温かい。

　フィセの体温もぐんぐん上がっていき、それがとても心ここ地ち好よかった。

「薔薇の国に生まれたオーレリアン・サミュエル・トワイダル殿でん下かが、一いつ生しよう涯がい薔薇に囲まれて優ゆう雅がに暮らせますように。誰からも好かれ、いつも幸福に満たされて、やがて……真実の愛を得られますように」

　フィセは、当初の予定よりも多くの願いを、妖よう力りよくを注ぎながら口にする。

　人間の一生を言葉一つで決められるわけではないが、決して無意味なものではなかった。

　フィセの体から金色の光が放たれ、妖精の作ったドレスが炎ほのおのように舞う。

　大きな拍はく手しゆと歓声の中で、フィセは眠れる王子に微笑ほほえみかけた。

　すると不思議なことに、王子の目がぱちりと開く。

　──青い瞳ひとみ……まるで空のような……。

　ああ、なんて澄すみ切った美しい瞳だろう。

　自分が願うまでもなく、彼は薔薇に囲まれて優雅な一生を送るに違いない。

　誰からも好かれ、幸福に満たされ、いつか真実の愛を得るだろう。何もかも、彼にとっては当たり前のことだ。願ったことすべてが、元より叶かなう運命としか思えなかった。

「初めまして、王子様。僕は……私は、薔薇の妖精フィセです」

　幼い王子に挨拶をすると、彼は指を握にぎってくる。小さいながらに頼たのもしいほどの力で握あく手しゆに近いことをして、にっこりと微笑んだ。それはそれは清らかで可愛かわいらしく、一いつ瞬しゆん、薔薇の蕾つぼみが開いたように見える。それも普ふ通つうの薔薇ではない。きらきらと光り輝かがやく金こん色じきの薔薇だ。

　──可愛い……本当に神々しいほど煌きらめいて、それでいて可愛い。存在自体が奇き跡せきみたいだ。笑顔一つで国中を明るくしてくれるような、希望の王子様。

　奥深いスカイブルーの瞳で見つめられると、トワイダルの未来まで輝いて見える。

　今の国王とは違い、この王子なら重税で民を苦しめたりはしないだろう。明朗闊かつ達たつな王妃に大切に育てられ、民の幸せを心から願える、真の王になってほしいと思った。

「オーレリアン王子、またお会いしましょう。貴方あなたの成長を、いつまでも見守っています」

　お別れを言っても、オーレリアンは指を摑つかんだまま離はなしてくれない。

　王妃はそれを喜ばしく思ったようで、「薔薇王様が大好きになったのね、わかるわ」と声を弾ませていたが、フィセは些いささか困っていた。

　何しろまだ王子誕生の祝いをきちんとしておらず、国王とは顔すら合わせていない。

　民のことを労働力としか考えない不ふ遜そんな君主だが、それでも国王は国王だ。今日初めて顔を合わせるのだから、きちんと挨拶をして祝辞を述べなければ失礼になってしまう。

「御ご挨あい拶さつが遅おそくなりまして、申し訳ありません」

　王子の手から逃のがれることはできなかったが、フィセは背筋を伸のばして玉座を見み据すえる。

　大きな揺ゆり籠かごの向こう側で、国王は何な故ぜか明後日あさつての方を向いていた。

　横顔どころか耳の後ろが見えるほどだったが、その視線の先に何があるわけでもない。

　彼の行動を不思議に思ったのはフィセだけではなく、王妃は「陛下、どうなさったの？」と窘たしなめる口調で訊きいていた。はっきりとは言わないが、「薔薇王様に失礼よ。きちんとこちらを向いて御お礼れいを言って」と促しているのがわかる。

　──栗くり色いろの髪かみ……少し日焼けした肌、この輪りん郭かく。

　どこかで見たことがあると思うより先に、スペンサーの顔が浮うかんでいた。

　フィセは愛いとしい人の姿を目に焼きつけるように見てきたので、共通点を見いだすのは難しくない。随ずい分ぶんと似ている人がいるものだと思い、さらにじっと見ていると、国王は俯うつむきつつ顔を正面に向けた。王妃に「どうなさったの」と問われたせいもあるが、大広間がざわめきだしたことも影えい響きようしているのだろう。しぶしぶといった様子で、「お祝いに感謝する」と口にした。

　──声が……それに、顔が……。

　俯いていても、目を合わせなくても、記き憶おくの中のスペンサーと国王が一いつ致ちする。

　顔が似ていると声も似ているという話は聞いたことがあったが、国王は雰ふん囲い気きまで彼によく似ていた。スペンサーが金の王おう冠かんを被かぶり、緋ひ絨じゆう毯たんの上の玉座に座っているかのようだ。

　王族だけが纏まとうことを許される、金糸の薔薇刺繡が入った真しん紅くのマントも、その縁ふちに贅ぜい沢たくにあしらわれた白い毛皮も大層立派で似合っているが、逢おう瀬せの時のように「スペンサー、今日も素す敵てき」と、心ときめかせることはできなかった。

「スペンサー？」

　そうではない、きっと違う。よく似ているけれど、ただの人ひと違ちがい。

　スペンサーは上級騎き士しなのだから、王族の血が少しばかり流れていてもおかしくはない。

　先祖のどこかで繫つながっていて、偶ぐう然ぜんにも国王に似ているだけ。年ねん齢れいが同じくらいで、髪色や肌はだ色いろや背せ恰かつ好こうも同じくらい。顔が似ているから声も似ているだけ。ただそれだけ──。

「まあ、王のミドルネームを御ご存ぞんじでしたの？　光栄なことですね。オズワルド王と呼ばれることが多いのですよ。今日は少し……御ご気分が優すぐれないようで、お許しくださいね」

　王おう妃ひは夫の無礼を気にしていて、場の空気を和なごませるのに一いつ生しよう懸けん命めいだった。

　そして幼い王子は、今もフィセの指を温かい手で握っている。

　王妃が好感の持てる女性で、王子がこの上なく愛らしいからこそ余計に、今この瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん見えてきた現実が信じられなかった。

　信じたくないし、認めたくもない。

　何かの間違いだと思いたくて、その可能性を必死に探さぐる。

　しかしどれだけ考えたところで答えは一つしかなく、今の国王の態度が真実を物語っていた。

　特別な事情がなければ近づいてはならない、聖域の薔薇ばらの園そのに、臆おくすることなく堂々と踏ふみ込んできた上級騎士。一いつ介かいの人間でありながら薔薇王に対しても遠えん慮りよがなく、それ故ゆえに、一層魅み力りよく的に見えた彼。甘い言葉、優やさしい抱ほう擁よう、淫みだらな快楽。そして「真実の愛」の告白。

　スペンサーはこの国を支える白薔薇を乱暴に搔かき分け、悠ゆう久きゆうの薔薇を探していた。

　彼が求めていたのは、永遠の命、永遠の若さ、永遠の輝き。人である以上、一国の王ですら手が届かない奇跡を求めて、国を支える白薔薇に無体を働いていたのだ。

　ああ、そういうことか。そういうことだったのか──。

「……どうして」

　どうして、あの日のうちに目を覚まさなかったのだろう。真実はそこにあったのに、気づきかけた瞬間もあったのに。信じたい気持ちに任せて、せっかく芽生えた疑念をふいにした。

　なんて愚おろかだったのだろう。恋こいに浮かれて己おのれを騙だまし、誤った道を突つき進んでしまった。

　真実が見えた今、「どうして僕を騙したの？」などと訊くつもりはない。

　答えはもうわかっているから、理由も言い訳も必要なかった。彼が欲ほつしたのは奇跡を起こす悠久の薔薇。彼が愛したのは彼自身だ。若々しく輝いている自分を止とどめておきたかっただけで、最初からすべて偽いつわりに過ぎなかったのだろう。

「薔薇王様、どうかなさいましたか？　王が失礼を……本当に申し訳ございません」

「──いえ……いいえ、大だい丈じよう夫ぶです。僕は……私は、これで失礼させていただきます」

　声が震ふるえて、言うべきことを言えたのかわからなかった。

　一刻も早くスペンサーから離れたくて、フィセは踵きびすを返そうとする。

　しかしオーレリアン王子に指をしっかりと摑まれており、動きだせなかった。

「ごめんなさい王子様……オーレリアン殿下、さようなら……お幸せに……っ」

　幼い王子へ、そして王妃へ、さらにはスペンサーに向けても、フィセはその言葉を贈おくる。

　王室一家に会うことは、もう二度とないだろう。この国にいることもできない。

　恨うらみたい気持ちはあるけれど、王妃と王子に免めんじてそれはやめておく。

　幼く愚かだった自分も悪いのだから、あとはただ去るだけだ。

「薔薇王様！」と多くの人々に心配されて呼び止められたフィセは、貴族達が作りだした道を真っ直すぐに走り抜ぬける。心の中で、「さようなら」と何度も繰くり返した。

　スペンサーと、彼に恋をした自分に、永遠の別れを告げる。

　──ラウニスの言う通りだった。僕はもっと、あの子の言葉に真しん剣けんに耳を傾かたむけるべきだった。先代の薔薇王が僕のためにと残してくれたラウニスを……僕は愛あい玩がん動物のようにしか思わず、忠実な従者として信しん頼らいしていなかった。そういう僕の傲ごう慢まんさがいけないんだ……人間が悠久の薔薇を欲するのは当たり前のことで、スペンサーはよくいる強ごう欲よくな若者に過ぎない。問題は、人間にとって非常に価値のある可能性を秘ひめながらも、それを自覚せず油断して、甘い言葉にやすやすと靡なびいた僕にある。今の僕には……薔薇王でいる資格なんてない！

　昨今流行している恋れん愛あい小説、『硝子ガラスの靴くつ』の主人公のように城の階段を駆かけ下りたフィセは、靴の代わりに涙なみだを落とす。

　悔かい恨こんの涙が種となり、階段から荊いばらが生えるのを背中で感じたが、構わず先を急いだ。

　鋭するどい棘とげは心の鎧よろいだ。もう二度と、人間を踏み込ませたりはしない。

　──奥方が身重の時期に、スペンサーは世代交代を意識した？　父親になることで、自分が間もなく若者ではなくなることに気づいて……老いに怯おびえたのだろうか。そんな時、薔薇王が世代交代したばかりなのを思いだし、僕なら騙せると考えたのかもしれない。

　実際に、いとも簡単に騙されてしまった。

　出会った日に戻もどれるものなら戻りたい。もっと薔薇王らしく、冷たいほど毅き然ぜんとした態度で、「ここは人が来る所ではありません。この国の王でありながら騎士の恰かつ好こうなどして、いったいどういうおつもりですか」と、すべて見み透すかした顔で言えたらどんなによかっただろう。

　──後こう悔かいしても過去は変えられないけれど、この先を変えることはできる。僕は彼が統すべる王国に別れを告げて、どこか遠い国へ行く。もう誰だれにも騙されない。心にも、体にも、決して踏み込ませない。

　知った気になっていた『真実の愛』の正体は、人として何もかも手に入れた男の過ぎた欲よく望ぼうだった。あのような醜みにくいものに、二度と触ふれたくない。







　道すがら、鋭い棘を持つ荊をどれだけ生やしたことか。一度も振ふり返らなかったのでフィセ自身にもわからないが、大層なものであったことは薄うす々うす感じていた。

　城下で待たせていた馬車に乗り、城からだいぶ離れた東の聖域に戻ったフィセは、初めての旅支じ度たくを急ぐ。

　泣きながら帰ってきたフィセに、ラウニスは驚おどろいていたが何も訊かなかった。

　フィセの、「この国を去ります」の一言ですべてを察したのか、或あるいは、何もわからずとも主あるじに従う心積もりなのか、麻あさ袋ぶくろをくわえ、一いつ緒しよに荷造りをしてくれた。

　丈じよう夫ぶで大きなそれに、名もなき小さな妖よう精せい達が作った服をすべて詰つめ込む。

　人間にとっては憧あこがれの宝であるそれを、ここに残していきたくなかった。

　強欲な国王の手に渡わたり、彼を着き飾かざらせる衣服に使われるのは絶対に嫌いやだ。

　あの男に、もう何も奪うばわれたくない。何一つくれてやりたくない。

　自分が必要な物ではなく、国王が欲しがりそうな物を次々と引っ摑つかんで袋に詰めたフィセは、黒くろ猫ねこのラウニスと共に薔薇の園そのをあとにした。

　罪なき王妃のことも王子のことも、民たみのことも、今は考えられない。

　薔薇王がトワイダルを出て行ったらこの国はどうなるのか、頭の片かた隅すみでわかっていながらも、国を棄すてる道を選んだ。
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　あの日に戻って、やり直せるものならやり直したい──そう考えるのは人も妖精も同じで、フィセが戻りたいと思い続けた日は、三年も前のことになってしまった。

　トワイダルを棄てることは敵かなわず、国境で兵に捕とらえられた末に城の塔とうに幽ゆう閉へいされ、「香かおり高い白薔薇を咲さかせてください」或いは「咲かせろ」と、乞こわれたり命じられたりする日々が延々と続いている。

　幽閉された日、つまりは王子の洗礼式と祝いの宴うたげが催もよおされたあの日を境に、トワイダルには白薔薇が咲かなくなった。

　すぐに訪おとずれたのは深刻な経済危機だ。大陸の最さい北ほく端たんに位置し、雪と氷の山脈を撫なでる寒風に晒さらされるトワイダルの衰すい退たいは、あまりにも早かった。

　それも無理のない話で、自給自足が不可能なほど輸入に頼たよっていたため、食料を買い求める金が尽つきれば終わる国だったのだ。

　──雪に負けずに咲く黒薔薇が、トワイダルの地を隅すみから隅まで真っ黒に塗ぬり潰つぶしていく。今朝もまた、容よう赦しやのないこと。

　高い塔の天てつ辺ぺんから、フィセは黒薔薇に侵しん蝕しよくされる大地を見下ろす。

　国王に恨みがないと言えば噓うそになるが、何も呪のろっているわけではない。

　無論、王おう妃ひや王子、民に対して悪感情など持つはずもなかった。

　自分を幽閉している兵達に対しても、命令に逆らえない立場だと理解しているためなんとも思っていないのだが、それでも白薔薇ばらを咲かせることはできなかった。

　代わりに咲く黒薔薇は、決して触れるなと警告するかのように鋭い棘が多く、香りは微み塵じんもない。邪じや魔まになるばかりで利益を生まない闇やみの花だ。

　あえて咲かせようと思わなくても咲いてしまうものは、どうしようもなかった。

　貧困に喘あえぐ民を鉄格ごう子しの前まで連れてこられて、「どうか以前のような香り高い薔薇を」と乞われることが頻ひん繁ぱんにあり、そのたびに同情するものの手には負えない。

　──お前のせいで民は苦しんでいると、罵ののしる者もいるけれど、憐あわれに思って願ったところで今の私には黒薔薇しか咲かせられない。トワイダルのすべてを憎にくんでいるわけではないし……貧しい者に意地悪をしたいわけでもない。ただ、私に力がないだけ。私は薔薇王でもなんでもない。国益にならない薔薇を咲かせてしまう、一いつ介かいの妖精に過ぎない。

　あまりにも勢力の強い黒薔薇から目を逸そらし、フィセは深い溜ため息をつく。

　以前はあどけなさが残っていたフィセだったが、捕らえられて二年ほどの間は成長を続け、ここ一年ばかりは変わらぬ姿を止めていた。黒衣に包まれた体は少年と青年の中間くらいで、身の丈たけは高くも低くもなく、細い手足がすうっと伸のびている。

　黒い髪かみは一時期とても長くなっていたが、御ご機き嫌げん取りにやって来た国王から「髪が伸びたな。以前に増して艶つややかで、情じよう欲よくに火を灯ともす妖よう艶えんさだ」と囁ささやかれた挙げ句に毛先に触れられたので、根元の近くからばっさりと切り落としてしまった。

　似たようなことはそれ以前にもあり、何を勘かん違ちがいしているのやら……国王は供を下がらせるなり鉄格子の内側に入ってきて、「フィセ、私が愛しているのはお前だけだ。王妃は宗そう主しゆ国こくの出身で後ろ盾だてがある。ああ見えて嫉しつ妬と深ぶかい王妃に私は逆らえないのだ」などと口にしながら、フィセを再び抱だこうとした。

　男としての魅み力りよくに余よ程ほどの自信があるのか、色目を使い、艶っぽい声を出し、フィセが靡いて当たり前だと思っているかのように誘さそってきたのだ。

　そのたびにフィセは、国王と自分の間に荊を張り巡めぐらせ、彼が「痛いっ、痛い！」と無様に叫さけんで退散するのを冷めた目で見ていた。

　今思いだしても忌いま々いましいが、フィセが特に腹を立てて髪を切った日の夜──トワイダル中の黒薔薇が勢いを増し、異常に発達した棘によって多くの損害が出たと聞いている。

　民には申し訳ないが、それを機に国王は鉄格子の中に入ってこなくなり、気色の悪い懐かい柔じゆうを試みる機会が減ったので、その点では清々していた。

「フィセ様、起きていらっしゃいますか？」

　黒猫のラウニスの声に、フィセは黙だまって振り返る。

　半円形の部屋の鉄格子の隙すき間まから、彼はいとも簡単に入ってきた。

　妖よう獣じゆう化した猫ねこなので、知力と持久力は極きわめて優すぐれているラウニスだが、運動神経そのものは普ふ通つうの猫とさほど変わらない。

　トワイダル城の北の塔の尖せん塔とうがフィセに与あたえられた住み家だが、そこから出入りするために彼は長い螺ら旋せん階段を上り下りして、人間と同じように行き来するしかなかった。窓から外がい壁へきを伝って移動するのは危険な程度に、生身に近いところがある。

「あ、起きていらっしゃいましたね。大変です、また奴やつがやって来ますよ。このまま冬本番になったら大だい飢き饉きんが確定だって憤いきどおっていました」

「そう言われても、私にはどうしようもないことなのに」

「そうですよね、だいたい奴が来たらますます黒薔薇の勢いが増しますよ。幼い子供達が棘とげに刺さされて怪け我がをしたら大変だし、民のことを思うなら来るべきではないです」

「早く老いて、長い階段を上れない体になってしまえばいいのに」

「まったく同感です。でもあの男のことだから、そうなったらフィセ様を国王の間と同じ階に幽閉するかもしれません」

「それは考えたくないね」

「はい、本当に」

「ラウニス、ここへ」

　相変わらず仔こ猫ねこと成せい猫びようの間くらいの姿をしたラウニスに向かって、フィセは両手を広げる。

　自身の体温というものはなく、朝の見回りのあとは冷たいばかりだけれど……それでも細く柔やわらかな毛や、肉の感かん触しよくが好きだった。

　生き物を抱いていると、幻まぼろしの温ぬくもりを感じられる。

　やんわりと抱き締しめて心を落ち着かせれば、黒薔薇の棘も少しは遠えん慮りよしてくれるだろう。

　あの男が統すべる国に富を齎もたらしたくはないが、罪なき民を苦しめたいわけではないので、何も咲かぬか、必要最小限の利益が得られる程度の白薔薇が咲けばよいと思っていた。

　妖よう精せいの力に頼らず暮らすのが人間本来の生き方であり、一方的に頼るなど言語道断だ。

　妖精は無む欲よくな者が多いため上手うまくいくこともあるが、それがいつまでも続くとは限らない。

　トワイダルの問題は、たった一人しかいない薔薇王と縁えんが切れた場合に、たちまち崩ほう壊かいする国造りをした歴代国王にある。そして誰だれよりも罪深いのは、私利私し欲よくのために後先を顧かえりみず、薔薇王を騙だまして国益を損そこなった現国王だ。

　──またあの男が来る。私の心に黒いものを植えつけたあの男が……それを刺し激げきしにやって来る。私はもう、誰も傷つけたくないのに……あの男以外の誰かを傷つけようなんて、思っていないのに……きっと、また棘を増やしてしまう。

　ああ、嫌いやだ嫌だと頭かぶりを振ふって、指を嚙かんでみてもどうにもならない。

　自分の意思で咲かせることができるのは、身から生まれる物だけだ。

　体の周囲に荊いばらを張り巡らせたり、香りのある白薔薇を咲かせたり、自在にできることもあるけれど、離はなれた場所に生える物は制せい御ぎよできない。

　かつてスペンサーと呼んで慕したっていた偽にせの騎き士しに恋こいをしていた頃ころ、トワイダル中が白薔薇で溢あふれ返り、いくら品質のよい薔薇とはいえさすがに多過ぎて厄やつ介かいなほどになっていたが、控ひかえようとしてもどうにもできなかった。

　それと同じく、甚いたく攻こう撃げき的で香りがない黒薔薇が、めきめきと棘を発達させるのを止められない。棘は針のように鋭するどい状態から始まり、ナイフさながらに鋭えい利りな物に育ち、やがては槍やりの如ごとく大きくなるだろう。

　そして家屋の壁かべすら貫つらぬくのだ。

　このままでは、いつ人を殺あやめてしまうかわからない。

「フィセ様、来ましたよ。足音が聞こえます」

　僕は隠かくれますねと言って、ラウニスはベッドの下に潜もぐり込んだ。

　小さな猫の身ならそれで済むが、フィセは隠れることもできない。

　脱だつ走そうは何度も試みて、城の外まで辿たどり着けたことが何度かあったが、その先は一度も上手くいかなかった。今や国民が一丸となってフィセに白薔薇を咲かせようと躍やつ起きになっているため、現状まったく役に立っていないにもかかわらず、「決して逃のがしてはならぬ」と誰もが認にん識しきしているからだ。

　ラウニスの情報によると、国中のあちこちにフィセの似顔絵が貼はりだされ、万が一フィセが脱走した場合は必ず捕らえて城に連行するよう書かれているらしい。そうしなければ、他国がローズオイルを得て栄え、トワイダルは不毛の地と化すと警告されているという。

　身分を問わず以前と比べて生活が苦しくなり、心荒すさむ中で歌が流行はやって、『我が儘ままな薔薇王フィセを捕つかまえろ、余よ所その国には行かせるな。捕まえた者は英えい雄ゆうだ、報ほうし奨よう金もたんまり出るぞ。いつか必ず白薔薇を咲さかせよう、トワイダルは薔薇の国』と、大人も子供も声高らかに歌っていると聞いていた。

　以前のようにフィセを敬う気持ちがないため、脱走して見つかると容よう赦しやない扱あつかいを受ける。

　対してフィセは、荊を使って人を殺めてでも逃にげようとは思えず、結局は力負けしてここに戻もどされるのだ。

　カツンカツンと足音が聞こえてきて、体格のよい男が上ってくるのがわかる。

　供を従えて来る時は国王然としているスペンサーだったが、独りで来る時は違ちがう。

　厚かましくも昔の恋こい人びととして振る舞まい、逢おう瀬せを重ねていた頃の艶つや話ばなしを持ちだしては、関係を迫せまってきた。そうされることでこちらがどんなに不快になり、消したい記き憶おくに苛さいなまれているか、彼は考えもしないのだろう。自分は愛されて当然の男だと、思い上がっているようだった。

　──想像しただけで虫唾むしずが走る。たとえ一いつ瞬しゆんでも同じ空気を吸いたくない。

　それにしても朝から独りで来るとは、珍めずらしいこともあるものだと思った。

　トワイダルの王族や貴族は昼頃ごろに起きる者が多く、宵よいっ張ぱりで朝は弱い。

　何を考えているのかわからないが、今日は一日酷ひどい気分で過ごすことになりそうだ。

　今から気が重くなる。

　昼夜ならよいというものではないが、朝は最も避さけたい時間だった。

　──体の中が、痛い……薔薇ばらの棘が皮ひ膚ふの下に伸びてくるようで、私を傷つけるはずのない薔薇が……鋭い棘を用いて私を責める。「愚おろかな国王に騙されて民たみを巻き込んだお前もまた、愚かな王に過ぎない」と、責め立ててくる。

　もしも薔薇にそう言われたら反論の余地はなく、心で受け入れるなり、次から次へとさらに酷い罵ば声せいが聞こえてきた。己おのれが司つかさどる花々がそんなことを言うわけがないことくらい、もちろんわかってはいるけれど、今感じている痛みは本物だ。

「……っ、ぅ……」

　吐はき気と激痛に襲おそわれたフィセは、小窓に近づいて外の空気を吸い込む。

　ひんやりと冷たい風に触ふれると、体の芯しんまで冷えていくのを感じた。

　唇くちびるも舌も喉のども、肺の中も冷たくなって、いくらか洗われていく。そう簡単にすべて解消とはいかないが、悪いものを多少なりと鎮しずめて、平静な顔を取り戻すことはできた。

「薔薇王フィセ、久しぶりだな。今日は会わせたい者がいて、朝から足を運んだ次し第だいだ」

　鉄格ごう子しの向こうから、国王の声がする。

　しかしフィセは振り返らず、白い雪と黒い薔薇に覆おおわれた国土を見下ろしていた。

　──会わせたい者？

　最初は、また民を連れてきたのだと思った。

　しかし奇き妙みようなことに、今朝は他ほかの人間の足音が聞こえない。

　民がいる時は兵も必ずいるのに、妙みように静かだ。けれども何か、気配のようなものは感じる。

　国王の顔など見たくもない。声も聞きたくないし、振り返ることすら屈くつ辱じよくだったが、珍しく朝から来て「会わせたい者」といっているのが気になるのは確かだった。

「ごきげんよう、ばらおうしゃま」

　どうしようかと迷っていたフィセの耳に、幼子の声が飛び込んでくる。

　考えるより先に体が動いてしまった。

　国王オズワルド・スペンサー・トワイダルが、鉄格子の向こうに立っている。

　その腕うでに抱だかれているのは、三つやそこらの男児だった。

　それもただの子供ではない。まるで小さな太陽のような、きらきらと眩まぶしい笑え顔がおの王子だ。

　華か美びな国王の姿などやすやすと塗ぬり潰つぶしてしまうほど、圧あつ倒とう的な輝かがやきを放っている。

　──あの時の……赤ん坊ぼう……っ、オーレリアン王子！

　スカイブルーの瞳ひとみによく似た色の服を着て、王子は微笑ほほえんでいた。

　光と黄金を練り合わせて紡つむいだブロンドは、赤子の頃と変わっていない。　>>>♥

　白い肌はだの中で、頰ほおだけが桃もも色いろに染まっているのも相変わらずだ。

　ふっくらとしたさくらんぼの唇は、最初のうちは少し恥はずかしそうに引き結ばれていたが、フィセが黙だまっているのを見て戸と惑まどい、「あの……ごきげんよう、ばらおうしゃま。えっと……ぼくは、オズワルドおうの、むしゅこで、オーレリアン・サミュエル・トワイダルでしゅ」と、さらにきちんと挨あい拶さつする。

　悪あく魔まに抱かれた天使に、「御ご機き嫌げんよう」と返しそうになったけれど、フィセは既すんでのところで堪こらえた。言葉を発する前に、国王の口角が上がったのを目にしたからだ。

　──この男……子供を使って私を懐かい柔じゆうする気だ。

　どこまでも卑ひ怯きような男。本当に腹立たしい。

　三歳の王子が、丁てい寧ねいな発音を心こころ掛がけて一いつ生しよう懸けん命めい挨拶しているのを無下にするのは忍しのびないが、そうかといって卑怯者の画策に嵌はまるわけにはいかなかった。

　対応を決めかねて揺ゆれたフィセは、視界を狭せばめて王子だけを見る。

　三歳の男児はそれなりに大きく、王子の顔と国王の顔は近くにあったけれど、努めて王子の顔だけを見た。実際には嫌な物も見えてしまい、国王の栗くり色いろの髪かみや、かつては頼たのもしく思えた肩かた、広い胸、太い腕、そして大きな手も目に入っていたが、無理やり霞かすませる。

　それを可能にするのは、この男に屈くつしない鉄の意志と、幼い王子の輝きだった。

　視線を独り占じめする力を王子が持っているからこそ、不可能が可能になっている。

　──大だい丈じよう夫ぶ、私は……この子だけを見ている。

　視線が一つに繫つながって、ぴいんと音を立てるように張り詰つめた。

　闇やみに堕おちたフィセの黒こく瞳どうと、大空の色をしたオーレリアン王子の瞳が、無音ながらに言葉を交かわす。

　声に出さなくても、「御機嫌よう」と伝わったのがわかった。

　少なくともフィセには、そう感じられる。

　王子は嬉うれしそうに目を細め、「ぼく、ばらおうしゃまにあいたかったの」と声を弾はずませた。

「ちちうえっ、おろしてくらさい。ぼく、じぶんのあんよでありゅけましゅよ！」と言って、下ろされるなり走りだす。

　無骨な鉄格子が似合わない小さな手で、普ふ段だんは誰だれも触さわらない格子の下部に触れた。

　その瞬しゆん間かん、笑顔をぴくっと歪ゆがめ、「んーっ、ちくってした」と言うなり慌あわてて手を離はなす。

　白く小さな掌てのひらには、赤黒い錆さびが付着していた。

「あ……」

　鉄の棘とげが刺ささった可能性を考えると放ほうっておけず、フィセは水みず瓶がめに目をやる。

　すぐにでも手て桶おけで水を汲くんで、手を洗わせたかった。国王の存在も忘れ、「大丈夫？　棘が刺さらなかった？」と訊ききそうになるのも水を汲みそうになるのも、フィセにとっては自然な反応だ。無む垢くな子供は嫌きらいではないし、怪け我がをしたとなれば黙っていられない。

　──駄だ目めだ……ここで緩ゆるみを見せたら、向こうの思う壺つぼになる。

　自然に任せたくてもそうするわけにはいかず、フィセは指の先まで凍こおりつかせる。

　体は疎おろか心までも、すべてを凍とう結けつさせて己を制した。

　無情な人形のように佇たたずみ、視線も逸そらす。

　さすがに我が子は可愛かわいいのか、国王は「大丈夫か？　お前は王子なんだ、手が汚よごれるようなことはするな」と言ってハンカチを取りだした。

「ん、ちちうえありがとうございます。ちくってしました。でもね、いたくないのよ」と元気いっぱいに答えた王子は、受け取ったハンカチでぐいぐいと汚れを拭ぬぐう。

「ぼくね、ばらおうしゃまとあくちゅするの。おてて、きれいきれいしないと」

　オーレリアン王子が視界の隅すみで動くのを、フィセは結局見てしまう。

　固めたはずの体はそのまま保てたが、心は早さつ速そく動いていた。

　水で洗い流さずにハンカチで拭ったら、柔やわらかい肌に錆が突つき刺さってしまうのでは……と心配になり、じっとしているのが酷くつらい。

　傷ができて、そこから棘様の錆が入ったら命に係かかわるというのに、国王は気に留めていない様子だった。「指の間までしっかり拭ふくんだ」と指示した挙げ句に、汚れたハンカチを返されそうになると、「そこの椅い子すにでも置いておけ」と言って受け取りもしない。

　フィセは国王の発言に耳を疑い、この男に対する不快感をさらに強めた。

　人ではないフィセですら、人間の子供の抵てい抗こう力の弱さを知っている。わずかな錆や、小さな傷が侮あなどれないものだということは、大人ならば知っていて当たり前の知識だ。

　──それほど、可愛いわけではないのかもしれない。

　見たくもない男の横顔をちらりと見たフィセは、醜みにくい妬と心しんを目にした気がした。

　国の衰すい退たいにより三年分以上に老いた国王にとって──それもただの男ではなく、永遠の命と若さに並ならぬ執しゆう着ちやくを持つこの男にとって、これからを生きる美しい息むす子こは妬ねたましい存在とも考えられる。自分より遥はるかに華はなのあるブロンドと碧へき眼がんを持ち、玉座が約束されているのだから、できることなら息子の体を乗っ取りたいくらいなのかもしれない。

　──私が国王を嫌い、それなりに憎にくみ、恨うらんで……蔑さげすんでいるからそう見えるだけなのか。それとも事実なのか、本当のところはわからない。けれども疑いだすとそう見えて仕方がない。この王子なら長い螺ら旋せん階段も自分で上れるだろうに、抱いてきたのは子供の足に合わせるのが面めん倒どうだから？　後こう継けい者しやは必要だけれど、心から愛しているわけではないから、あらゆる危険を想定して気を揉もまず、通り一いつ遍ぺんのことしかしないのかもしれない。

　幸い棘が刺さることはなかったようで、小さな王子は「ばらおうしゃま、こっちで、ぼくとあくちゅしてくらさい」と掌を見せてくる。

　ほらこんなに綺き麗れいになったよ、と言いたげだったが、指し紋もんにまで入り込んだ錆の色が、まだ少し残っていた。

「私は、清潔な環かん境きようを好む薔薇の精です。一度でも汚れた手は拭っても汚きたないもの。石せつ鹼けんと湯を使ってよく洗った手でなければ、握あく手しゆなどできません」

　幼い王子に対して、フィセが言えることはそれだけだった。

　いくつもの答えを考え、その結果を予想し、選びだした言葉だ。

　鉄錆が付着しているかもしれないハンカチで、もう一度ごしごしと拭ったりしないように。もしまたここに来た時に、再び鉄格ごう子しに触れたりしないように。そして、自分自身が汚い物のように扱あつかわれ、拒きよ絶ぜつされたなどと思わないように──罪のない子供の心を傷つけたくなくて、フィセなりに考え、最良と判断して口にした言葉だった。

「わかりました！　ばらおうしゃま、せっけんとおゆくらさい」

　フィセの願いは叶かない、オーレリアン王子は快活な笑顔を見せる。

　少しも傷ついていないのはよかったが、その要求は想定外のものだった。

　よくよく考えればさほど不自然でもなく、フィセに敬意を見せているとはいえ、相手はまだ三つの子供で、しかも一国の王子だ。傅かしずかれて育った彼にとって、必要な物は口で言えば手に入るのが普ふ通つうなのだろう。

「生あい憎にくと、ここに湯はありません。水ですらも差し上げるわけにはいきません。高い塔とうの上に水を運ぶのは大変ですから、一日に使える量は限られています。貴方あなたはこの国の王子ですが、いつでもどこでも、望めばなんでも手に入るというわけではないのですよ」

　不当に傷つけたくはないけれど、言うべきことは言って突き放さなければならなかった。

　父親のような愚おろかな王になってほしくないので、躾しつけのつもりで厳しいことも言う。

　決して王子自身のためではない。貪どん欲よくな愚ぐ王おうと、幼い恋こいに溺おぼれた力なき薔薇王のいざこざに巻き込まれてしまった、憐あわれな民たみのためだ。

「オーレリアン、握手は諦あきらめて今日は話すだけにしておけ。私はもう帰るから、お前は残って好きなだけここにいるといい」

　国王の声が耳に入るなり、フィセの心はざわめく。この三年でだいぶ懲こりたのか、こちらに向かってあれこれと言ってこないのはよいが、息子との会話で企たくらみが明らかになった。

　やはり、自分が駄目なら子供を使って懐柔しようという腹なのだろう。

　理由はわからないが、王子はフィセに対して好意的で、見み目め麗うるわしく愛あい嬌きようがあり、性格的にも人ひと懐なつこい。

　大たい抵ていの大人は王子の魅み力りよくに絆ほだされ、好意を受け入れずにはいられなくなることを国王はよくわかっているのだ。だからこそ、今ここに連れてきた。

　上手うまくいけば以前のような白薔薇が咲さいて、質のよいローズオイルを得て国が豊かになると思っているに違ちがいない。

　──この男の目的は、奇き跡せきを起こす悠ゆう久きゆうの薔薇ではない。永遠を夢見ていられないくらい、現状が差し迫せまっているから……あの手この手で、失われた栄えい華がを取り戻もどそうとしている。

　フィセを幽ゆう閉へいしたばかりの頃ころ、国王は奇跡を起こす悠久の薔薇を求めて復ふく縁えんを迫ってきたが、いつの頃からか諦てい念ねんと焦しよう燥そうを露あらわにするようになった。「白薔薇だけでいい。頼むから以前のような、ローズオイルの取れる薔薇を咲かせてくれ」と切実に乞こわれたこともある。

　永遠の命や若さ、輝かがやきを求めても得られず、そのうえ富まで失って国家存亡の危機を迎むかえるなど想定外で、自身の失態の結果に耐たえられなかったのだろう。

　こんなことになるなら余計な手出しをしなければよかった──と悔くやんでいるのが手に取るようにわかった。

「ちちうえ、いっちょにかえります」

　フィセに声をかけずに帰ろうとする国王を、オーレリアン王子は追いかける。

　幼子らしく父親のあとをついて歩き、「お前は残れ」と言われても足を止めなかった。

　国王は「駄目だ、ここに残って薔薇王の相手をするのがお前の役目だ」とまで言っていたが、王子は「いっちょにかえります」と意外にも強ごう情じようで、父親を追いつつフィセの方を顧かえりみる。

　何も言わなかったが、にこりと笑って「さよなら」とでも言うように手を振ふった。

　父親の本ほん性しようがどうであれ、やはり子供は親を慕したっているのだろう。

　姿が見えなくなったあとも、「ここに残れ、薔薇王と仲よくするんだ」「まって、ちちうえ、まって」と、二人の声が聞こえてきた。

「まったく、どこまで卑ひ劣れつな男なんでしょう。あんな幼い子供を使うなんて」

　ベッドの下に隠かくれていた黒くろ猫ねこのラウニスは、出てくるなり尾おを真っ直すぐに上げる。

　怒いかりを露わにしながらも、猫らしく伸のびをした。ベッドの下はさほど窮きゆう屈くつではないはずだが、「ンーッ」と声まで振り絞しぼり、ようやく解放されたと言いたげだ。

「ラウニス」

　名前を呼んで両手を広げると、ラウニスは条件反射で飛びついてくる。

　力いっぱい抱だいたらすぐに壊こわれてしまいそうな、仔こ猫ねこと成せい猫びようの中間くらいの体を、フィセはやんわりと包み込む。

　何な故ぜそうしたのか、自分でもよくわからなかった。

　握手をすると言っていた可愛い王子が、父親のあとについて早々に帰ってしまったせいか、嫌いやな男が近くに来たことでおぞましさを感じたせいか、それとも別の理由なのか。

　──あの男は愚かだけれど、私も負けず劣おとらず愚かだ。企みを察しながらも、王子に対して言うべきことを言えなかった。「二度とここに来てはいけません」と突き放すべきだったのに、まだ幼い王子を傷つけたくないと思って……いや、違う。そうではなく、私は……あの王子に嫌きらわれたくないと思い、守りに入ってしまった。

　王子がまた来る可能性を考こう慮りよして、その際に錆さびた鉄に触ふれないようにと言葉を選んだのも、結局は期待していたからだろう。彼が乳ち飲のみ子だった時も、また会いたいと思った。

　その健すこやかな成長を近くで見守れる立場を、あの時の自分は幸せだと感じていた。

　三年の時を経て、自分の足で歩き、たどたどしくも一いつ生しよう懸けん命めいに喋しやべっている愛らしい王子に、永遠のさよならを告げるのは難しい。

　また会いたいと思ってしまうのは、やはり彼が特別な子供で、太陽の申し子のように思えてならないからだ。

　一生光を避さけて生きることなど、誰だれにもできない。

「フィセ様、大だい丈じよう夫ぶですか？　酷ひどくお疲つかれのようですね」

　ラウニスの首や背を撫なでながら、フィセは深い溜ため息をつく。

　本当に疲れていて、飾かざり気のないベッドに座り込んだ。

　永遠の命を持つ妖よう精せいでありながら、人間の小さな子供に光を見いだし、心揺ゆさぶられている。

　そんな自分が心底嫌だった。

「あの王子は、もう来ないだろうね」

「えっと、それはつまり、また来てほしいんですね？」

「そんなことは言っていない。私はただ、お前の見解が聞きたいだけ」

「今のって、質問だったんですか？」

　軽い黒猫を膝ひざに乗せたまま、「一応そのつもりだよ」と答える。

　ラウニスはフィセの指の動きに反応し、首を伸ばしたり尾を蠢うごめかしたりしながら、「んー、僕としてはそのうちいらっしゃる気がしますよ」と言った。ついでにゴロゴロと喉のどを鳴らす。

「そのうちって、いつ？　物心ついてから？」

「いいえ、もっと先の話です。欲よくが出てくる年頃ごろ……そうですねぇ、少年期の終わり頃とか、青年期に入ってからではないですか？　今は国王に何か吹ふき込まれてフィセ様に好意を持ち、ここにいらしたんでしょうけれど、大人になったら自分の意思で興味を持たれるはずですよ」

「それは、どういう意味での興味？」

　ラウニスが語る欲とは何か、訊ききながらも考えずにはいられなかった。

　大人になった彼が求めるのは、国を潤うるおすローズオイルか、奇跡を齎もたらす悠久の薔薇か──。

　前者を望むのは一国の王子としてやむを得ないが、もしも後者を望む欲よく深ぶかい若者に育ったら、父親と同じ過あやまちを犯おかすかもしれない。

「どういう意味での興味か、それは王子様が大人になってみないとわかりません。僕としては、あの男のようにならないでほしいですが……でも、猫の子と同じく人間の子は親に似るもので、幼い頃は秀ひいでていても結局は親そっくりになるんだそうです」

「まさか、そんな……あの王子は母親似だよ。髪かみの色も顔立ちも、父親には似ていない」

「確かに今はそうですが、似てしまったりするらしいですよ。十数年後か二十年後くらいに、あの王子様が贈おくり物ものを手にいらしても、絶対に気を許してはいけませんよ」

「そんな心配は要いらないよ。私はもう二度と、あんな愚かな病に罹かからないから」

「王子様が本気なら、罹ってもいいと思います。フィセ様はお綺き麗れいなうえに可愛かわいいし、本気でフィセ様を愛する人間か妖精が現れて、フィセ様がまた笑ってくれるのを僕は願っています。身分ばかり立派な方ではなくて、心こころ延ばえの美しい方がいいです。出自なんか関係なく、本当の意味で立派な御お方かた……そうでなければフィセ様をあげられません」

　フィセの腕うでの中で気持ちよさそうに身を捩よじらせながらも、ラウニスは力強く語る。

　見た目は頼たよりないほど若い猫だけれど、いつも一いつ緒しよにいてくれて、時に感情的になるくらい心を砕くだいてくれることが嬉うれしかった。

「私は二度と恋などしないし、あの王子がどんなに立派な青年になっても決して気を許さない。それに、心延えの美しい……真に立派な御方とやらも求めていない。お前が傍そばにいてくれたら、それで十分だよ」

　普ふ段だんはあまり口にしないことを、思い切って告げてみる。

　ラウニスは目に見えてわかるほど喜んで、言葉を話せる妖よう獣じゆうであることを忘れたかのように、「ミャア」っと猫らしく鳴いた。さらに撫でると、またゴロゴロと喉を鳴らす。

　狭せまい尖せん塔とうに幽閉されて不便を強しいられ、憎にくい男と時々顔を合わせることになる今の生活に、幸福など一つも見いだせないけれど、救いは一つだけある。先代の薔薇王が遺のこしてくれた従者、ラウニスのおかげで、この国の現状を憂うれえる程度には正気でいられた。







　ラウニスが朝の散歩に出かけると、フィセは独りベッドに横たわった。

　国王が来たあとはいつも同じで、心身共に磨すり減へってしまうからだ。

　直接やり取りをしなくても、国王の存在を感じただけで過去の自分が嫌になって、その結果、あの忌いまわしい記き憶おくに苛さいなまれる今の自分まで嫌になる。

　急激に毒素が回り、髪の先まで行き渡わたるようだった。

　──ラウニスに、いてもらえばよかった。

　今日は大丈夫だからと、そう言ってラウニスを送りだしてしまったけれど、克こく服ふくへの意志は簡単に折れる。独りになった途と端たんに胸が苦しくなり、過去と現在の自分を嫌けん悪おするあまり吐はき気がした。

　──霞かすみしか食くらっていない身で、吐き気を催もよおすあたり……聖域から長く離はなれている私の身は人に近づいているのかもしれない。それとも、こんなものは気の持ちようなのか。私のように愚おろかな妖精は他ほかにはいないだろうから、よくわからない。

　弱く小さな妖精などは、銃じゆう声せいを聞いただけで霧む散さんしてしまうこともある。

　心に傷を負うという経験は、強い妖よう力りよくと高い知性を持つ妖精でなければ経験できない話だが、本来妖精は飽あきっぽく諦あきらめがよいものだ。

　生きるのに飽きたり、つらい目に遭あったりすると、自ら望んで消えてしまう。

　それは人間が考える死とは違ちがい、もっと気軽なものだった。

　ふと消えて、別の何かになって風に乗り、ありのままに漂ただよえばいい。そうすれば、他者への憎しみや激しい後こう悔かい、終わりのない自己嫌悪、吐き気や苦痛を味わわなくて済む。

「……どうして私は、消えることができないのだろう」

　簡素なベッドに横たわり、目を閉じて独り言ごつ。

　消えたいと何度も願い、消えるのが当たり前だと感じていたのに、あれから三年が経たっても生きている。執しゆう着ちやくなどないつもりだったが、憎しみに縛しばられているのは自覚していた。

　フィセが心の底から本当に消えたいと願えば、新たな薔薇王が誕生するはずだ。

　しかし今現在、この世界に薔薇王はフィセしかいない。

　フィセ自身が、薔薇王たる資格がないと思っていても、事実として王と呼ばれるほどの強い薔薇の精は一人しか存在しないのだ。

　人間とは違い、それなりの力を持った次の実力者などはどこにもいない。

　代だい替がわりの時を除けば、たった一人だけが際きわ立だった力を持っている。

　──国王を憎んではいても、民たみを苦しめたくはないのに……このままだと、私は人を殺あやめる闇やみの妖精になってしまう。民が知ち恵えを働かせ、協力して、妖精に頼らずに国を発展させるか、私が……ローズオイルの採れる薔薇を咲さかせるか、二つに一つしかない。

　民のために少しくらいは咲かせてあげようと、思ったことは何度もある。

　何度も、というよりは、常々思っている。しかしどうにもできなかった。

　心の色は空のようにやすやすと変えられず、花の色も同じだ。

　汚お泥でいに塗まみれて漆しつ黒こくに染まったものを、どうして再び白く輝かがやかせられるだろうか。

「……？」

　シーツを摑つかみながら、眠ねむることもできずに鬱うつ々うつとしていると、物音が聞こえてくる。

　人が階段を上ってくる足音に似ているが、看守やメイドが立てる音とは違っていた。

　靴くつ音おとが軽い。けれども軽快なわけではなく、もたついていて不規則だ。

　瞼まぶたを閉じて集中すると、さらに色々と聞こえてきた。

　衣きぬ擦ずれの音、小さな息いき遣づかい、「えいしょ、えいしょ」という掛かけ声。

　幼い子供だ、間ま違ちがいない。軽い印象の靴音は子供の足によるもので、不規則なのは、階段をすいすいと上れないからだろう。

　子供は「えいしょ、えいしょ」に続いて、「んー、あとねー、ちょっとよ、がんばれぇ」と、おそらく自分自身を励はげましていた。

　──王子が……オーレリアン王子が上ってくる。こんなに早く。

　むくりと起き上がったフィセは、どうしたらよいかわからずに狼狽うろたえる。

　少年期の終わり頃や、青年期に入ってから……人としての欲が強くなった頃ころに、何かしらの利益を求めて再び来るかもしれないという予想は、あまりにも早く外れてしまった。

　ラウニスが場当たり的に考えたことを、頭から信じていたわけではない。

　それが外れたことが悪いわけでもない。だからといってよいとも言い切れず、フィセはどう対応すべきか迷いながら、ひとまず鏡に向かった。

　──油断しないようにしなくては……本人はわかっていなくても、国王の指示で動いている子供……卑ひ劣れつな男の血を受け継つぐ王子だということを、忘れてはいけない。

　幼い子供だからといって気を許さぬよう、鏡に映る自分に言い聞かせながら髪を整える。

　服は三年間着たきりで髪と同じくらい黒いが、元々は名もなき小さな妖よう精せい達が作った物だ。

　フィセの絶望に合わせて重たい色に変わったものの、風がなくとも裾すそがふわりと舞まい上がり、浄じよう化かを繰くり返せば見苦しくなることもない。人が作る布やシルクと違って皺しわ一つつかず、常に滑なめらかで美しく整っていた。

　──あと少し……もう少しで、王子が……。

　再訪に動どう揺ようしないよう、フィセは表情を固める。

　おそらく国王から、「もう一度行って薔薇王と仲よくしろ」などと言われて来たのだろうし、きっぱりと拒きよ絶ぜつしたい気持ちは山々だが、不用意に子供の心を傷つけたくはなかった。

　王子が大人ならばいくらでも冷たくできるというのに、なんとも難しい。

「えいしょ、えいしょ……と、んー、ちゅいた！」

　ハァハァと乱れる息と、明るく高い声が聞こえてくる。

　今初めて気づいたような顔をして、フィセは階段に目を向けた。

　鉄格ごう子しの向こうには、あまり使われない看守用の椅い子すがあり、その上には先さき程ほどのハンカチが無造作に置かれている。さらに向こうに通路があるが、大人の足でわずか数歩分しかないため、階段の最上段までよく見えた。

　王子は「着いた！」と言ったようだったが、正確にはまだ着いていない。

　明かり取りの窓から射さし込む朝あさ陽ひを受けて、光り蕩とろけるブロンドが見えてくる。

　塔とうの高さを考えればどんなにか大変だっただろうに……最上段まで上り切った王子は笑えみを浮うかべていた。達成感が自信に繫つながったのか、得意満面、本当に嬉しそうに、きらきらと輝く瞳ひとみをこちらに向けてくる。

「ばらおうしゃま！　ぼくっ、おゆとせっけんでね、おててきれいきれいしたよ！」

　そう言って駆かけ寄ってくる王子の右手は、汚よごれた革かわ袋ぶくろで覆おおわれていた。

　驚おどろいて立ち尽つくすフィセとは対照的に、疲つかれを見せずに鉄格子の傍そばまで来ると、牢ろうに向けて革袋ごと手を入れてくる。

「王子っ、鉄格子を触さわらないように」

「はい、さありません！」

　無防備な左手で錆さびた鉄に触ふれやしないかと肝きもを冷やしたフィセは、いつの間にか二歩ほど歩いてしまう。狭い牢のこと、それだけでだいぶ距きよ離りが縮まっていた。

「──どうして、革袋を？　国王が……貴方あなたの父上が被かぶせたのですか？」

「ううん、ちちうえは、ごこうむ？　ぼくね、ハンナに、おててじゃぶじゃぶしてもらって、きれいきれいしたの。でもぼくね、かいだん……こうしちゃうでしょ？」

　言葉が上手うまく出てこなかったのか、王子は一いつ旦たん身を引いてから左手で床ゆかに触れる。

　どうやら、「僕は階段で手をついて汚してしまうから、革袋で覆った」と言いたいらしい。

　その左手で慎しん重ちように、そうっと取り去られる革袋は確かに汚れていたが、そこから現れたのはミルク色の小さな拳こぶしだった。開かれた手は爪つめの中まで美しく、見るからに柔やわらかく温かそうで、触れてみたい衝しよう動どうが起きる。

「おてて、きれいきれいしたから、あくちゅしてね」

　鉄格子に触れてこれまでの努力を台無しにしないよう注意しつつ、王子は再び牢の中に手を入れてくる。

　気づけばまた一歩距離を縮めていたフィセは、小さな王子に合わせて目の高さを下げた。

　迂う闊かつな言動を取らないようにと意識していても、体が勝手に引き寄せられてしまう。

　しかし握あく手しゆはしなかった。手を伸のばせば届く位置まで来てから、右拳を制す。

「何な故ぜ、私とそんなに……握手などしたいのですか？」

　国王に何か言われたのだろうと、疑わずにはいられなかった。

　そもそもおかしな話だ。生後半月の頃に会ったことを憶おぼえているはずもない子供が、握手のためにこんなに一いつ生しよう懸けん命めいになる道理がない。

　彼にとって何か素す晴ばらしいもので釣つられているか、父親に褒ほめられたくて励んでいるとしか思えなかった。

　──このくらい小さな子が欲しがるものはなんだろう……仔こ犬いぬや、仔こ猫ねこ？　王子ともなると、上等な仔こ馬うまくらい望むのかもしれない。父親から「薔薇王と仲よくしたら欲しい物をやる」といわれたら、これくらい一生懸命に……。

　おそらく褒ほう美びが目当てで、それ以上の何もないと決めつけたフィセの前で、王子は鉄格子の内側に入れた手をじっと見る。問われたことにすぐ答えるかと思ったが、自分の手をまじまじ見ながら何やら考え込んでいた。

「あのね、ぼく、ばらおうしゃまのてをね、ぎゅっしたの」

「──え？」

「あかちゃんのとき？　ぼくね、おぼいてるよ」

　思いがけないことを言いだした王子は、子供ながらに長い指をリズミカルに動かす。

　握にぎったり開いたりを繰り返しながら、「ぼく、ぎゅっしたでしょ？」と訊きいてきた。

「確かに、しましたけれど……でも、憶えているはずがないと思います。生後半月の頃ですよ。周りの方からその時の話を聞いて、自分の記き憶おくだと錯さつ覚かくしているだけでしょう」

　この言い方は子供には少々難しく、そして大いに意地悪かもしれない──と気になりだしたフィセを余よ所そに、王子は「ううん、おぼいてるよ」と即そく反論してきた。

　反論とはいえ、向きになっているわけではない。噓うそをついているふうでもない。

　否定されて不ふ機き嫌げんになったり感情的になったりというわけでもなく、にこにこと笑いながら右手を開き、「いいにおいね、したの……それでね、ふわっして、きらきらってしたの」と、一言一言丁てい寧ねいに、その時の喜びを思い返すかのように語った。

「いい匂におい？　薔薇の香かおり？　ふわりとしていたのはドレス？　きらきらは……私の力？」

　あえて訊いてみたフィセに、王子は「わかんない」と、またしても即そく答とうする。

　言葉は拙つたなくとも、自分が表現したいことを相手に伝える力をすでに持っている賢かしこい彼なら、大人から受けた状じよう況きよう説明をある程度は記憶しているだろう。

　しかし彼は具体的なことは語らず、自身の感覚だけを口にした。

　薔薇のよい香り、ふわりと広がりながら輝くドレス、きらきらと金色に光る薔薇王の力──王子が語る印象は、あの日のフィセの描びよう写しやとして相応ふさわしいものだ。

「ぼくね、おてて、はなしたくなかったの。ずっとね、いっちょにいたかったの」

「──私と？」

「うん、でもね、さよならってしたでしょ？　だからね、ちちうえとははうえに、いーっぱいおねあいしたの。それでね、おともらちになるなら、いいよってゆったのね」

「私に会いたいと……何度もお願いしたら……お父上が、『友達になるなら会ってもいい』と言ったと、そういうことですか？」

「うん！」

　またしても得意満面、王子は願いが成じよう就じゆしたことへの喜びに満ちた表情を向けてくる。

　そして「おともらち、なってね！　あくちゅしてね！」と大きな声を上げた。

　その勢いに戸と惑まどいながらも、フィセは差しだされる手を拒こばめない。

　三年前の洗礼式の日──偽いつわりの幸福に溺おぼれていた日であり、地じ獄ごくの底まで落ちた日でもある、あの日に、この王子と出会った。人とはいえ特別な輝かがやきを持つ赤子と、若き薔薇王として光や香りを纏まとっていた妖精の自分が、見つめ合い、触れ合ったのだ。

　そのうえフィセは薔薇王としての妖よう力りよくを使って、王子に数々の恵めぐみを与あたえている。

　二人の間に普ふ通つうではない現象が起きたとしても、さほど不思議ではなかった。

　──人間の手……小さな子供の手……なんて柔らかく、温かい。

　鉄格子を挟はさんだまま、フィセは王子の手を包み込む。

　彼は握手を希望していたが、齢よわい三つの子供の手は小さ過ぎて、握手と言える繫がりにはならなかった。右手で右手を覆うと、もっと触れたい衝動に左手も動いてしまう。

「ばらおうしゃま、あくちゅしたの、おぼいてる？」

「憶えていますよ、私は大人でしたから。握手とは、だいぶ違ちがいましたけれど」

「そうなの？　ぼく、ぎゅっしたよね？」

「そうですね、確かにぎゅっと……とても強く握られました」

　目と目を合わせると、王子は頰ほおを薔薇色いろに染めてはにかんだ。

　これまでは自分だけのものだった記憶を、相手が認めてくれたと察して喜ぶ顔だ。

　王子の右手を両手で包み込んでいるうちに、フィセの体は彼の体温に染まっていく。

　元より己おのれの温度というものがないフィセにとって、人の熱は酷ひどく魅み惑わく的なものだった。

　脱だつ走そうして捕とらえられるたびに兵や看守に腕うでを摑つかまれ、彼らの体温を感じたりもしたけれど、それは表面的なものに過ぎない。王子から感じ取れるのは、自らの意思で触れた熱だ。

　体だけではなく、胸の奥までじんわりと温まるような、心ここ地ち好よい温ぬくもりだった。

「私のことは、薔薇王ではなくフィセと」

「フィセしゃま？」

「そうです。私は国益を損そこなうばかりで、思うように薔薇を咲さかせられませんから。薔薇王と呼ばれるに値あたいしません」

「あた……あた？　えっと、ばらおうしゃまと、ちがうの？」

「違うとは言い切れませんが、堂々と名乗るのは憚はばかられる程度に無力です」

「どう、どう……はば……はば？　んー？」

　言葉がわからず少々困こん惑わく気味の王子に対して、懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明する気はなかった。

　今の彼に話すようなことではなく、そもそも薔薇王に値しないというのは主観的なものだ。

「とにかく、私のことはフィセと」

「フィセ……しゃま」

　温かな手を包み込んだまま、フィセは王子の瞳ひとみに囚とらわれる。

　子供を相手に特別な感情など抱いだくはずもなかったが、噓うそ偽いつわりのない青い瞳に見つめられると、心を突つき刺さす棘とげが少しずつ溶とけていくようだった。

「んー、わかんないけどわかった！　フィセしゃまだね！」

「呼び捨てで構いませんよ。貴方あなたのことはなんとお呼びすれば？」

「ぼく？　ぼくはねぇ、オーレリアン・サミュエル・トワイダルだよ！」

「きちんと言えて立派ですね。でも、今はフルネームを訊たずねたわけではありません」

　くすっと笑ったフィセは、自分が笑っていることを少し遅おくれて自覚する。

　これでよいのか、王子の手を包み込みながらも迷いはあった。

　それでも一つ、予感がある。

　こうすることで、トワイダルの地に再び白薔薇が咲くだろう。

　国王のためには一いつ滴てきのローズオイルすら生みだしたくなかったが、愛くるしい王子と罪なき民たみのために──香り高い薔薇が、少しだけ咲けばよいと思った。
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　トワイダルの民が薔薇ばらを摘つんでいる時分、オーレリアンは北の塔とうを駆かけ上る。

　幼い頃ころのように、階段に手をついて「えいしょ、えいしょ」と上るわけではない。

　螺ら旋せん階段に沿って、うっかりすると目が回りそうな勢いで尖せん塔とうに向かう。時には一段飛ばし、時には勢い余って壁かべ際ぎわまで寄りながら、とにかく急いでフィセに会いにいく。

　十四年間、歯を磨みがくのと同じくらい当たり前に続けてきた日課だ。

　王族や貴族は昼過ぎに起きるのが常識だと周囲の者から言われても、そろそろ夜会に出て妃きさき候補に顔を見せるようにと言われても、まったく耳を貸さずに早はや寝ね早はや起おきを続けている。

「おはようフィセ！」

　長い階段を上り切ると、鉄格ごう子しの向こうの窓辺にフィセが立っていた。

　その視線の先にあるのは、薔薇を摘む民の姿だ。

　彼は空が白み始める前から国営の薔薇園を見下ろしていて、ローズオイルが採れる白薔薇が咲いているかどうかを確かく認にんしている。

　いつも同じ黒衣に身を包み、滅めつ多たに表情を変えないが、オーレリアンには薔薇園を見下ろす彼の気持ちがよくわかった。「今日も咲いてくれてよかった」と、そう思っている顔だ。

「フィセ、おはようって挨あい拶さつしているのに無視？」

　もう一度声をかけると、フィセはようやく反応した。しかしとても緩ゆるやかな反応だ。

　視線を向けてはくれるものの、まるで「また来たの？」とでも言いたげな顔をする。

　三つの頃から十四年間、オーレリアンにとって日参が当たり前になっているということは、迎むかえるフィセにとっても日課のはずだが、彼はそれを認めたくないようだった。

　もちろん、待っていたという態度は決して見せない。

　そのくせ、この時間には必ず湯を沸わかしている。

「おはようございます、また大きな声を出しましたね」

「あ、ごめんなさい」

　𠮟しかられて反省している顔をしながら、オーレリアンは自分の口を手で塞ふさぐ。

　本当は反省など微み塵じんもしておらず、子供染じみた大声や仕草は意図的なものだ。

　彼が思っているほど自分は幼くない。

　少なくとも体は概おおむね成熟して、淫いん夢むに火ほ照てる身を慰なぐさめる夜もあった。

　ただ、会える瞬しゆん間かんがあまりにも楽しみで……午後にここを去ってから翌朝までがたまらなく長く、つらくて、朝になると気分が上がり過ぎていることは否定できない。

「秋も深まってきましたし、冷えたでしょう。紅茶を淹いれるところですが、飲みますか？」

「はい、いただきます！」

　毎朝、殆ほとんど同じやり取りをしている。

　子供の頃からずっとこの調子だ。以前はミルク、今は紅茶という差しかない。

　トワイダルは一年の大半が雪に覆おおわれ、夏季でも涼すずしいうえに、日が昇のぼり切らない早朝ともなれば間ま違ちがいなく寒い。だからフィセはいつでも、「冷えたでしょう」「寒かったでしょう」と言いながら、自分が飲むついでということにして温かい飲み物を用意してくれる。

　──本当は何も飲まなくても平気な体で……温かい物も必要としていないのに、いつも湯を用意してくれている。ついでの振ふりをするけれど、本当はそうでないことくらい子供の時からわかっていた。貴方あなたは、あまり正直ではないから。

　オーレリアンは鉄格子の前にある机に向かい、重じゆう厚こう感のあるオークの片かた袖そで机づくえに寄りかかる。

　十四年前とはだいぶ違って、鉄格子の手前の空間は王子の第二の部屋になっていた。

　国が貧しいので新しい物は少ないが、豊かだった頃に揃そろえられた調度品はどれも贅ぜいを極きわめた品ばかりだ。

　背の高いオーレリアンの体に合う机は、天板以外は余白を許さぬとばかりに、繊せん細さいな彫ちよう刻こくが施ほどこしてある。さらには金装そう飾しよくが贅ぜい沢たくに使われており、過去の栄えい華がを物語っていた。

　早朝に本を読むために必要になるランプも、シェードが七色の貝で出来ている。海から遠いトワイダルにおいて、貝はいずれも希少品だ。台座にはさらに価値の高い真しん珠じゆがあしらわれ、それらを掲かかげる恰かつ好こうの銀製の人魚は、今にも動きだしそうなほど精せい巧こうだった。

　かつてはこういった物を次々と売ばい却きやくするほど切せつ羽ぱ詰つまっていたトワイダルが、どうにか持ち堪こたえているのはフィセが咲かせる白薔薇のおかげだ。

　オーレリアンが生まれる前まで国中のどこにでも咲いていたという白薔薇は、今やこの塔の周辺にしか咲かない。採れるローズオイルも至し極ごくわずかで、人々は約つましく暮らしていた。

　オーレリアンの役目は、この塔に毎日通ってフィセの機き嫌げんを取り、薔薇園の面積や採花量を維い持じして、なるべくなら増やすことにある。

　飛ひ躍やく的な進歩はないものの、少なくともこれまで一度として採花量が減少したことはなく、オーレリアンの心はその事実に支えられていた。

「明日で十七歳になると、昨日の今いま頃ごろ言っていた記き憶おくがあります。その年の王子が、不用意に階段を駆け上るものではありませんよ。大声で元気よく挨拶をするのも、子供染みているからやめなさい。貴方は見た目がとても優すぐれていて一見立派な青年に見えるので、かえって幼よう稚ちに思われます。一国の王子としての立場を、よくよく考えなくてはいけません」

「わかりました、貴方が仰おつしやることはすべて正しい。でも開口一番それはどうなのかな？」

　両手を広げて不満げな顔をしたオーレリアンに、フィセは溜ため息を返す。

　このあとすぐに、欲しい言葉と表情を向けられるのはわかっていた。

　最初はしぶしぶとだが、フィセは毎年必ず同じものをくれる。

「お誕生日おめでとうございます、殿でん下か」

　この時ばかりは嬉うれしそうに、彼は笑う。

　長い黒くろ髪かみに黒い双そう眸ぼう、妖よう精せいが作った黒衣と靴くつ──そんな黒尽ずくめの姿で、「私は不幸を呼ぶ闇やみの妖精ですから」などと口にする気難しい彼が、心の底から誕生日を祝ってくれる。

「ありがとう、フィセ……僕の薔薇王」

　多くを語らなくても、鉄格子を挟はさんで一いつ緒しよにいるだけで通じ合えた。

　フィセは今、十七年前のことを思いだしている。

　自分もまた、出会った日のことを思いだす。

　今なら具体的に表現できるが、フィセと出会った瞬間、この上なく優ゆう雅がで甘い薔薇の香かおりが漂ただよってきて、起きなければいけない気がした。眠ねむっていた状態から目覚めたいと思い、自ら目を開けたことも憶おぼえている。幸福を願ってくれるフィセの妖よう力りよくがきらきらと輝かがやき、幾いく重えにも重ねられたドレスの一部が軽かろやかに舞まっていた。

　光そのものに見えた彼が、どうして白薔薇を咲さかせられなくなったのか、本当のことは誰だれも知らない。噂うわさ話ばなしはあれこれと聞いているけれど、真実はわからない。フィセ自身に訊きくと酷ひどくつらそうな顔をするので、間を空けて二度訊いてから諦あきらめていた。

「紅茶に蜂はち蜜みつを入れますか？」

「はい、お願いします」

「……たっぷり？」

「はい、たっぷり」

　本当はもう、甘い物はあまり要いらなくなっていた。

　けれどもフィセの前では少し子供っぽく振ふる舞うことにしている。

　背せ伸のびして大人に見せたいと思っていた頃もあったが、今はその段階を過ぎてしまった。

　理由の一つは、「大人になったら、もうここに来てはいけません」と言われたからだ。

　その頃まだ十五歳だったオーレリアンは絶望して、フィセの前で泣き喚わめいた。

「なんでそんな意地悪を言うの!?　噓うそだよね！」と泣きながら問い詰つめると、フィセは即そく座ざに一言、「大人の男が苦手だからです」と答えた。

　そうとは知らず、フィセが苦手とするものを目指して、髪かみ形がたや服装や言動を変えつつあったオーレリアンに、彼は追い打ちをかけてきた。

「貴方あなたのことは善良な王子だと思っています。貴方にはなんの罪もありません。ですが例外はないのです。大人の男は本当に苦手で、一緒にいるだけで棘とげだらけの黒薔薇を咲かせてしまう。国のため、民たみのために、どうか理解してください」と言ったのだ。

　取りつく島もなく、追究を許さず、「薔薇のことは御ご心配なく。ラウニスの遊び相手になるような仔こ猫ねこを一いつ匹ぴき与あたえてもらえれば、私の心は穏おだやかに保たれて、おそらく今と同じくらいのローズオイルが採れるでしょう」と、一国の王子と猫を同列に扱あつかったフィセの言葉に、屈くつ辱じよくを感じて夜な夜な涙なみだで枕まくらを濡ぬらしたこともある。

　──思えば本当に子供だった。あの頃ころの僕は、自分のことしか考えていなかったから。何かつらい出来事があって闇に堕おち……香りのない棘だらけの黒薔薇しか咲かせられなくなったと噂されるフィセが、仔猫一匹で白薔薇を咲かせられるなら、それは凄すごくいいことだ。長年僕と過ごしたことで、抜ばつ本ぽん的に立ち直りかけている証しよう拠こだと思っていい。僕はフィセの中の自分の価値を高めることばかりを優先して、本当の意味でフィセを思いやってはいなかった。

　蜂蜜と薔薇が香る紅茶を受け取る流れで、オーレリアンはフィセの手を包み込む。

　カップを持つ手は温かく、階段を上ってきたばかりの自分の手は少し冷たい。

　幼い頃はフィセの手に包み込まれていたのに、今では噓のように逆転していた。

　しなやかで美しい指を、カップごとしばし包み込むことは許されているけれど、それ以上のことをすれば怪あやしまれるだろう。できることなら一本一本じっくりと撫なでて摘つまんで、指にも甲こうにも口づけたい。

　しかしその瞬間に、幸福な子供時代は終わるのだ。

　翌日から仔猫に役目を奪うばわれ、フィセと会えなくなってしまう。

「いい香りだね、ありがとう。それにしても、フィセの手……凄く温かい。僕とは大おお違ちがいだ」

「階段を駆かけ上ってくるから余計に冷えるのでしょう。上り始めからわかるくらい、足音が騒そう々ぞうしくて呆あきれます。勇ましいのと騒さわがしいのは違ちがいますよ」

「そんなにうるさかった？　僕は軽快に上っているつもりなのに」

「軽快というよりは重い印象です。貴方は背せ丈たけだけではなく体格そのものがよいですからね。国中の乙おと女めが憧あこがれる『太陽の王子』の……いえ、『希望の王子』や『光の王子』とも言われていると以前鼻高々に自じ慢まんしていましたよね？　そんな御ご大たい層そうな御お方かたの足音とは、到とう底てい思えない騒がしさです」

「鼻高々に自慢なんてしていません。ただ少し褒ほめられたかっただけです」

「その噂に相応ふさわしい王子に育っていたなら、いくらでも褒めて差し上げたのですが。さあ何をもたもたしているのですか。早く受け取ってください」

　厳しい口調で言われてしまい、思わせぶりな触ふれ方などできなかった。

　もちろん艶つやめいたことも言えない。指に口づけるなんて、夢のまた夢だ。

　オーレリアンは「うん」と子供染じみた返事をして、カップを受け取る。

　鉄格ごう子しに触れないよう気をつけながら、毎日ほぼ変わらぬやり取りをしていた。

　カップの受け渡わたしが終わると、それぞれの机に着いて紅茶を飲む。

　これもいつものことで、悲しいくらい距きよ離りがあった。

「ん、甘くて美味おいしい」

「貴方は子供の頃から蜂蜜が好きでしたね」

「うん、大好き。贅ぜい沢たく品ひんだと知りつつも、なかなかやめられなくて」

　噓ばかりつきながら偽いつわりの笑えみを浮うかべ、「んー、美味しいっ」と大おお袈げ裟さに言ってみせる。

　フィセから、「いつまでも子供ですね」と言われるうちが花だった。

「一国の王子としての立場を自覚しなさい。大人になりなさい」と𠮟しかられている分には、突つき放されることはない。

　──僕がどれだけ演じようと、子供と言い張れるのはあと一年……今日から一年後に、僕は成人する。いくら幼稚な振る舞いをしても、フィセは僕を拒こばむかもしれない。

　誕生日を嬉しくないと思うようになったのは、十六歳になる少し前からだった。

　それまではとにかく早く成長したくて、焦あせっていたくらいだ。

　人間同士の場合は追いつくことができないが、年を取らないフィセが相手なら、いつか追いつけると思っていたのが愚おろかしい。

　見た目だけなら時に任せれば自然と追い抜ぬけるが、人として重要なのは中身だ。

　そのことを教えてくれたのは、外ならぬフィセだった。

　彼はオーレリアンに向かって、「学ばなければ人に騙だまされる愚か者になりますよ」と語り、日がな一日、本を読んだり翻ほん訳やくしたりしている。「本を読まなかった頃の私は人というものがわからず、薔薇ばらを咲かせること以外は何もできませんでした」と無力感を滲にじませていた。

　今の彼の仕事は、人間の書物を妖精文字に訳すことだ。

　仕事とは言え報ほう酬しゆうが得られるわけではないが、フィセ曰いわく、「仲間の役に立っている実感がないと、薔薇王として存在していることが申し訳なくなる」らしい。

「今日は翻訳？　いい本に出会えたの？」

　鉄格子の隙すき間まからフィセを見つめていたオーレリアンは、睨にらまれるのを覚かく悟ごで声をかけた。

　二人の間には暗あん黙もくのルールがあり、相手が何かに集中している時に邪じや魔ましてはならない。

　フィセは、オーレリアンがいてもいなくても読書に耽ふけるのが日課だった。

　一方でオーレリアンは教師から出された課題を黙もく々もくと熟こなし、そうしながらもフィセの動きを見み逃のがさない。休きゆう憩けいしようと席を立つのを見み越こして、「そろそろ休みたいな」と呟つぶやくと、お茶の時間が自然に始まるものだった。

「休憩には早いですよ。そこにある紅茶は、無む駄だ話をするための小道具ではありません。冷え切った体を温めて、勉強に集中するために淹いれたものです」

「それはわかってるよ。でも誕生日前夜の出来事とか、今すぐ話したいこともあって。今日は僕の誕生日なんだし、少しくらい付き合ってくれてもいいでしょう？」

「よくありません、子供ではないんですからあまり我が儘ままを言わないように」

「十七だし、昨日までは十六だった子供です。僕はまだまだ子供ですよ」

　唇くちびるを尖とがらせて臍へそを曲げて見せるオーレリアンに、フィセは顔を顰しかめる。

「子供は普ふ通つう、早く大人になりたいものでは？」と返してきた。

　思わずどきりとさせられる質問だ。まるで「貴方あなたの魂こん胆たんはお見通しです」と言っているかのようだが、フィセの真意はわからない。

　いい加減無理がありそうなこちらの演技を見み抜ぬいているのか、妖よう精せいだけに違い和わ感かんを覚えず、素す直なおに騙されてくれているのか──どちらなのかと考えると、答えは見えなくとも己おのれの願望は見えてくる。前者であればと、願わずにはいられなかった。

　もしも前者なら、こちらの魂胆をわかっていて付き合ってくれていることになる。

　つまりそういう意味での脈があるということ。今後二人の関係が変化して、恋こい仲なかに発展する可能性が高いということだ。

「少しだけですよ」と、フィセは応じてくれる。

　それでも距離は縮まらず、離はなれた机に着いたままだった。

　頑がん丈じような格子扉とびらを開いて、牢ろうの中に入れるものなら入りたい。

　しかしそれは決して許されない。唯ゆい一いつの鍵かぎは、父である国王が肌はだ身み離はなさず持っている。

「労力を使ってでも翻訳する価値がある本を、見つけたの？」

「ええ、昨日貴方がここにいた時分に、私が読んでいた本です。妖精達に注意喚かん起きをするのに適した内容だったので、貴方が帰ったあとから翻訳を始めた次し第だいです」

「注意喚起？　えっと、よくわからないや……どういう本なの？」

「欲よく深ぶかい詐さ欺ぎ師しの物語です。妖精を騙して、人の世界では価値のないものと、非常に価値ある妖精の宝を交こう換かんしようとする下げ劣れつな男について書かれています」

「あ、それなら僕も読んだよ。先週の始めに届けた本だよね？」

「そうです、貴方あなたも読んだのなら話が早いですね。ラストだけは気に入らなかったので、少々アレンジを加えるつもりです」

　フィセはそう言いながら、開いていた書物の後半部分を指でなぞる。

　さほど厚い本ではないが、今はまだ前半を訳しているためラストは遠い。

　これまで見てきた経験から察するに、この厚みだと十日くらいで終わるだろうか。

　フィセは読書に夢中になるとまるで相手をしてくれなくなるので、オーレリアンにとっては翻訳期間に入ってくれた方が好都合だった。

　ペンを持つ手が疲つかれるため、翻訳中は休憩を多く取るからだ。

「ラストは確か……男は妖精達の呪のろいで流行はやり病に罹かかり、死の間ま際ぎわに罪を悔くいて……苦痛から解放されるんだったね。とはいえ死んでしまうことに変わりはないから因果応報だし、『人間以外の生き物にも優やさしくして、誠実に生きなさい』っていう、著者のメッセージを感じられる終わり方だと思ったけれど」

「この本の読者が人間だと考えると、この終わり方でよいでしょう。でも私が妖精文字に書き換かえた冊子を読むのは、知能が高く勤勉な一部の妖精です。そして彼らが読み聞かせる相手は、名もなき多くの妖精達。彼らがこの物語の結末を知ったら、とても悲しむと思いますよ」

　え、そうなの？　なんで？　どうして──と訊ききかけたオーレリアンは、それが子供っぽい反応だと気づくなり口くち籠ごもる。

　目的のために幼よう稚ちな自分を演じるのは構わないが、意図せずそうなるのは嫌いやだった。

　すでに成熟しかけているオーレリアンには、男としてのプライドがある。

「えっと……妖精達が人を呪う悪として描えがかれているのが、よくないってこと？」

「はい。妖精は人を呪ったりしませんからね。正確には『呪いたいほど酷ひどいことをされても、反はん撃げきなどできない』と言った方が正しいかもしれません」

「反撃など、できない」

「そうです。逃にげるか消えるか、妖精に残された道は二つに一つ。ただし、王と呼ばれるほど強い力を持つ妖精は別ですが」

「──王……それは、笑えない冗じよう談だんだね」

「呪ってなどいませんよ、私は」

　意味深なことを言って笑うフィセは、どこか露ろ悪あく的に見えた。

　こういうフィセを見ていると、オーレリアンの胸は恋こい心ごころとは違う形で締しめつけられる。

「うん、わかってるよ。フィセは質のよいローズオイルが採れる白薔薇を毎日咲さかせてくれているし、本当の意味でこの国を支えているのはフィセだ。王の中の王だよね」

「ほんのわずかしか咲かせていません。相変わらず国土の多くは黒薔薇に侵しん蝕しよくされています」

「それも昔とは違って、香かおりはないけれど棘とげも少ない黒薔薇だよ」

　オーレリアンは、黒薔薇の棘を常々気にしているフィセに事実を告げる。

　九割方ではあるが、噓うそ偽いつわりのない本当の話だった。

　この十四年間、棘が凶きよう器き的に発達したことは殆ほとんどない。

　一度もなかったとは言えないのが残念なところだが、それは仕方のないことだ。

　妖精であれ人であれ、知能が高く感情豊かな生き物には揺ゆらぎがある。

　十年以上の間、一度も嫌な気分にならず、塞ふさぎ込まずにいられる者などいるはずがない。

　ましてやフィセは投とう獄ごくの身だ。

「薔薇の棘が、人の体を貫つらぬく心配がないだけましですね」

「うん。それに、黒い薔薇だって綺き麗れいだよ。フィセの薔薇は天鵞絨ビロードみたいな手て触ざわりで、思わず撫なでたくなるんだ。匂においがなかったら価値がないなんて決めつけるの、おかしいよね」

「そんなことを言うのは貴方だけですよ」

「優しい手触りなんだよ、本当に」

　これも事実だ。機き嫌げんを取ろうとしているわけではなく、心からそう思う。

　ただし、自分が口にする言葉がフィセの機嫌をよくしてくれることを願ってはいた。

　黒薔薇の棘を減らして安全性を上げるとか、白薔薇のローズオイルを増やして経済を潤うるおすといった目的ではなく、フィセに苦しんでほしくないからだ。

　昔、何かとてもつらいことがあって白薔薇を咲かせられなくなり、凶器のような棘を持った黒薔薇を国中に咲かせて民たみを困らせた時期があるフィセは、民以上に苦しんだに違ちがいない。

　今はもう、だいぶ癒いえたのかな？　そうだよね？　そうだとしたら、それは僕の影えい響きようだよね。自うぬ惚ぼれとかではなく、きちんと役に立っていると……そう考えてもいいんだよね──と視線で語りかけてみたが、フィセは何も言わなかった。

　口角を少し上げて、笑えみと取れないこともない微び妙みような顔をするのが精々だ。

　それでも視線が合っているだけよかった。

　距きよ離りがあろうと鉄格ごう子しに隔へだてられていようと、二人の間には確かに行き交かうものがある。

　一日のうち、起きている時間の三分の一くらいを一いつ緒しよに過ごすだけの関係で、触ふれ合うのは指と手の甲こうくらい。過去の痛みについても、恋こいや愛についても語り合うことはなく、深入りし過ぎないよう気をつけつつの難しい関係。

　最近ますます慎しん重ちようさが必要になり、適度な遠えん慮りよと演技で成り立っている。

　これまではそれでもよかったけれど、変える時が迫せまっていた。

　否いや、変えなければと決めたのは自分だ。

　あと一年という状じよう況きようは、はずみをつけるために丁度よかっただけで、その事実に急せかされたわけではない。フィセの心に踏ふみ込みたい想おもいが体の成長と共に膨ふくれ上がり、元より耐たえられなくなっていた。

「外に、出たいよね？　平気な顔をしていても、本当は出たくて仕方ないよね？」

「そんなこと、答えるまでもないでしょう」

「頼たのんではいるんだ、機嫌のいい時を狙ねらって。さっき、誕生日前夜の出来事の話をしたいって言ったのも、その件で……母上を介かいして何度も頼んだら今夜やっと会ってくれることになって。ここしばらくお見み舞まいに行くのも禁じられていたから、久しぶりだよ」

「そんなに会っていなかったのですか？」

「うん、父上は僕の顔を見るのも嫌みたい。母上はそんなこと僕に言わないけれど、他ほかの人の口から耳に入ってしまって……あ、でも驚おどろきはしなかったよ。疾とうにわかっていたことだし」

　ありのままを話していると気分が滅め入いったが、父親に嫌きらわれていること自体はさほど深刻な問題ではなかった。どんな男でも父親は父親なので、それなりの家族愛は持っている。

　しかしオーレリアンの中に、父親に対する尊敬の念はなかった。

　理由は複数あるが、最大の理由はフィセの幽ゆう閉へいだ。

　十七年に亘わたって投獄されている明確な理由を知らないオーレリアンは、フィセ解放のために執しつ拗ようなほど説得を試み、そのたびに「駄だ目めだ！　もし逃げられたらどう責任を取る気だ！」と怒ど鳴なり返され、酷い時には鞭むちで折せつ檻かんされた。当然納なつ得とくできず、様々な面で話の通じない父親をどうしたらいいものかと、幼少期から苦く慮りよしてきたのだ。

「オーレリアン、国王に何を言われても気にしてはいけませんよ。体の病で心まで病やむことは往々にしてあるそうです。歩くのも儘ならない今の国王にとって、貴方あなたは眩まぶし過ぎて……姿を見ているのもつらいのでしょう。問題は病にあり、貴方にはなんの越おち度どもありません」

「フィセ……」

　オーレリアンが気にしているのはフィセのことだったが、彼は父親に疎うとまれる息むす子この立場を思いやってくれていた。それは大した問題ではないのだと、本音を語れば強がりだと思われて、かえって心配させてしまうだろうか。

　フィセは素っ気なく見せていても優しい人だ。

　妖よう精せいだけれど、巷ちまたの妖精達とはまるで違う。

　彼の魂たましいは人と同じように傷つきやすく、だからこそ傷つくのを恐おそれているように見えた。

　そんなフィセが感情を寄せ、相手の立場に立って言葉を尽つくして宥なだめるのは大変なことで、そうしてもらえる自分は世界一の幸せ者だ。

　わずらわしい心の荒あら波なみに攫さらわれるかもしれないのに、勇気を出してくれている彼に、自分は何ができるだろう。

「フィセ、本当にありがとう。父上とは色々あったけれど、少しは気になっていたから、僕に越度はないと断言してもらえて気持ちが軽くなったよ」

「お役に立てたのならよかったです。書物で得た知識を口にしたまでですが」

　抑よく揚ようのない声で言ったフィセは、机に頰ほお杖づえをつく。

　感謝されて照れている部分も少しはあるのだろうが、人間の親子の関係に踏み込んだことを後こう悔かいしている様子だった。急に本ほん棚だなの方を向いてしまう。

　もちろん視線も断たたれ、心が行き交わなくなった。

　照れているだけならよいのにと、思わずにはいられない。

　後悔だけがその心を占しめているわけではなく、今、フィセの心を大きく揺るがしているのは別のものだ。それはつまり、オズワルド王の存在に外ならない。

　国王の話が出ると、フィセは大たい抵ていおかしくなった。

　平静な振ふりをして、まったく平静ではないのだ。

　彼と国王の間に何があったのかをオーレリアンは知らないが、噂うわさによると、ローズオイルによって得られる利益の多くを王族と貴族が吸い上げていたのが事の発ほつ端たんらしい。

　民もまた、フィセの力に頼たよってばかりで田畑を耕さず、家か畜ちくを育てることもなく、フィセの負担を増やし過ぎた。薔薇王として生を受けて間もなかったフィセは、疲つかれ果てて人間不信に陥おちいり、国を出ていこうとした。それを無理やり捕とらえて無む理り強じいした国王との関係が悪化し、それ以来フィセは、香りがなく、鋭するどい棘を持つ黒薔薇ばかり咲かせるようになった──それが、実まことしやかに語られている噂話だ。

　──僕が生まれてからここに通い始めるまでの三年間、国の状況は本当に酷かったと聞いているけれど、フィセが望んでそんなことをするわけがない。当時まだ若かった父上は今以上に貪どん欲よくで強ごう引いんで、フィセに無む茶ちやばかりさせて……限界を迎むかえたフィセは白薔薇を咲かせられなくなったんだ。つらくてもどうしようもなかったのに、捕とらえられて投獄されて。

　もうこちらを見てくれない愛いとしい人の髪かみが、音もなくさらりと流れる。

　机に届かない長さの黒くろ髪かみは、触れたら逃げるような触さわり心ごこ地ちに違いない。

　揺れて艶つやめくその髪に、オーレリアンは一度として触れたことがなかった。

　出会った頃ころは短かった彼の髪は、しかしとても艶やかで美しく、子供だったオーレリアンは「フィセのかみ、きれいね。だいすきだよ。なでなでしていい？」と訊きいたことがある。

　フィセは戸と惑まどいの末に、「それは恋こい人びと同士がする行こう為いです」と答えた。

　さらには、「いつか貴方あなたにそういう相手ができたら、訊いてみなさい」とも言っていたのを、一言一句漏もらさずに憶おぼえている。

　フィセにとっては拒きよ絶ぜつだったのだろうが、オーレリアンはその頃から、いつかフィセと恋人同士になるのだと思っていた。フィセの髪に、とにかく触れたかったからだ。

　それと同じくらいの強さで、他の誰だれにも触らせたくなかった。

　──僕が髪を褒ほめた日の翌朝、薔薇園の面積が拡ひろがったと皆みんなが騒さわいでいたのを憶えている。何よりその日からだんだん、フィセの髪は伸のびてきて、切ったり伸びたりを繰くり返しつつも、胸むな元もとより短くなることはなかった。

　もしも彼に、「僕に褒められて嬉うれしかったから白薔薇を咲さかせたの？　もっと褒められたくなって髪を伸ばしたの？」などと訊いたら、襟えり足あしが見えるほど短く切ってしまうだろう。

　照れならばいいけれど、おそらくそんなものでは済まない。

　屈くつ辱じよくを感じて、とても傷ついて、ばっさりと切って二度と伸ばしてくれないような危あやうさが彼にはあった。

「フィセのこと、父上に会って本気で頼んでみるよ」

「私をここから解放しろ、と？」

「うん、もちろんこれまでも本気で頼んできたけれど……でも、『黙だまれ』とか『出ていけ』と言われると退ひくしかないことも多かったんだ。相手は父である前に国王だし、特にここ最近は臥ふせっていたから、余計に食い下がれなかった」

「容態は、あまりよくないのですか？」

「どうなんだろう、長くないと言う医師もいれば、大だい丈じよう夫ぶだと言う医師もいるよ」

　医師の発言が区まち々まちなのは事実だが、後半には少し噓うそがあった。

　オーレリアンに対して「大丈夫」と言う医師は一人もいない。

　それは患わずらっている本人に向けられるものであり、身内が耳にするのは現実に即そくした言葉だ。

「人の病や命のことはよくわかりませんが、大変ですね」

「うん、そうだね」

　現国王の時代が続くことの方が遥はるかに大変で、僕の時代が来れば民たみは安心、幸せだ──と、明言できるほどの自信はなく、そもそも根こん拠きよのない過信は危険思想でしかないことを、オーレリアンはわかっていた。

　しかし一つの事実として、現国王の死はトワイダルにとって大きな損失ではない。

　この時代があとどれだけ続くのか、「殿でん下かが成人するまで持たないかもしれません」と言う医師もいれば、「おそらくあと五年が精々かと」と言う者、その中間くらいの余命を予測する者もいる。

　いずれにしても後こう継けい者しやは決まっていて、直系の子はオーレリアン一人だけだった。

　当然、オーレリアンは国王になることを望んでいる。

　欲しいのは絶対的な権力だ。それがなければフィセを外に出すことはできない。

　もちろんフィセもわかっているだろう。仔こ猫ねこが少し成長した姿をしている妖よう獣じゆうのラウニスも、「オーレリアン様の御み代よになれば、こんな窮きゆう屈くつな生活をしなくても済むのに」とぼやいていたことがあった。

　長い幽閉生活はつらく、本当はすぐにでも自由になりたいのがフィセの本音だ。

　確実に解き放ってくれる新たな王の誕生まで、あと少し……あと少し待てば自由になれる。

　それまでの我が慢まんだと思えばこそ、この現状に辛しん抱ぼう強づよく耐たえているのかもしれない。

「それで、話を詰つめたくて……フィセを解放して、どこで暮らしてもらうのかとか、そういうことをきちんと決めておきたいんだ。父上から畳たたみかけるようにあれこれ訊かれた時に、僕が即そく答とうできなかったら駄目だろう？　曖あい昧まいなことばかり言っていたら相手にされない」

　こういった話をする時に、子供っぽく振ふる舞まうのはどうにも難しかった。

　フィセを解放したところで、彼に「大人の男になった貴方は苦手です」と突つっ撥ぱねられたら意味がない。少なくともあと一年の間に、「大人の男になっても貴方だけは特別」と言われて受け入れてもらえるくらいまで距きよ離りを縮めなければ、悲しい未来が待っている。

「ここから出たい気持ちはありますが、貴方がそんなに頑がん張ばる必要はないと思います。病びよう床しようの親と仲たがいして、あとあと悔くやんで恨うらみ言を言われるのは御ご免めんです」

　言葉の途と中ちゆうから、フィセはこちらに向き直ってくれた。

　距離があっても目と目で伝わるものがある。

　作り込まれた無表情の中に、不安が見えた。

　あと何年生きられるかわからず、思いのほか早く天に召めされるかもしれない父親と揉もめて、傷ついてほしくない──と、そう思っている顔だ。一日も早く自由になりたい気持ちを抑おさえ、親の死後に苦しむことを酷ひどく心配してくれている。

「フィセ、僕は悔やんだりしないよ」

　大人しく座っていられなくなったオーレリアンは、鉄格ごう子しの前に立つ。

　いつもやり取りする扉とびら部分の格子ではなく、もっと離はなれた、誰も使わない端はしまで行った。

「オーレリアン？」

　おもむろに両手を伸ばすと、フィセの表情がたちまち変わる。

　鉄格子は開閉部こそ滑なめらかに整えられているが、それ以外は錆さびだらけだ。

　二百年以上前、トワイダルが裕ゆう福ふくではなかった頃に作られた粗そ悪あくな物で、黒と茶と赤と青と、白と灰が点々としている。錆と黴かびと埃ほこりから成り、総取り換かえするしかない状態だった。

「やめなさい、触ふれてはいけません」

　血相を変えてというのは言い過ぎだが、慌あわてたフィセがすぐ傍そばまでやって来る。

　初めてここで会った時のことを、オーレリアンは驚おどろくほどはっきりと憶えていた。

　錆が付着した手を洗ってくるようにと言われて、その通りにしたことも、握あく手しゆをしてくれたことも、その翌日には白薔薇を咲かせてくれたことも、すべて記き憶おくと心に止とどめている。

　当時は錆の怖こわさなどわからなかったが、理解している今は、フィセの優やさしさまで読み取っていた。あの頃からすでに好きだったと言っても、きっと信じてもらえないだろうし、「それは恋れん愛あい感情ではありません」と一いつ蹴しゆうされるだろう。

　けれども自分の心は自分が一番わかっている。

　恋こいに落ちたというよりは、運命を感じた。フィセにとって特別な存在になりたかった。

「髪に触らせてなんて、言わないから……お願い、少しだけ手を握にぎらせて」

　そうしてくれないなら鉄格子を握るよと、脅おどしたわけではないけれど、それくらいの欲よく望ぼうを抱いだいているのが伝わったのだろうか。フィセはしぶしぶと応じてくれた。

　それもただの握手ではない。鉄格子の向こうに差し入れた右手を、両手で包み込む形だ。

　体温がないはずなのに、フィセの手からは温ぬくもりを感じた。

　温もりというものは肌はだだけで感じるものではなく、心でも感じられるのかもしれない。

　幼い頃に戻もどったかのようで、昔の自分の想おもいが蘇よみがえってくる。

　心しん底ていから溢あふれ返るのは、フィセと一いつ緒しよにいたくてたまらなかった子供心だ。

　塔とうを去れば何不自由なく暮らせて、大好きな母親と過ごしたり、同じ年頃ごろの貴族の子供達と遊んだりすることもできたけれど、いつだって「早く明日あしたの朝にならないかな」と、夜明けを待ち焦こがれていた。何も話さなくても、触れられなくても、ただフィセの傍にいたかった。

「オーレリアン、私は貴方あなたを弟のように思っているところがあります」

「──僕のことを、弟のように？」

「はい。貴方が生まれた時の私は、未熟な妖よう精せいでしたから。それに貴方は光り輝かがやいていて……なんだか人間のように思えなくて、私を癒いやしてくれる大切な存在でした。ですからこうして握手をするのも嫌いやではないし、幸せになってほしいと願っています。でもそれだけです。私と貴方は生きる世界が違ちがうということを忘れないでください。ここから出したいと思ってくれる気持ちはありがたいけれど、実行に移すのは貴方が国王になった時で十分です」

「フィセ、それはつまり、『私のために、いつ死ぬかわからない父親と揉めてくれるな』って、そう言いたいの？」

「いえ、違います、そういうわけでは……」

「何も違わないでしょう？　そういうわけでしょう？」

　弟のようにと言われて、痛手を負う自分がいた。

　実の父親の言動で負わされる痛手よりも、貴方あなたの一言の方が余よ程ほど深く突つき刺ささるよ──と、面と向かって言いたいくらいだ。

「フィセ、ここから出たらどこで暮らしたい？　聖域にある、薔薇王の小宮きゆう殿でん？」

「オーレリアン……私の話を聞いていましたか？」

「正直に答えて。解放されたらどうしたいのか、フィセ自身の気持ちを確かく認にんしておかないと、ただでさえ難しい説得がますます難しくなるんだ。薔薇王の小宮殿で暮らしたがっているって、父上にそう訴うつたえてもいい？」

「やめてください！」

　包み込まれていた手を急に振り払はらわれ、錆さびついた鉄格子を指と甲こうが掠かすめる。

　幸い怪け我がはなかったが、たまたま運がよかっただけで、危ないところだった。

　普ふ段だんは気き遣づかってくれるフィセは、オーレリアンの手がどこにどう弾はじかれて、怪我を負ったか否いなかも考えられない様子で踵きびすを返す。

　歩くというより倒たおれ込むようにふらつき、そのまま奥のベッドに向かっていった。

「フィセ……ッ、大丈夫？」

「私は、小宮殿には……あの薔薇の園そのには、決して戻りません。オーレリアン……今日はもう帰ってください。何も訊きかずに今すぐ私を独りにしてください……っ、お願いです」

「……ッ、フィセ」

　ベッドに座り込んで俯うつむくフィセに、寄り添そいたくても寄り添えない。

　錆びた鉄格子は、恐きよう怖ふの象しよう徴ちようとして語り継つがれるフィセの黒薔薇のようだった。

　強固で刺とげ々とげしく、一歩たりとも進めない。「独りにして」という言葉がどこまで本気なのかわからないけれど、仮にフィセが反対のことを望んでいたとしても何もできなかった。

　隣となりに座り、背中を摩さすったり肩かたを抱いたりしたいのに……それができるくらい大おお柄がらな男に育ち、華きや奢しやな彼を包み込める肉体を得たのに、これでは役立たずのままだ。

「フィセ、今は……言われた通りにするよ。ここから去って、今夜、父上をどう説得するかを考える。これまで以上に頭を捻ひねって言葉を選び、フィセをここから出してみせる」

　腹を決めて宣言すると、フィセは俯いていた顔を少し上げた。

　ランプの光から離れてしまったので、表情はあまりよく見えない。

　窓の外は明るくなっていたが、ここは北の塔の尖せん塔とうだ。常に薄うす暗ぐらく寒々しい。

　フィセの唇くちびるが、長い黒くろ髪かみに隠かくれつつ開いた。「どうして？」と聞こえた気がする。

　しばらく間を置いても続く言葉は聞こえてこなかったが、オーレリアンは「どうして？」と鸚おう鵡む返がえしにした。

「どうしても何も、決まっているよ。僕はフィセをここから出したいんだ」

「貴方が王になるのは決まり切った話です。諍いさかいを起こさずとも権力を得られます」

「そうかもしれないけれど、それは僕の流りゆう儀ぎに反するから」

「──え？」

　即そく座ざに答えたオーレリアンに、フィセは目を大きく見開く。

　驚く要素がどこにあるのか、オーレリアンにはよくわからなかった。至し極ごく当たり前のことを口にしたまでだ。必要とあらば補足するが、自分にとっては常識でしかない。

「父が天に召される時が来たら、おそらくすべて解決するからといって……そして、その時が近い可能性が高いからといって、黙だまって待つなんて僕は嫌だ。そんなのは不誠実だ」

「……不誠実？」

「うん、僕はフィセに対して誠実でありたい。大切な人の今の苦しみを黙って見ているのは、一国の王子としても、男としても、人としても、あってはならないと思う。だから僕は、時を待たずに何度でも挑ちよう戦せんする」

　今夜は特に想いを籠こめて、ようやく得た機会に食くらいつきたい。

　父親が病に臥ふせるまでは、顔を合わせるたびにしつこく迫せまることもできたけれど、今は実の息むす子こでありながらも国王に近づけない。

　この機会を逃のがせば、また一からやり直しだ。

「フィセ、もう少しここにいてもいい？」

　問いかけると、フィセの肩が少し揺ゆれた。「いいですよ」と言われたい。

　或あるいは「構いません」でも「好きになさい」でも、「御ご勝手に」でも、なんでもいい。

　沈ちん黙もくのまま頷うなずいてもらえるだけでも震ふるえるほど嬉うれしいのに、答えは「いいえ」だった。

　もし解放されたらどこでどのように暮らしたいのか、具体的な希望を聞いて説得に挑いどみたいオーレリアンの願望を余よ所そに、フィセは「独りにしてください」と続ける。

　いつもの彼とは違っていた。

　息をするのも苦しそうで、もう何も言えない。

　来て間もないうちに去りたくはないけれど、居座ることが苦しみに繫つながるなら、すぐにでも階段を駆かけ下りるべきだと思った。
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　北の塔の長い螺ら旋せん階段を下り切ると、外回かい廊ろうの窓に黒くろ猫ねこが寝ねそべっていた。

　硝子ガラスのない窓から射さし込む朝あさ陽ひを受けて、その体は如何いかにも温かそうに見える。

　フィセと同じく彼に体温はないのだが、国中で一番と言っても大おお袈げ裟さではないくらいの日向ひなたぼっこ上手なので、日中は大たい抵ていぬくぬくとしていた。

　オーレリアンはフィセの黒髪の手て触ざわりを知らないが、この猫の被ひ毛もうの柔やわらかさはよく知っている。フィセが膝ひざに乗せながら撫なでているのを見て、猫になりたいと思ったこともあった。

「ラウニス、おはよう。そこは暖かそうだね」

　時には普ふ通つうの猫と追いかけっこをして遊んだり、人ひと懐なつこくニャアと鳴いたりする彼の正体を知る人間は少ない。彼曰いわく、「殿でん下かだけ」とのことだった。

「ラウニス……少し撫でてもいい？」

　手を伸のばしつつ声をかけると、彼は眠ねむそうな顔で首を伸ばす。

　フアーッとあくびをして、奥歯も喉のども、白い刻みの入った猫らしい舌も全部見せてくれた。

　そして口を閉じると、きょろりと周囲を見回す。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを光らせ、長い尾おを上げるなりゆっくりと撓しならせた。耳や鼻をぴくぴくさせながら気配を窺うかがう。

　仔こ猫ねこに近い姿だが、なかなかに用心深い。ここまでは普通の猫と変わらなかった。

「構いませんが、こんな時間にどうなさったんですか？　今日は何か御ご用ようでも？」

「あ、うん。父上と久しぶりに会う予定があって、それで早めに切り上げたんだ」

「それにしても早過ぎませんか、まだ朝ですよ。フィセ様が淋さびしがります」と、可愛かわいい子供の声で大人びた話し方をするラウニスは、こちらが何か言うより先に背中を向けた。

「撫でないんですか？　殿下ならいつでも歓かん迎げいですよ」

　半ば要求でもある言葉に従い、オーレリアンはラウニスの被毛を撫でる。

　背中は艶つや々つやとしていてさほどふんわりとはしていないが、指を腹の方に滑すべらせると初うい々ういしい和にこ毛げの感かん触しよくを堪たん能のうできた。たっぷりとした毛の向こうには柔らかな皮と肉があり、人の体では味わえない手触りが愛いとおしい。

　朝陽に当たっていたせいでほどよく温ぬくもっていて、この妖よう獣じゆうを常に傍そばに置くフィセの想おもいに同調した。触ふれて心ここ地ち好よいもの、柔らかいもの、温かいもの、そういうものが必要なのは人も妖よう精せいも同じなのかもしれない。

　フィセの気持ちを理解しているつもりでも、自分は王子として恵めぐまれた環かん境きようにあって、ある程度自由に暮らせる身だ。一年中寒い北の尖塔から出られないフィセの孤こ独どくや淋しさを本当の意味で知ることはできない。ラウニスに対する想いも、真に理解し切れてはいないだろう。

「──フィセは、僕がいないと淋しいのかな？」

「そんなこと考えるまでもありません、当然ですよ。フィセ様の前では言えませんが、殿下が毎日通ってくださるから香かおり高い白薔薇ばらが咲さくんです。まあ、今のフィセ様なら一日や二日はなんとかできると思いますが、三日目からは無理ですね。また棘とげだらけの黒薔薇が咲きます」

「それ、本気で言っている？」

「もちろん本気ですよ」

　撫でる指先に思わず力が入りそうで、オーレリアンは肘ひじごと引く。

　ラウニスに痛みを与あたえてはいけないと思い、触れるか触れないかの軽さで背中の毛の表面をそうっと撫でた。

「ごめん、今日……早く帰るのには事情があるんだ。今夜久しぶりに父上に会って、フィセの解放を願い出ようと思っていてね……これまで以上に真しん剣けんに。それでフィセに解放後の希望を訊きこうとしたんだけれど、つらい思いをさせてしまったみたいで。あ、そうだ、今からすぐにフィセのところに行ってくれないかな？　独りになりたいと言ってはいたけれど、ラウニスが相手なら別だと思うんだ。むしろラウニスを抱だき締しめていないと、つらいかもしれない」

　今、手の中にある優やさしさを……この柔らかさと温ぬくもりをフィセに──そう思いながらさらに一撫でしたオーレリアンは、琥こ珀はくの瞳で射い貫ぬかれる。

　ラウニスは猫らしく瞳どう孔こうを開いて、何か言いたげな顔をした。

　反応自体は普通の猫と同じだが、その瞳には人間染じみた感情が潜ひそんでいる。

「ラウニス、僕に何か言いたいことでも？」

　あるだろうなと、オーレリアンは確信を持って問いかけた。

　思うところがあるのに立場を弁わきまえて心底に留とどめているような、従者にありがちな目に見えて仕方がなかったからだ。

　こういう目をされた時は、「気にせずなんでも話してくれ」と促うながすしかない。

　ラウニスの主あるじはフィセであって自分ではないが、心を開いてくれる可能性はあると思った。

「これまでにも何度か、昔のことを訊いたけれど答えてくれなかったね」

　オーレリアンの言葉に彼は「ニャア」と鳴き、気持ちよさそうに身をよじる。

　どうやら誤ご魔ま化かす気のようだった。いつもだいたい同じ流れだ。

　先代の薔薇王が引退を決めたと同時に誕生し、最初から薔薇王として類たぐ稀いまれな力を持っていたフィセが、わずか一年ほどで白薔薇を咲かせられなくなったのは何な故ぜなのか──国王が頑かたくなにフィセを解放しない理由も明らかにはなっておらず、噂うわさ通り、フィセが国王や民たみの意識を問題視していただけなら、二人の関係がこれほど長く拗こじれることはない気がした。

　そのためフィセに訊けない話をラウニスに訊いてきたわけだが、彼から答えは得られない。

　普ふ段だんは今のような表情も見せずに、淡たん々たんと「僕は何も知りません」と答えたり、「その頃ころはまだフィセ様に仕え始めたばかりで、何があったのか僕にもわからないんです」などと、困り顔で答えたり、質問を多少変えてもそのどちらかで躱かわされた。

「本当は、何か知っているんだね？　フィセが大人の男が苦手だって件についても、僕は君に訊いたよね？　父上と何か関係があるのかって」

「いえ、なんというか……その、僕はただ、頑がん張ばってほしいなと、そう思っているだけです。塔とうに閉じ込められて、あんな真っ黒な服を着ているフィセ様を見ているのが忍しのびなくて」

「──立場上、僕に何も話せないけれど、応おう援えんはしてくれるってこと？」

「もちろん応援していますよ。殿下以外に他ほかの誰だれがフィセ様の心を癒いやせるんですか？　僕はこうして日ひ溜だまりで体を温めて、その熱でフィセ様の手を少しだけ温めることができますが、僕自身が発熱しているわけではないんです。だからほんの一時的な、仮かり初そめの温もりしか与えることができません」

　そう言いながらも十分に温まっているラウニスの体を撫でながら、オーレリアンはフィセと自分の差について考える。ラウニスの熱が一向に冷めないのは、今も陽ひに当たり続けていて、触れているのが人間の自分だからだ。

　彼が日溜まりの熱を北の塔の尖せん塔とうまで持ち帰った頃には、大方冷めていて……しかも触れるフィセが冷えていたら、こんなふうにはならないだろう。どこにいても己おのれの身一つでフィセを温めることができて、大きな体で包み込んで安心させられるのは、外ならぬ自分だ。

　この十四年間、カップの受け渡わたし程度の接せつ触しよくしかなくてもフィセを癒やしてきたのだから、それだけは信じて誇ほこりを持っていい。

「フィセ様が心配だから、僕はもう行きますね。健けん闘とうを祈いのります」

　時に液体の如ごとくするりと逃にげるラウニスは、音も立てずに窓から下りた。

　小こ柄がらなわりには長い尾を揺ゆらして、フィセの許もとへと急ぐ。

　なんだかいつもより、ラウニスが頼たのもしく見えた。

　今は彼にフィセを任せ、自分はやるべきことをやろうと思う。

　黙だまって国王の死を待つのは性しように合わない。結局言い負かされるのも嫌いやだ。

　今夜こそ必ず結果を出したい。幼よう稚ちな子供の振ふりをやめて大人の男としてフィセの前に立ち、「好きです」と告げるには、有言実行するしかないと思った。







　王おう妃ひである母親と二人で夕食を摂とったオーレリアンは、数々の注意を受けてから国王の間に向かう。王妃はオーレリアンと同じく薔薇王の解放を願っているが、やはり何よりも心配しているのは家族の幸せと国の平和だ。国王と王子の衝しよう突とつを避さけたがるのは当然だった。

　そのため、「解放を願い出るのは構わないけれど、決して声を荒あららげず、陛下を怒おこらせたり興奮させたりもしないで」と忠告してきた。さらには、「薔薇王様の待たい遇ぐうは貴方あなたが王になったあとにいくらでも改善できます。いつどうなるかわからない病びよう床しようの父親と争うのは愚ぐの骨こつ頂ちようよ。私わたくしは貴方に後こう悔かいしてほしくないの」と、フィセと同じようなことも言っていた。

　──愚おろかだとしても、僕には僕の生き方がある。

　オーレリアンは主しゆ廊ろうを進み、普段は近づくことのできない薔薇の扉とびらに向かう。

　薔薇王と良好な関係を結ぶ前から、トワイダルに於おいて薔薇は王族を示す花であり、中でも金こん色じきの薔薇の意い匠しようは、国王と王位継けい承しよう者しやのみが使える高貴なものとされていた。

　国王の間と称しようされる十室もの居室は、幾いく百の薔薇が彫ほられた黄金の扉の向こうにある。

　扉も見事だが、そこに至る廊ろう下かも贅ぜいの限りを尽つくしていた。

　初めてここを訪おとずれた者達が、「まるで黄金の洞どう窟くつのようだ」と驚おどろくほどに、壁かべにも天てん井じようにも金きん箔ぱくを張り、それが映はえるよう床ゆかは黒曜石で統一している。そのうえ緋ひ絨じゆう毯たんではなくシルクを金色に染めた絨じゆう毯たんを敷しき、金と黒以外の色は排はい除じよして国王の権けん威いを示していた。

　もちろん床やシャンデリアは磨みがき抜ぬかれ、彫ちよう刻こくや額がく縁ぶちの埃ほこりも徹てつ底ていして掃はらわれている。

　裕ゆう福ふくな国ではなくなった今でも、国王の周辺は常に煌びやかに整えられていた。

　何しろ現国王オズワルドは横暴な浪ろう費ひ家で、歳を重ねれば重ねるほど偏へん屈くつで容よう赦しやがなくなり、粗そ相そうをした者には厳しい罰ばつを与えるからだ。

　綺き麗れいではあっても美しくはない、虚きよ栄えいに満ちた廊下が延々と続いていた。

　──薔薇の香りが漏もれてくる。未いまだにこんなに精油を使っているなんて。

　蠟ろう燭そくの灯あかりで輝かがやくシャンデリアの下を進むと、眩まばゆいばかりの黄金の扉が視界を占しめる。

　その前に立つ衛兵が四人、物々しい鎧よろい姿で頭を下げた。

「父上と約束があるんだ。今夜は通してくれる？」

　声をかけたオーレリアンに、彼らはさらに一礼する。

　身分が違ちがうため返事をすることはなく、重じゆう厚こうな扉の施せ錠じようを二人掛がかりで解いていた。

　王妃や王子の身の回りの世話をする女官などは気さくな者も多いのだが、国王に仕える者は誰しも緊きん張ちよう感かんを持っている。兵士も女官も例外なく、硬かたい表情で職務を果たしていた。

　蝶ちよう番つがいが軋きしみ、人の体の半分ほどの厚みがある扉が開かれる。

　たちまち空気が変わった。比ひ喩ゆではなく本当に、ここから先は空気が違う。

　国王の居室が並ぶ廊下には白薔薇ばらの香かおりが満ちていて、夜明けの薔薇園の中心に佇たたずんでいる気分になった。

　毎日どれだけの精油が使われているのか、想像すると背筋が寒くなる。

　贅ぜい沢たくだなと、ここに来るたびに思い、呆あきれ果てた。

　この先の十部屋すべてが国王の居室だが、病に臥ふせっている今、使われているのは三部屋が精々だ。そのため王妃もオーレリアンも大臣らも「精油の利用は最小限に」と進言しているが、国王は自身が立ち寄る可能性のある場所すべてを薔薇の香りで満たして、この国が最も潤うるおっていた頃を再現しなければ気が済まないらしい。

「父上、貴方の息むす子こです。今夜はこちらにいらっしゃいますか？」

　主に利用されている主しゆ寝しん室しつの扉をノックしながら、オーレリアンは衛兵の顔を見る。

　国王が返事をするより先に、衛兵が沈ちん黙もくのまま一礼した。

　ここで間ま違ちがいないと確信すると、室内から「入れ」と声が聞こえてくる。

　オーレリアンは自らの手で扉を開け、むせ返るような薔薇の香りに眉まゆを顰ひそめた。

「父上、失礼します。今夜は面会をお許しいただきありがとうございます」

　薄うす暗ぐらい寝室の入り口で、オーレリアンは天てん蓋がい付きのベッドに向かって声をかける。

　そこに国王が横たわっていると思い込んでいたため、「雪が降っていないわりに冷えますね、お体に障さわりませんか？」と訊きながら暖だん炉ろに目を向けた。もちろん火をくべてあったが、彼が望むなら薪まきを足して、部屋を暖める手伝いをしようと思っての行動だった。

　ところが暖炉の前に椅い子すがあり、そこに国王が座っている。

「父上……っ、起きて待っていてくださったのですか？」

　最近は日中の執しつ務むの大半をベッドで行っていると聞いていただけに驚いたオーレリアンは、国王の服装や髪かみ形がたにも驚かされた。

　暖炉の光を背負っているためわかりにくいが、国王の長い髪かみは整えてあり、健勝だった頃と同様にリボンで纏まとめられていた。

　服装も寝しん衣いではなく、レースがふんだんに使われたシルクのシャツとクラヴァット、過か剰じように大おお振ぶりの金のカフスが付いた膝ひざ丈たけの上着。中には極きわめて華か美びなヴェストを着込んでいる。

「父上、今日は謁えつ見けんの申し出を受けられたのですか？」

　そんな話は聞いていないが、そうとしか思えずに質問すると、「まともな恰かつ好こうをしていたらおかしいのか？　寝衣を着て乱れた髪をして、ベッドに横たわってお前の手を握にぎり、『あとは任せた』とでも言えば満足か？」と問い返された。

　機き嫌げんを損そこねてはいけないのに、最初から失敗だ。

　しかし端はなから心折れていてはフィセに合わせる顔がない。

　十七歳の誕生日である今日、必ず事を進める覚かく悟ごでここに来たのだ。

「おかしいことなど何もありません。とてもお似合いですし、お元気そうで安心しました」

「お前は今日で十七になったと、王妃がしつこく言っていた。昔は素す直なおで可愛かわいかった子供も、十七にもなると平然と親を欺あざむくのだから恐おそろしい」

「父上？」

「腹の中では私の死を願い、一日も早く玉座に就つきたいと思っているのだろう。さすれば私に頭を下げるまでもなく、薔薇王を自由にできると、そう思っているのだ。大方、牢ろうから出した途と端たんにあれに手を出す気だろう」

　予想もしていなかった言葉に、オーレリアンは息を吞のむ。

　気づけば拳こぶしを握っていて、肘ひじから下が小刻みに震ふるえていた。

　男同士の交わりは宗教上許されないが、それは人と人の交わりに限った話であり、わざわざ『花と交わってはならぬ』と制限されないように、妖よう精せいとの交わりは教義の外にある。

　しかしながらそれは詭き弁べんに過ぎないことくらい、オーレリアンはわかっていた。

　実の父親から禁きん忌きの恋こいを見み抜ぬかれることは想定外で、動どう揺ようを禁じ得ない。

「私が気づいていないとでも思っていたのか？」

　オーレリアンと比べると鼻筋が太く厳いかつい顔をした国王は、暖炉の炎ほのおを背負って凄すごむ。

　一人掛がけのカウチに深めに座ってふんぞり返っていたが、その実、容易には立ち上がれない様子だった。身なりを整えていても顔色が悪く、衣服の上からでもわかるほど筋肉が落ちて、以前よりも小さく細く見える。頰ほおもこけて影かげを落とし、しばらく会わないうちに急激に衰おとろえて見えた。おそらくあまり長くはないと、医者でなくとも感じられる。

「本心が顔に出ているぞ、オーレリアン。腹の底にある欲よくを見抜かれて狼狽うろたえているのが手に取るようにわかる。性に目覚め立ての青あお臭くさい子供には、薔薇王の色いろ香かは毒だろう。あれは男をくわえ込んで変へん貌ぼうする闇やみの妖精だからな」

「──父上っ」

「あれも昔は初うい々ういしい美び童どうだったが、私が一から仕込んであそこまでになったのだ。正に蕾つぼみを開花させたと言っていい。さながら雛ひな菊ぎくの精のようだった未熟なフィセを、本当の意味で薔薇王に育て上げたのは外ならぬ私だ。故ゆえに、お前があれに惹ひかれるのもわからなくはない」

「父上、待って、待ってください……今、なんと……」

　聞き返すまでもなく、言葉はすべて耳に入り、頭も働いていた。

　部屋はとても静かで、国王の言葉を遮さえぎるものは何もない。大きな暖炉の中で割れては崩くずれる薪の音も、聞きたくない言葉を燃え尽くすほどの力はなかった。

「生あい憎にくあれは私の物だと、そう言っているのだ。お前も男ならわかるだろう。いや、違うな。お前が理解するべきなのは女心というものだ。あれは女ではないが、抱だかれる側という点では同じこと。女という生き物は初めての男を忘れられないものだ。お前が如何いかに若く美しくとも、薔薇王の中に残る私の痕こん跡せきを消すことはできない。私の死後、お前が私の持つありとあらゆる権利を奪うばい取ろうと、薔薇王は永遠にお前の物にはならない。あれは私の物だ」

　死の影を落とす顔をしながらも、国王は以前と変わらぬ口調で弁べん舌ぜつを揮ふるう。

　それはまるで呪じゆ詛そのようにオーレリアンの身に襲おそいかかり、蔓つる薔薇ばらの如ごとく絡からみついた。

　ぎちぎちと締しめ上げられる心臓に棘とげが食い込まんばかりだったが、幸いにして、実の父親に呪のろわれたという実感は薄うすい。目の前にいる男は、独どく占せん欲よくと妬と心しんを漲みなぎらせた一人の男であって、父親だという認にん識しきが急速に薄れていたからだ。

　──僕は……物心ついた頃ころから、本当は……感じていたのかもしれない。この人のフィセに対する態度や、フィセが全身から発している拒きよ絶ぜつの意味を、薄うす々うすわかっていた。でも考えたくなかったから突つき詰つめなかった。その可能性を意図的に除外してきたんだ。

　国王が語るフィセの過去に、衝しよう撃げきを受けないわけはない。

　それでも自力で真っ直すぐ立ち続け、国王を見下ろしている自分がいた。

　──この人は、僕がフィセよりもこの人の言葉を信じると思っているんだろうか？

　国王が語ったことは、知りたいようで知りたくなくて、聞きたいようで聞きたくない、心に引っかかる話ではある。すでに終わっていながらも、現在のフィセの身み柄がらや心情に影えい響きようを与あたえ、トワイダルの国勢にも係かかわる問題だ。

　フィセに恋をして、フィセを幸せにしたい自分にとっても重要なのかもしれないが、過去にどのような事実があろうとも、現在のフィセのことは自分が一番よく知っている。

　誰だれに何を言われようと、決して揺ゆるがぬ想おもいが燦さん然ぜんと輝いていた。

　──僕の気持ちは少しも変わらないけれど、それにしてもこの人には呆れてしまう。一国の王として、子を持つ親として生きてきた身でありながら、死の足音が迫せまる中でこんなことしか言えないのは情けない。「彼を大事にしてやってくれ」と言い残すわけでもなく、「お前は子を儲もうけるべき立場なのだから、その恋は諦あきらめなければいけない」と諭さとすでもなく、自分の未練や欲だけを押しつけて……。

　黙だまって立っているオーレリアンが衝撃で言葉を失っていると思ったのか、国王は勝ち誇ほこった顔で睨にらみ上げてくる。

　そんな顔を見ていると、さすがにこれ以上黙ってはいられなかった。

「父上、生意気なのは承知の上で言わせていただきます。どのような感情であれ自分の存在が相手の心に残ればいいと思っているなら、それは愚ぐの骨こつ頂ちようです」

「──っ、愚の骨頂？」

「はい。自分を刻みつけたい相手を徹てつ底てい的に苦しめれば、確かに心に残るでしょう。癒いえない深い傷きず痕あともつけられるでしょう。その人にとって生しよう涯がい忘れられない存在になれます。ただし、それはとても簡単なことで、誇れるような行こう為いではありません。自分がされたら悲しい、酷ひどい行いだから、真っ当な心を持つ人間はやらないだけで、本当は誰にでもできることなんです。貴方あなたがしているのは、『国にとって大切な薔薇ばら王の心身を深く傷つけ、嫌きらわれて、それでいて身勝手に執しゆう着ちやくして幽ゆう閉へいしている』という、国こく賊ぞくとしての罪の告白でしかないんです」

　国賊と口にした瞬しゆん間かん、腹の底から自分の言葉に納なつ得とくした。

　国王として敬えない人だと判断したのはいつだったか、もう何年もそう思ってきたが、甘い考えだったとようやく気づく。

「お前は……っ、この私を、国賊だと……そう言ったのか？」

「はい、そう言いました。フィセと貴方の間にどのようなやり取りがあったのか詳くわしいことはわかりませんが、フィセが白薔薇を咲さかせられなくなったのも、棘だらけの黒薔薇を咲かせて国益を損ねたのも、本人が望んでいなかったことは明らかです。民たみを困こん窮きゆうさせる状じよう況きように、彼は苦く悩のうし……白薔薇をそれなりに咲かせている今でも不安を抱かかえています。国を支える薔薇王に手を出して、経けい緯いはどうあれ最終的にあのような心境に追いやり、宥なだめることもできなかった貴方は、無能な王どころか国賊同然ではありませんか？」

　怒おこらせるのは得策ではないと、わかっていても止められなかった。

　自身の中に芽生えた感情を露あらわにするのは、拙つたないと思っている。

　それでも言わずにいられない。フィセの代わりに言ってやると思ってしまうのは、あまりに傲ごう慢まんだろうか。きっと、ここにフィセがいたら𠮟しかられるだろう。何も知らないくせに、勝手に決めつけるなと思われるかもしれない。

　──フィセが何を言ったとしても、僕はフィセの言葉が必ずしも正直なものではないことを知っているから、自分の目で見てきたフィセを信じる。時に偽ぎ悪あく的な言動を取る彼が、本当は清く優しい妖精であることを、僕は知っている。だから何も変わらない。

　フィセを解放してください、貴方が管理している牢の鍵かぎを、今すぐ渡わたしてください──そう要求しようとしたオーレリアンの目の前で、国王が低く呻うめく。

　何か言葉を発したようだったが、聞き取れる声ではなかった。

　椅い子すの肘ひじ掛かけの先せん端たんを両手でぐわりと摑つかみ、わなわなと震えながら立ち上がった国王の顔は、手負いの野や獣じゆうのようだ。若い頃は凜り々りしい美男と言われていたのが噓うそのように、肌はだは艶つやを失い、土気色に変わっている。余よ程ほど腹を立てて歯を食い縛しばっていたのか、剝むかれた歯にも、乾かわいて皹ひび割れた唇くちびるにも血が付着していた。

「お前が、この私をどんなに愚ぐ弄ろうしようと……っ、国王は私だ。死してもなお、先せん王おうの遺ゆい言ごんで薔薇王を幽閉し続ける！　お前は、王になっても三十年はあれに触ふれられない！」

「……先王の、遺言？」

　今も椅子から手を離はなせない国王の前で、オーレリアンは耳を疑う。

　先王の遺言──そう呼ばれるものの存在を、知らないわけではなかった。

　国王が死んで後こう継けい者しやの時代が訪おとずれても、先王の没ぼつ後ご三十年間は特別な一つの遺言が力を持ち続ける。先王の権けん威いと遺志を尊重するため、遺のこされた者達はそれを覆くつがえせない。

　オーレリアンの祖父である先王は、若く美しい後妻への執着が強く、「王おう妃ひは未亡人として私を愛し続けること」と遺言した。

　その結果、未亡人となった元王妃は再さい婚こんを希望しても許されずに老いていき、自由になれる時を待たずに病死している。

「薔薇王が自由の身になるのは、お前がいくつの時か……五十やそこらになっているかもしれないな。私が明日死んだとしても、三十年後のお前は四十七だ。枯かれたお前に、あれが興味を示すはずがない。その頃に気に入られるのは、無む邪じや気きで可愛かわいい年頃ごろの……お前の孫だ」

　またしても勝ち誇った顔をして、しかし立っているのも限界に見える国王は、無理な体勢で右手だけを肘掛けから離す。上着の内ポケットを探さぐると、牢ろうの鍵を取りだした。

「憶おぼえておけ、オーレリアン。この鍵は絶対に渡さない。私の遺志を継つぐ者に預け、三十年間、お前とあれを引き離す！　これは、この私を国賊扱あつかいしたお前に相応ふさわしい罰ばつだ！」

　国王は嗤わらい、鍵を高らかに掲かかげる。

　暖だん炉ろや蠟ろう燭そくから届く光が、磨みがき抜ぬかれた真新しい鍵を光らせた。

　北の塔とうの尖せん塔とう部にある牢は古く、鉄格ごう子しは錆さびていたが、鍵や錠じよう前まえは新調されてからさほど経たっていない物だ。国王はそれらを何度も作り直させ、鍵を預ける相手も厳選している。

　もちろん、オーレリアンが塔にいる際に扉とびらが開かれたことは一度もなかった。

「この鍵は渡さない。私が生きている間も、お前が国王になってからも、決して渡さない！　国王であり、親でもあるこの私を愚弄したお前を、後継者にしてやるだけありがたいと思え。他ほかに子がいたなら、お前などすぐに廃はい嫡ちやくしてやるものを！」

　国王の頭上で光る鍵が、オーレリアンの目にはナイフのように映った。

　もしも父子でなければ、本物のナイフを向けられていただろう。容よう赦しやなく刺さし殺されていたはずだ。そう確信できるほどの殺意が、幾いく千もの氷柱つららとなって襲ってくる。

　見えない氷に張りついた肌が、激しい痛みを感じた。

　顔中の皮をごっそりと持っていかれ、肉ごと剝はがされるかのようだ。

　何な故ぜこの人は、こんなにも他者を憎にくめるのだろう。フィセを誰にも奪うばわれたくない独占欲は理解できるが、フィセが嫌いやがることを延々と続ける気持ちは理解し難がたい。この身に流れる血の半分はこの人から受け継いだものなのに、殆ほとんどすべてが理解不能だった。

　それを悲しいと思う気持ちがある一方で、よかったとも思う。

　こんなにも心の歪ゆがんだ人間と、同じ思考を持ちたくなかった。

「その鍵を渡してください。僕は貴方に対して、もっと早い段階で強きよう硬こうな姿勢を取らなかったことを後こう悔かいしています。国賊同然の貴方に従っていた、愚おろかな時間を取り戻もどしたい。今すぐにフィセを解放します。鍵を渡してください！」

「お前は私の話を聞いていたのか？　お前が薔薇王に触れる日は来ない。来たとしても今から三十年以上先のことだ。その言葉の意味が理解できないとは、余程頭の出来が悪いと見える。やはりお前のような親不孝者は廃嫡して……っ」

「──できませんよ、そんなこと」

　大人しく鍵を渡すとは思えない国王に向かって、オーレリアンは一気に距きよ離りを詰める。

　振ふり上げられていた腕うでを摑もうとすると、国王は病に冒おかされているとは思えないほど素す早ばやく拳こぶしを握にぎった。鍵の端はしから端までを手中に収めることは不可能だったが、その大部分を握り締しめ、重じゆう厚こうな椅子を揺ゆらしながら大きく動く。

「無礼者がっ、その手を放せ！　私に触れるな！」

　国王の腕を摑んだオーレリアンは、強ごう引いんにでも鍵を奪う気でいた。

　もちろんぎりぎりのところまで平和的な説得を試みたあとの話だが、今夜中に鍵を手に入れ、フィセを解放することは決まっている。そこは絶対に譲ゆずらない。思えば、昨日までの自分は十六歳で、子供という立場に甘えているところがあった。父親の機き嫌げんを取り、フィセを解放してもらう──それが一番で、強く願って行動すれば、いつかきっと叶かなうと信じてきたのだ。

「手を放すのは父上の方です。鍵を渡してください。貴方あなたは何か大きな勘かん違ちがいをしておられるようだ。こんなことを言うつもりはありませんでしたが、困窮する今のトワイダルが国として最低限の体てい裁さいを保っているのは、フィセの白薔薇と母上の後ろ盾だてのおかげです。貴方がどんな遺言を残しても、僕から王おう冠かんを奪うことはできません」

「……っ、お前は、なんという……っ、そこまで図ずう々ずうしい考えの持ち主だったとは、あまりの強したたかさに呆あきれ果てる！　この盗人ぬすつとが！」

「まだ終わっていませんので最後まで聞いてください。勘違いはそれだけではありませんよ。貴方は先王の遺言としてフィセを三十年間縛れると思っているようですが、それは不可能です。先王の遺言には一定の条件があり、国に大きな損失を及およぼす場合は無効になります。我が国の経済を支える薔薇王の自由を奪い、その心を傷つける遺言が罷まかり通るはずがありません。僕が王になったら必ずや無効にしてみせます」

　自分より少しばかり背の低い国王に向かって、オーレリアンは至近距離で言い放つ。

　最後まで声を荒あららげずに済んだのは、この男を本当の意味で打ちのめしたかったからだ。

　権力しか頼たよるものがない男は、権力で制圧されることに弱い。

　トワイダルが豊かだった頃ころならばいざ知らず、オーレリアンの王位継けい承しようを固めているのは、『トワイダル国王の嫡ちやく男なん』であること以上に有力な、『宗そう主しゆ国こくの国王が溺でき愛あいする孫』という、華はな々ばなしい肩かた書がきだった。

　この男が、持ち得る権力をいくら振り翳かざそうと、オーレリアンを廃嫡できる道理がない。

　国王はおよそ人の声とは思えない声を──おそらくは「ふざけるな！　こうしてやる！」と言いたかったのではないかと推測される奇き声せいを上げ、鍵を握った拳を力いっぱい振った。

　本来なら勝てるはずのない、逞たくましい息むす子この手を渾こん身しんの力で振り解ほどく。

　相手を傷つけることに躊躇ためらいのない人間の底力は、オーレリアンの予想以上に凄すさまじいものだった。遅おくれを取った次の瞬しゆん間かん、国王は踊おどるように踵きびすを返す。

　それはふらつきでもあったが、その拳は暖炉に向かって正確に振られた。

　蹄てい鉄てつを打つような音がして、炎ほのおの形が大きく揺らぐ。

「──ッ！　父上……っ、なんてことを！」

「私の物だ！　永遠の命も、若さも、輝かがやきも、これで全部……っ、私の物だ！」

　牢の鍵を暖炉に投じた国王は、声高らかに笑いだす。

　先さき程ほどまで怒いかり狂くるっていたのが噓のように、「私の勝ちだ！」と勝利宣言した。

　オーレリアンは彼の言葉にも笑い声にも耳を傾かたむけず、転がる勢いで暖炉に駆かけ寄る。

　鍵が一つしか存在しなくても、少し時間をかければ牢を開けられるだろう。

　鍵を作った者に作り直しを命じるか、国王は正気ではないと訴うつたえて権力を奪ってから、兵を率いて扉ごと壊こわすこともできる。だから今、危険を冒おかしてまでこの鍵に執しゆう着ちやくしなくてもよいと、そう考える部分もあるのに手足が止まらなかった。

　暖炉に近過ぎる位置にあった火ひ搔かき棒を素す手でで摑み、崩くずれゆく薪まきの間に落ちていく鍵かぎを引き寄せる。熱せられた火搔き棒を握るなり、頭の中が「熱い」「痛い」の二つのみで占しめられ、その苦痛から逃にげるために体が動きだしそうだった。

　鍵を必ず手に入れ、今夜中にフィセを解放する──その覚かく悟ごを割り込ませ、逃げそうな体を制したのは、まさしく意志の力そのものだ。

　これまでの悔かい恨こんとフィセへの想おもいが、逃げだしかけた体を前へと進めてくれる。薪を散らし、火の粉を浴びながらも引っ搔いて、熱風に瞼まぶたを撫なでられても同じことを繰くり返した。

　そうして遂ついに、手の届く所まで鍵を引きつける。

「クッ、ゥ……ア、ァ……ッ」

　オーレリアンは火搔き棒から手を離はなし、焼けて変色した鍵を素手で摑つかんだ。

　これほどの痛みはかつて経験したことがない。

　掌てのひらと指の内側が、鉄板に置かれた肉のように焼けていく。

　──これが、フィセを自由にする鍵……やっと、ようやくこれを、手に入れた！

　熱くて、痛くて、皮ひ膚ふや肉が焼ける臭においに眩暈めまいがした。泣きたくなくても涙なみだが滲にじむ。

　激痛は一いつ瞬しゆんのものではなく、徐じよ々じよに引いていくものでもない。

　痛みを与あたえてくる熱源を握り続けているのだから、そう簡単に終わるわけがないのだ。

　それでも絶対に放さないと決めた以上、何も感じないよう慣れるしかなかった。

「……っ、奇き跡せきの薔薇ばらは……悠ゆう久きゆうの薔薇は私の物だ！　お前には渡わたさない！」

　暖だん炉ろの前に膝ひざをついていたオーレリアンは、国王の咆ほう哮こうに振り返る。

　涙で潤うるむ視界に、二つの掌が飛び込んできた。それは瞬またたく間に迫せまり、同時に見えない殺意が襲おそってくる。間ま違ちがいなく父である人が、自分を殺そうとしていた。

　脅おどしでもなんでもない。空気でわかる。生存本能が「逃げろ！」と訴えてくる。

　──父上……っ、そこまで僕を！

　目を疑う実父の姿に、すべて夢であってくれと祈いのりたかったけれど、祈る暇ひまも信じる余よ裕ゆうもなかった。生きるためだけに体が動く。

　床ゆかを思い切り蹴けり、真横に跳とんだ。すべては反射的なものだ。

　意志で留めているのは、鍵を握り締めた右手だけ──それだけは緩ゆるめなかった。

「グアアアアアァァ──ッ！」

　この世の終わりのような声に、血の気が引く。

　暖炉に押し込まれなかったことに安あん堵どしたのも束つかの間、またしても目を疑った。

　我が子を殺そうとして自ら暖炉に手をついた国王が、髪かみに炎を纏まといながら悶もん絶ぜつしている。

　上着の袖そでやシャツ、クラヴァットも燃え始め、炎の支配領域が広がった。

「ギャアアア──ッ！」と叫さけび暴れる光景は、地じ獄ごくさながらだ。

　仄ほの暗ぐらい室内に火の粉が散り、髪が焼けて悪あく臭しゆうが立ち込める。

「……父上！」

　暴れる父親から離れ、オーレリアンはベッドに向かう。

　左手でリネンを引っ摑み、風の如ごとき速さで戻ってきた。

　相手が誰だれであろうと関係ない。何をしようとしたかも、今は考えない。

　人一人の命を救うために炎ごとリネンで覆おおい尽つくし、外から叩たたくようにして消火する。

「衛兵！　医師を！　直ちに医師を呼んでくれ！」

　叫んだ瞬間、これはもしかしたら誤った行動なのかもしれないと、少し思った。

　自分にとっては正義だけれど、正しい行いがよくない結果を生むこともある。

　黙だまって死なせておいた方が、フィセにとってもトワイダルにとっても、この男にとっても、幸せだったのかもしれない。








５









　夜も更ふけた頃、フィセは翻ほん訳やくの仕事に勤いそしんでいた。

　机に置いたランプの光と月明りを頼りに、ペンを走らせて妖よう精せい文字を綴つづる。

　ラウニスは出かけていたが、いつ戻もどってくるかわからないうえに彼は足音を立てないので、平常心を装わなければならなかった。

　ラウニスには弱いところも拙つたないところも見せてきて、今朝もぐったりと横たわっているのを見られているが、やはり今と昔は違ちがう。心配をかけて悲しませたくない気持ちと同じくらい、王と呼ばれるほどの妖よう力りよくと知性を併あわせ持つ、大人の妖精としてのプライドがあった。

　──私は、もう大だい丈じよう夫ぶ……こうして小さな妖精達の役に立つことをしているし、民たみの生活を支えるローズオイルも、最低限の量とはいえ生みだすことができている。今、オーレリアンがあの男に何を言っていようと、言われていようと、私の心は乱れない。

　呪じゆ文もんのように繰り返している裏で、本当は気になって仕方がないことを自覚していた。

　牢ろうから出て自由になりたいのは山々だが、それは今でなくてもいい。

　オーレリアンが病びよう床しようの父親と言い争いになり、その結果、忌いまわしい過去の出来事を知ってしまうのが嫌いやだった。

　純じゆん粋すいで真っ直すぐに育ったオーレリアンが傷つくのも、彼に侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしを向けられるのも、嫌で嫌でたまらない。国王がどんな噓うそを絡からめて過去を語ったところで、オーレリアンがそれを鵜う吞のみにしないことくらいわかっている。

　しかしどうしても想像してしまうのだ。

　おそらく、否いや、絶対と言っていいくらいあり得ないけれど、「フィセには失望した」「そんな穢けがれた妖精と毎日会っていたなんて最悪だ」「僕の十四年間を返してくれ」「男の身で妻子ある国王と寝ねるなんて不潔だ」「母上が可か哀わい相そうだ」と──見たこともないような冷たい瞳ひとみで延々と責め立ててくるオーレリアンが、脳のう裏りから消えてくれない。

　表情も声も生々しく、現実のようで恐おそろしかった。

　──なんと言われても当然の身でありながら、私は……オーレリアンに嫌きらわれることを酷ひどく恐れている。自分が傷つきたくないから、彼が大人になる前に離れたかった。私に向けてくる純然たる好意が変化するのが怖こわくて、このまま、よい状態のまま終わりたくて。

　彼は今どうしているのだろう。国王との話は終わったのだろうか。

　もしもオーレリアンが二度と姿を見せてくれなかったら、やはり心は揺ゆれて、鋭するどい棘とげのある黒薔薇を咲さかせてしまうかもしれない。そのうえ白薔薇がまったく咲かなくなったら、やがてオーレリアンが治めるトワイダルは衰すい退たいしてしまう。そうなった時に彼は、民のために仔こ猫ねこをここに寄よ越こすのだろうか。それとも、解放だけはしてくれるのか──。

　思い悩なやんでいると、ペン先が紙に引っかかる。それは歪いびつに開き、インクが散った。

　妖精文字に飛沫しぶきが飛んで、純じゆん朴ぼくな妖精を騙だます詐さ欺ぎ師しの男の物語が途と切ぎれる。

　──人間は騙す生き物だということを、私は身をもって知っている。あんなにつらく惨みじめな思いをして学んだのに……私の中の大部分はオーレリアンを信じてしまっている。あの男とは違うと、そう思っているから余計に怖い。彼にまで裏切られたら、私はもう……。

　人間に絶望し、霞かすみとなって消えられるならそれでいい。

　恐ろしいのは、生き永らえて黒い感情を具現化してしまうことだ。

　薔薇王としての己おのれの力は底知れず、国中のありとあらゆる場所に黒薔薇を咲かせ、槍やりの如き棘で家屋を破は壊かいするかもしれない。この寒い国で、それが何を意味するのか──住む所を失い、雪の中に放ほうりだされて凍とう死しする者、倒とう壊かいによって命を落とす者も出るだろう。

　荊いばらが人々の体に絡んで、肉を貫つらぬき、骨を砕くだく様が目に見えるようだった。

　一夜にして通常の薔薇の数年分も生長するフィセの薔薇は、分け隔へだてなく人々を襲う。

　かつてのオーレリアンに似た小さな子供の柔やわ肉にくが裂さかれ、王おう妃ひによく似た母親が泣き崩くずれる光景を思い描えがくと、手が震ふるえてペンなど持ってはいられなかった。

「──っ」

　引き絞しぼられる胸を押さえると同時に、待ち侘わびていた足音が聞こえてくる。

　ああ、私は彼を待っていたのだと、自覚するのも同時だった。

　北の塔とうの螺ら旋せん階段を駆かけ上ってくるのは、間違いなくオーレリアンだ。

　秋も深まる今、日が落ちたあとは階段に霜しもが張ることもあり、稀まれに遅おそく帰る時は気をつけるよう言っているのに……彼は足元などまったく見ていない勢いで上ってくる。

　それを注意したら、「上りだから大丈夫だよ」と言って笑うだろうか。

「フィセ！」

　よい知らせだと、そう思いたかった。笑え顔がおで「フィセ！　許しが出たよ！」と、そう言ってくれることを願っていた。ここから早く出たいからではない。余計なことを何も知らないまま、父親に心抉えぐられることもなく、太陽のように光り輝かがやく王子でいてほしかった。

「フィセ、すぐに支し度たくをして！　僕と一いつ緒しよに逃にげよう！」

「……ッ、オーレリアン！」

　フィセが思った通り、彼は笑っていて──しかし台詞せりふも出いで立たちも想像とは違っていた。

　太陽の光と黄金を練り合わせて紡つむいだブロンドは乱れ、リボンや紐ひもで纏まとめられることもなく揺れている。内側が銀毛のマントは王子に相応ふさわしい煌きらびやかな品だったが、その下に着ている上着やヴェスト、シャツに至っては煤すすだらけだ。胸むな元もとには小さな穴が無数に開いていて、火の粉を浴びて焦こげたのが容易にわかる。そのうえ右手にはスカーフを巻きつけ、明らかに何かを覆い隠かくしていた。

「フィセ、鍵かぎを手に入れたよ。許可は得られなかったけれど、今はとにかくここを出よう」

「オーレリアン……ッ、国王から鍵を奪うばったのですか？　そんなことをして外に出ても意味がありません、また捕つかまるだけです。それに、その手は？　いったい何をしたのですか？」

　フィセが鉄格ごう子しに駆け寄る間に、オーレリアンは施せ錠じようを解こうとする。

　その手に握にぎられていたのは、これまで見てきた鍵とは一見異なる物だった。

　装そう飾しよく品は失うせ、黒ずんでいる。しかし確かに、この牢の鍵として機能していた。

　硬こう質しつな金属音が、冷えた空気を一いつ瞬しゆんにして希望に染める。

　こんな時ですら、いい音だと思った。自由な日々を彷ほう彿ふつとさせる音だ。

「フィセ、ようやくこの扉とびらを開ひらける。どうか、僕と一緒に来てほしい」

「やめなさいオーレリアン、扉を開けてはいけません。ここに入らないでください。もう一度、元通り施錠して……っ、その鍵を持ち主に返しなさい」

「フィセ、今は悠ゆう長ちように話している場合ではないんだ。早くしないと追手が来る」

「落ち着いてください。私をここから出してくれるなら、国王になってからお願いします」

　オーレリアンに何を言っても無む駄だで、すでに扉は開き始めていた。

　十四年間、彼の前では決して開かれなかった扉が、彼自身の手で遂ついに開かれる。

　幼少期ですら入室を許されなかった牢の中に、オーレリアンは堂々と足を踏ふみ入れ、「さあ行こう！」と迷いのない声で誘さそってきた。

「無理だと言っています。だいたいそんな、痛みを堪こらえた顔をして」

　スカーフを巻いた右手を差しだした彼は、顔を引き攣つらせながらも無理に笑っていた。

　代わりに差しだされたのは左手だ。こちらは問題ないようだが、通常なら左手は出さない。

　幼い頃ころ、オーレリアンが握あく手しゆを求め、右手に革かわ袋ぶくろを被かぶせたまま階段を上ってきた日のことを、フィセは鮮せん明めいに覚えていた。あの時の、白くて小さくて柔やわらかかったオーレリアンの手が、今どのような状態にあるのか知りたくてたまらない。

　答えを得ることも見せてもらうこともできないなら、あとはもう、頭を働かせて考えるしかなかった。

　フィセの手を握れない右手、苦痛の表情、黒ずんだ鍵、焦げた服──目に見えている事実を一つ一つ繫つなぎ合わせて組み立てれば、国王との間に何があったのか想像がつく。

「ラウニスは留守？　フィセが急にいなくなったら驚おどろくかな？　あ、でもきっとすぐに追ってこられるから大丈夫だよね？　他ほかに大事な物は……ええっと、翻訳途と中ちゆうの本と原げん稿こうは要いるね。それと妖よう精せいのドレスも持っていかないと」

「オーレリアン、いい加減に……」

　もしも自分が囚とらわれの姫ひめ君ぎみであったなら、それも心こころ延ばえ美しく非の打ちどころがない姫君であったなら、麗うるわしき王子に従うことができるだろう。

　右手だろうと左手だろうと躊躇ためらわずに手を取り、素す直なおについて行けばいい。

　手を引かれながら転がるように階段を下りて、魔ま王おうから逃げればいいのだ。

　その先に数多あまたの困難が待ち受けようと、罪のない清らかな姫君には、お伽とぎ噺ばなしのように幸せな結末が用意されている。

「右手に火傷やけどを負ったのですか？　そのスカーフを取って、すぐに見せてください。私は治ち癒ゆ能力に特化した妖精ではありませんが、薔薇ばらの棘で負う程度の小さな傷は治せます。完全ではなくとも少しは回復に向かわせることが……っ」

　そこまで言った瞬しゆん間かん、「ごめんなさい、時間がないので荷物は後日」と告げられる。

　あ……っと声を出す暇ひまもなく、いきなり視界が変化した。

　直前にオーレリアンが身を屈かがめたのが見えたが、気づいた時には闘とう牛ぎゆうのように迫せまってきて、腹部に肩かたを押しつけられた。決して乱暴ではなかったが動きは速く、担かつがれたと認にん識しきするまで幾いく分ぶん時間が必要だった。

「オーレリアン……ッ、何をやっているんですか！　下ろしなさい！」

「両手を使えないので、こんな恰かつ好こうですみません！　危ないので暴れないでください。むしろ僕にしっかり摑つかまって！」

　オーレリアンが何を言っているのか、わかっているようでわからない。

　言葉が通じない世界に来たかのようで、誤って妖精語を使ってしまったかと疑うほどだった。

　いつからオーレリアンは、こんなにも強ごう引いんに、聞き分けなく勝手に行動する少年になったのだろう。少年と呼ぶにはあまりにも雄お々おしく成長し、青年に等しいのは承知していたけれど、それでもまだ十七歳の子供だ。昨日までは十六で、それは人間の世界で紛まぎれもなく少年であり子供であるはずなのに、彼は悠ゆう々ゆうと自分を運ぶ。

「いけません！　私を外に出してはいけません！」

　フィセの視界に入るのは、オーレリアンのマントと、彼が愛用してきた片かた袖そで机づくえと椅い子す、錆さびついた古い鉄格子、開きっ放しの扉、その向こうにある『自分の部屋』だった。

　不本意だが、十七年も暮らしていればどうしたってそういう認識になる。

　牢ろうを出たことに感かん慨がいを覚える間もなく通路が終わり、オーレリアンが階段を下り始めた。

　鉄格子はすぐに見えなくなって、それと同時に彼の体温を感じる。

　自重の多くが掛かかっている腹部や腰こしがじんわりと熱くなり、オーレリアンの肩の逞たくましさや、がっしりと支えてくれる手の大きさに動どう揺ようした。

　──あの男よりも大きくなって……もう、子供ではない。こんなにも、大人に……。

　目が回るような螺旋階段が続き、フィセはオーレリアンに縋すがりつく。

　そうしないと振ふり落とされそうで危険だから、という理由をつけて、本当はオーレリアンの体に触ふれたかった。もちろん性的な意味合いではない。人間の男に触れられたことで否いや応おうなく思いだしてしまう、憎にくい男の感かん触しよくを塗ぬり替かえるためだ。

　思えば、最後に触れた相手も、触れてきた相手も国王だった。

　オーレリアンとは手を触れ合わせる程度で、こんなふうに体を密着させたことはない。

　もうどうでもいいと……あんな男に苦痛を味わわされるような脆ぜい弱じやくな自分は棄すてると、そう思ってきたのに体が震えた。思いだすだけで吐はき気がして止まらない。

　──あのおぞましい感触……あれを払ふつ拭しよくするためには……この震えを永遠に止めるためには、こうしているのが一番なのかもしれない。

　オーレリアンの体を通じて蘇よみがえる忌いまわしい過去を、オーレリアンの体によって払拭すれば、この身に残る人ひと肌はだの記き憶おくは彼由来のものだけになるだろうか。

　ただの抱ほう擁ようでいい。それだけで十分だから、長く丁てい寧ねいに、指に力を籠こめて触れ合いたい。

　ありとあらゆる感覚でオーレリアンを記憶して、他の誰だれも思いださない自分になりたい。

　骨が軋きしみそうなほど力強く抱だき締しめられ、抱き締めた先には、香かおり高い白薔薇が咲さき乱れる朝が待っている気がした。

「フィセッ、馬に乗って！　まずはエレリア離り宮きゆうに行こう！」

「……エレリア、離宮？」

　息を切らさず階段を下り切ったオーレリアンは、フィセを抱かかえて馬に駆かけ寄る。

　彼の愛馬は国王の馬に次ぐ名馬で、見事な白馬のはずだったが、待っていたのは極きわめて体の大きな黒馬だった。象の血でも引いているのかと思うほどの体たい軀くで、筋肉の塊かたまりに見える。

「フィセ、鞍くらに摑まって。いい？　一いつ旦たん手を離はなすよ」

　オーレリアンの左ひだり肩かたから黒馬の鞍に移されたフィセは、抵てい抗こうせずに彼の言葉に従った。

　自分で体勢を整えようとしたが、その前に着ている物を変化させる必要があり、普ふ段だんは女性用のドレスに近い形に垂らしている服の裾すそを、男性らしい脚きやく衣いに変化させる。フィセは小さな妖精とは違ちがって衣服の生き地じは作れないが、質量の範はん囲いで形や色を変えることはできた。かつて淡あわい色だった服が闇やみ色に染まったのも、我が身を嫌きらい、無意識にその色を選んだからだ。

「この馬は、貴方あなたの愛馬ではありませんよね？　逃とう亡ぼうのために黒馬を用意したのですか？」

「うん、今夜の状じよう況きようだとそうなるかな。元々は逃亡なんてする気ではなかったから、フィセが解放された時に堂々とあちこち連れていくための馬として内ない緒しよで可愛かわいがっていたんだ。だから彼も愛馬だよ、凄すごく賢かしこくて頼たよりになるんだ。フィセの体がこんなに軽いなんて知らなかったし、二人乗りで遠くまで行きたかったから」

　鐙あぶみに足をかけるなり軽かろやかに馬の背に乗ったオーレリアンは、次の瞬間低く呻うめく。

　スカーフで覆おおわれている右手に、激しい痛みが走った様子だった。

「オーレリアン、その手……酷ひどい火傷なのでしょう？　そんな手で手た綱づなを握にぎってはいけません。逃にげるよりもまず、私に治ち療りようさせてください。いくらかでも痛みを取ることが」

「僕の心配をしてくれるなら、今はとにかく一いつ緒しよに来て。それが最短だよ」

　やはり聞き分けのない彼は、左手でフィセの手首を握る。

　鞍を両手で摑むよう導くと、黒馬に向かって「頼たのんだよ、まずはゆっくり」と声をかけた。

　馬はすぐに歩きだし、雪除よけの済んだ道を選んで指示通りに進む。

　賢くて頼りになる馬だということは、跨またがった時から悟さとっていた。自分が妖精だからなのか、人でも同じなのかはわからないが、大きな体から馬の波長を感じ取れた。

　不安に揺ゆれる自分に向かって、非常に安定した気持ちを寄せてくれる。

　そのうえとても温かい体で、両りよう脚あしに熱を与あたえてくれた。

　──今のところ追手らしき兵の姿は見えない。オーレリアンが国王と諍いさかいになった末に鍵かぎを奪うばったなら、すでに兵に取り囲まれているはず。何な故ぜこんなにも猶ゆう予よが？

　闇に紛れる黒馬の上から、フィセは改めて周囲を見回した。

　やはり物々しさはなく、ローズオイルを生む白薔薇園と化した大庭園も、城の北側にわずかばかり残された庭園も、北の城門に向かうための通路も、すべて静まり返っている。

　灯ともしびも少なく、寂さびしい光景は尖せん塔とうの窓から見下ろしていたものと変わらなかった。

「フィセ、馬に乗ったことはないって言っていたよね？」

　オーレリアンが喋しやべると、耳元が一時的に熱くなる。風に散る白い息も、視界にちらりと割り込んできた。担がれていた時ほどではないのに、密着しているのを実感する。

「はい」と小さく答えると、「今から走らせるから、舌を嚙かまないように歯を食い縛しばって」と囁ささやかれた。

　正門とは異なる北の城門は市し井せいの屋や敷しきの門と変わらないほど小さく、薔薇園で働く平民が出入りできるよう開いたままになっている。しかし門番は常にいるため、突とつ破ぱするには直前まで静かに近づくしかなかった。そうして一気に駆け抜ぬけるのが賢けん明めいだ。何しろ囚われの身の薔薇王を連れているのだから、いくら王子でも黙だまって通してはもらえない。

「フィセ、行くよ。門番が気づく前に突破する」

　フィセにも馬にも、自身にも言い聞かせるオーレリアンの緊きん張ちようが、背中から伝わってくる。

　過去に何度か脱だつ獄ごくして引き戻もどされたフィセは、これまでとは違う予感を覚えていた。

　国王が未いまだに兵を動かさない理由はわからないが、誰も追ってこない静かな夜に、行く手を阻はばむ者は現れない。いつ何なん時どき囲まれてもおかしくはないけれど、そうはならないだろう。

　根こん拠きよなど微み塵じんもなかった。ただ、今回はオーレリアンがいる。

　彼と一緒なら、どこまででも逃げ切れる気がした。







　随ずい分ぶんと長いこと歯を食い縛り、馬が走るのをやめても奥歯の力を抜き忘れる。

　北の城門は難なく抜けられたものの、そのあとどうなったのかはわからなかった。

　おそらく門番は呆あつ気けに取られただろう。何が起きたのかわかっていないかもしれない。

　闇に溶とけるような黒尽ずくめのフィセを、オーレリアンはマントで隠かくしつつ一気に城門を通り抜けたので、「十七歳の誕生日の夜に、王子様が独りで夜遊びに出られただけ」と判断して、誰も騒さわいでいない可能性が高い気がした。

　或あるいは大おお慌あわてで追いかけたが、こちらの速度に追いつかず見失ったというところだろうか。

　安心はできないものの、現状誰かが迫せまってくる気配はなかった。

「フィセ、ごめん……いきなり激しい遠乗りで吃驚びつくりしたよね」

「いえ、馬車に乗った経験はありますし、馬の乗り方も本で読んで知っていましたから」

　申し訳なさそうに言うオーレリアンに、フィセは少しばかり意地になって返答した。

　疾しつ走そうする馬の鞍にしがみついて暗い森の奥まで運ばれるのは、妖よう精せいの身ですら恐おそろしい体験だった。自分の身に何が起きているのか冷静に考える余よ裕ゆうはなく、ただただ心臓を高鳴らせて鞍を握っていた気がする。これが夏ならまだましだが、今は秋で、トワイダルは一年の殆ほとんどを雪に覆われている国だ。幸い今夜は晴れていたものの、通った道の大半は真っ白だった。

「心音が、凄く速いね。僕も同じだけれど」

「追手が来るかどうかが気になっているだけです」

　本当は、経験のない速度と風が怖こわかったのだと、本音を口にすることはできなかった。

　噓うそだらけの自分の言葉にうんざりするほど、あらゆる面で経験が少ないことを痛感する。

　この世に誕生して約二年で幽ゆう閉へいされたため恥はじても仕方がないとは思っていたが、そもそも幽閉に至ったのは自じ業ごう自じ得とくだ。

　幼少期のオーレリアンに知識を与えられるくらいにならなければ恥ずかしいと思い、必死に本を読んで勉強して、この十四年間、そうとは言わずに物知り顔であれこれと語ってきた。

　以前はそれでなんとか誤ご魔ま化かせたが、外で多くの実経験を積んでいくオーレリアンが自分を追い抜いているのはわかっている。尖塔の窓から、乗馬や剣けん術じゆつに励はげむ姿が見える時もあった。

　遠くに行ってしまいそうで淋さびしく、時に羨うらやましく、けれどもその成長を喜んできたのだ。

「ここからがエレリア離宮。もうすぐ着くよ、足場が悪いから念のため手を離さないで」

　果てしなく感じた森の小道に、ようやく終わりが訪おとずれる。

　木々に紫むらさきのリボンやロープが結びつけられていて、それは途と切ぎれることなく繫つながっていた。

　許可なく踏ふみ込むことは許されていない、王家の私有地を包囲している。

　当然ながらオーレリアンは躊躇ためらわず、馬に乗ったままロープを摑つかんで持ち上げた。

　慎しん重ちように潜くぐると、その先にも暗い森が延々と広がって見える。離宮と言われたが、それらしき物はまだ見えない。雪の厚みはさほどないものの、足元は完全無欠の白だった。葉の少ない木々にも雪が積もり、時折ぱきりと枝が折れる。規模の小さな雪崩なだれのように、どさどさと雪の塊が落ちていった。それが連れん鎖さして他ほかの枝も折れ、鳥が悲痛な声で鳴く。夜だというのに棲すみ処かを追われたのだろうか。夜目が利ききそうにない小さな鳥が、慌あわただしく飛び立った。

「ここは、あまり使われていない城なのですか？」

「うん、意図的に隠されていて無名に近いくらいなんだ。名前を出すのも憚はばかられ、どうしても口にする必要がある時は、『東の離宮』や『聖域の近くの離宮』なんて呼ばれる始末で。実は前国王の、つまり僕の祖父の愛人が暮らしていた屋敷なんだ。だからとても小さいんだよ」

「そう言えば、エレリアというのは先の王おう妃ひ様の御お名前ですね」

「うん、前国王の後妻になった女性。その時すでに成人していた父上は結けつ婚こんに大反対で、若い継まま母ははとの仲はよくなかった。だからここは、父上にとって忌いまわしい場所なんだ。一度も来たことがないし、今は母上が管理している。聖域がある東の山脈から近いから準聖域扱あつかいで誰だれも寄ってこないし、気もいいんだ。とりあえず隠れるには最適の場所だと思う」

「──そう、ですか……」

　血の通った体を持つ馬に跨ったまま、フィセは氷の底に落ちていく。

　国王にとって忌まわしい場所、国王が一度も来たことがない場所──その発言がどういった意味を持つのか、察していながら別の可能性を求めていた。

　今のオーレリアンは国王に反発しており、逃げるためにここが相応ふさわしいから選んだだけだと、そう思いたい。聖域に近いから最適だと考えたのだと思いたいけれど、本当は違う気がした。長いこと彼を見てきたから、言葉の裏に潜ひそむ陰かげりを感じ取れる。「父上が足を踏み入れた場所なんて、フィセは嫌いやだろう？　僕も嫌だ」と、そう言っているように思えてならなかった。

　──知られたのかもしれない。全部、国王が話したのかもしれない。だからこそ父子の間に言い争いが起きて、その末に国王は牢ろうの鍵を奪われまいと、暖だん炉ろか何かに投げ入れた。それをオーレリアンが奪って逃げたから、世よ継つぎに火傷やけどを負わせたことでさすがに動どう揺ようした国王は、今もまだ追手を出していない。そういうことなのだろうか？

　思いだすのも嫌な男を、『国王』という一つの記号と割り切って考えたフィセは、氷こおり漬づけになった心をオーレリアンに見み抜ぬかれまいと背筋を正す。

　国王が何をどこまで話したのかは知らないが、もし本当に過去のことを語ったのだとしたら、こちらが悪く言われているのは間ま違ちがいないだろう。当たり前に悪感情が湧わき起こるが、国王の発言がどうであれ、オーレリアンは自分を連れだしてくれた。

　国王の手て垢あかがついていない離り宮きゆうに、こうして連れてきてくれたのだ。

　──私が恐れていたことが半分くらい起きてしまったのかもしれないけれど、何も絶望することはない。本当に恐れていたことは起きていないし、これからどうなったとしても、私は今、清すが々すがしい外の空気を吸っている。オーレリアンの体温を、こんなに近くで感じながら。

　急速に冷えた体は、本当は温ぬくもっていて、それに気づけば視界も変わってくる。

　月光下の銀世界には確かな輝かがやきがあり、雪の結けつ晶しよう一つ一つが自由や希望を秘ひめていた。

　馬に跨ったまま森を抜けると、離宮というよりは屋敷という呼こ称しようが相応しい小ぶりの建物が見えてくる。壁かべの色は白かったが、経年劣れつ化かを感じさせる黄おう変へんした白だった。

　自然に伸のびた木々や寒さに強い蔦つたはあっても、花は疎おろか色のある物は何もない。

　フィセが暮らしていた薔薇ばらの園そのの小宮きゆう殿でんと比べると物悲しい場所だが、これといって問題は感じなかった。前者には忌まわしい記き憶おくがあり、こちらには何もないのだ。

　それ以上に重要なことなどあるはずもなかった。







　エレリア離宮は一見すると二階建ての建造物で、玄げん関かんの前には池があり、南側には馬小屋があった。実際に中に入ってみると概おおむね一階しかなく、吹ふき抜けの贅ぜい沢たくな造りになっている。

　居間から上がれる一部屋のみが二階にあり、どうやらそこが寝しん室しつのようだった。

　一階は玄関と廊ろう下か、居間と応接間、厨ちゆう房ぼうと食品庫、浴室などがある。フィセと違ちがって寒さが命に係かかわる体を持つオーレリアンは、マントを脱ぬぐなり居間の暖炉に駆かけ寄った。

「すぐ暖めるからね」と言って、かじかむ手で火を点つける。

　フィセが暖を求めるのは気分的なものであり、生きるために必要ではないことを彼は知っているはずだが、そんなことは関係なかった。馬上にいた時も、毛皮のマントで包み込むようにしながら、可能な限り温めてくれていたことを思いだす。

「真冬でもないのに寒いね。不思議と、外にいた時より寒く感じない？」

「外の方が寒かったですよ。室内の方が寒いわけがないでしょう」

「うん、そうだよね、ごめん。フィセとくっついていたから、温かく感じたのかもしれない」

「それは馬のおかげです。私には体温がありませんから」

　フィセが素っ気なく返すと、オーレリアンは「はい」と答えながら薪まきをくべた。

　少しきつく言い過ぎたかと思い、「存分に温まりなさい」と声をかける。

「私は寒さを感じませんが、貴方あなたは人の身ですから、寒気を甘く見てはいけませんよ。風か邪ぜで命を落とす人も多いと聞きます。ましてや怪け我がを負った時などは大きな病に罹かかりやすいとか。一国の王となる身で油断は禁物です」

　火ひ搔かき棒を使って炎ほのおを広げたオーレリアンは、再び振ふり返ってフィセの体をじっと見た。

　上から下まで、特に足を注視すると、「フィセの服、凄すごく寒そうに見えるのに……あ、でも、それいいね。その服、フィセが同性だってことを実感するよ」と笑う。

　それ、とは乗馬のための脚きやく衣いのことで間違いないだろう。

　フィセとしては、先代の薔薇王の恰かつ好こうを真ま似ねているのと、自身が生まれてすぐに着せられた服装に準じていることもあり、普ふ段だんの恰好を女性的だとは思っていなかった。人間の女性達が着るドレスに近い形をしていても、あれはあくまでも『妖精らしい服装』だ。

　元に戻もどそうかとも思ったが、それもどうかと迷う。子供だと思いたかったオーレリアンは、自分が思っていた以上に大人の男に近づいていて、二人きりの逃とう避ひ行こうにはわずかながらに妙みような空気があった。このまま脚衣姿で過ごし、同性であることをわからせておいた方が、間違いが起きなくて適切なのかもしれない。

「よし、十分火が回った。炎の力って凄いな、もうだいぶ暖まってる」

　両手を暖炉に向けて熱を享きよう受じゆしたオーレリアンは、右手に巻いたスカーフに目をやりつつ、「これ、フィセに治してもらうって話になっていたね」と呟つぶやいた。

「炎は確かに偉い大だいで役に立ちますが、場合によっては手に負えない恐おそろしいものでもあります。貴方の手を酷ひどく痛めつけたのでしょう？　国王が、牢の鍵かぎを炎に投じたのですか？」

「──病びよう魔まに侵おかされると、正気なら絶対にやらないことをしてしまうんだと思う。それはもう、仕方ない面もあるよね。もっと長く続くと思っていた人生がもうすぐ終わるかもしれないってなったら、天国に行けるよう善行に励んだり、欲よく望ぼうのまま生きたり、それぞれ何かしら考えて、悩なやんで、おかしくなることだってあると思う」

「オーレリアン……手を、見せてください」

　暖炉の前でオーレリアンと向かい合ったフィセは、彼の右手首に触ふれる。

　火傷の程度がわからないだけに、スカーフを無理やり剝はがすべきではないと思った。

　今の状態のまま掌てのひらに右手を添そえ、見えない傷を思い浮うかべる。

　猫ねこの生傷ならいざ知らず、人間の傷は目にしたことがないだけに難しさもあったが、書物で読んだ傷の描びよう写しやから想像して、それが治る様を思い描えがいた。そうして少しずつ力を注ぎ込む。

　シルクのスカーフの下に蠟ろう燭そくの炎が入り込んだかのように、ぽうっと光が透すけて見えた。

　オーレリアンは肘ひじごと揺ゆらして驚おどろき、澄すみ切った空のような瞳ひとみを煌きらめかせる。

「フィセ、凄い……光っているよ、手が……僕は普通の人間なのに、こんなに光って……」

　貴方は普通の人間ではありませんよ。生まれた時から光っていました──と口にはしないが、それがフィセの本心だった。

　オーレリアンの体を構成するものが普通の人間とまったく同じだとしても、やはり普通ではない。少なくとも自分にとって、彼は特別だ。身近にいてくれる小さな太陽のように、温かく優やさしく、惹ひかれずにはいられない輝きを放っている。

「妖よう精せいというものは……自分の能力について頭を捻ひねらなくとも、できることとできないことが本能的にわかるものです。貴方の怪我に関して、それなりには治せる気がしています。でも、実際に人間の怪我を治したことはありません。ラウニスも時々怪我をするので治していますが、人間は初めてです。如何いかがですか？　何か変化を感じられますか？」

「あ、うん、全然違う。さっきまで右手が心臓みたいに脈打っていたのに、静まり返った」

「──痛みは？　まだありますか？」

　緊きん張ちようしながら問いかけたフィセの前で、オーレリアンは小首を傾かしげて考え込む。

　あえて考えなければわからないらしく、恐る恐る右手を開閉させた。

　これまでは掌に張りついていたスカーフが、少しだけずれ動く。

「凄いよフィセ、痛くない。今も焼かれ続けているような熱感があったのに、引き攣つる感じも疼うずく痛みも何もない。それに、傷口に癒ゆ着ちやくしていたスカーフが剝がれたみたいだ」

　オーレリアンは左手でスカーフの結び目を解ほどき、途と中ちゆうまで勢いよく外した。さすがに最後は慎しん重ちようにしていたが、特に問題は起こらず、するすると外せる。スカーフには血液を始めとした体液が染しみていて、乾かわいた部分も濡ぬれている部分もあったが、難なく取り除くことができた。

　そうして露あらわになった掌には、鍵の形をした赤い痕あとが残っている。

「見て、信じられないよ。生傷が完全に塞ふさがって、握にぎっても開いても痛くない！　まるで一、二ヵ月後……いや、凹おう凸とつもないから半年先の状態と言っていいくらいかもしれない。凄いな、こんなの初めてだよ。フィセと一いつ緒しよにいられることも含ふくめて、夢でも見ているみたいだ」

「──でも、くっきりと鍵の痕が残っています。完全に消えるよう力を注いだのに」

　もう一度同じことを……と思ったフィセは、その直後に自分の限界を感じた。

　薬草を司つかさどる妖精は治ち癒ゆ能力が高いと言われているが、フィセは香かおりを生みだすことに特化し、それ以外のことは棘とげや荊いばらによる攻こう防ぼうを得意としている。いきなり襲おそいかかってくる者を瞬しゆん時じに捕とらえたり反はん撃げきしたりすることはできても、傷を治すのは不得手だ。

「痕なんていいんだ、十分だよ。フィセ、本当に凄いね！　感激で踊おどりたくなってきた！」

　落ち込むフィセの心を察してか、つらい痛みから解放された喜びの表れか、オーレリアンはいきなり腰こしを摑つかんでくる。同じ質量の人間よりは軽いフィセの体を、猫でも抱だき上げるようにひょいと持ち上げ、「ほら、力を入れてもちっとも痛くない！」と笑っていた。

「オーレリアン……ッ、よくなったのはわかりましたから、子供みたいな真似はやめなさい」

「僕に子供のままでいてほしかったのはフィセの方でしょう？　僕は一日も早く大人になってフィセの前に跪ひざまずき、『貴方が好きです。僕の恋こい人びとになってください』と告げたかったのに」

　逞たくましい二本の腕うでで高々と持ち上げられながら、フィセは心臓の音を聞く。

　なんてことを、なんて恰好で言うのかと、驚いて言葉一つ出なかった。

　心臓が早はや鐘がねの如ごとく鳴るのは、決して喜びなどではない。ただただ驚いているからだ。

　数多あまたの姫ひめ君ぎみや令れい嬢じようの中から選ばれた特別な女性の前で跪き、愛を語るべき人なのに。異なる種族の……しかも同じ性を持つ妖精を抱き上げながら、嬉うれしそうに告白してくる。

「フィセ、簡単に告げているわけではないよ。ここまで来るのに十七年近くかかった」

「──オーレリアン」

「僕の気持ち、知っていたよね？」

　知らなかったと言えば噓うそになるけれど、知っていたというのも噓だ。

　なんとなく感じていても真に受けてはいなかったから、知っていたうちに入らない。

　今も頭から信じているわけではなかった。幼い頃ころから顔を合わせて親しみを持っていれば、思春期に恋こいと勘かん違ちがいすることはあるだろう。身近にいながらも、彼と自分は鉄格ごう子しで阻はばまれていた。自由のない身に同情心を抱いだいていれば、勘違いはますます加速する。

「父上を見ていて、思ったんだ。明日あしたが必ずあるなんて、考えてはいけないって。僕は若くて健康だけれど、だからといって悠ゆう長ちように構えてなんていられない。今やりたいことをやり、いつ死んでも悔くいがない生き方をしたい。どんな生き方をしたところで死に際ぎわに『もっとフィセと一緒にいたかった』と思うのは間ま違ちがいないけれど、それは後こう悔かいではなく、願望だ。『フィセに好きだって伝えればよかった』なんて、思いたくない。そういう後悔はしたくないんだ」

「……オーレリアン……もう、下ろしてください」

「下ろしてもいいよ。でも、行き着く先は僕の胸だ」

　そう言われて引き寄せられ、力強い両りよう腕うでに抱き留められる。

　最初は戸と惑まどったが、これが道中ずっと求めていたものだった。可能な限り長い間、しっかり抱き締しめていてほしいという願いが、今現実として叶かなえられる。

　──恋人なんて言われても、どうにもできないけれど……こうして、オーレリアンの感かん触しよくに染まりたかった。五感のすべてで彼を感じて、忌いまわしい記き憶おくを書き換かえたくて。

　そのために彼を利用してもいいのだろうか。

　弟のように可愛かわいいと思う気持ちはあっても、恋はしていない。

　それがわかっているのに、このまま抱き返してもいいのか、期待させる行動を取って本当にいいのか。いいわけがないと思っているのに、手が勝手に動いて止まらなかった。

「オーレリアン……」

　同じ気持ちを返せないにもかかわらず、同じように抱き返してしまう。

　床ゆかに足をつけて抱きつき、上着越ごしに体の厚みを感じた。肩けん甲こう骨こつの形も感じられるけれど、何より実感するのは鍛きたえ抜ぬかれた筋肉だ。王子の身でありながら夜明け前に起きるのが日課で、北の塔とうに来て教師から出された課題を熟こなし、本を読み、午後は体を鍛えることに専念して──そうやって少しずつ少しずつ、努力を積み重ねて作られた体がここにある。

　友人が多くいるので誘ゆう惑わくもあっただろうに、夕刻からは教師の指導を受け、夜遊びもせずに早く就しゆう寝しんしていると聞いていた。

　真ま面じ目めに生きて美しく立派に育っていく彼を、毎日見ていられたことは幸せだった。

　幽ゆう閉へいされていても、可愛い弟の成長を見守る兄のような気分を味わえて、それだけは確かに幸せだった。

「フィセ……僕は、フィセに初めて会った時から恋をしていた」

「そんなこと、あり得ません。貴方あなたは生後半月でした」

「それでもあれは恋だったんだよ、と言っても信じてくれないだろうから、その時は親しみを抱いていただけってことにしてもいい。でも、再会した時はより明確に恋に落ちた」

「それもあり得ません。貴方は三つの子供でした」

「それでも恋をしたんだよ。いつからかってことは、信じてくれなくてもいいけれど。ただ、今の気持ちは信じてほしい。そして、僕の恋人になってください」

　今度は顔を見せずに、フィセの肩かたに顎あごを乗せるようにしながら彼は言う。

　弟に告白された兄が困るのは当たり前で、心の大部分を困こん惑わくが占しめていた。

　それでいて、耳に注がれる声が心ここ地ち好よい。好かれていることはとても嬉しい。

「丁てい重ちように、お断りします。貴方の恋人にはなれません」

　抱き締められたまま、抱き締めたまま、言葉では拒きよ絶ぜつする。　>>>♥

　今この瞬しゆん間かん、オーレリアンが自分に恋をしていたとしても、受け入れられるわけがない。

　恋は愚おろかな病だ。罹り患かんしている間は酩めい酊てい状態になり、自分にも相手にも酔よっていられるが、完治して振ふり返れば恥はじと後こう悔かいしか残らない。

　それを何度も繰くり返すのは余よ程ほどの馬ば鹿かだ。

　──貴方は初めてだから、今はいい。でもきっといつか後悔する時が来る。王おう妃ひに相応ふさわしい女性と出会った時、或あるいは可愛い我が子を抱いた時に、男妖精に恋した自分を嗤わらいたくなる。恋とはそういうものだから、刹せつ那なの恋の過あやまちは、小さければ小さいほどいい。父親に逆らって逃とう避ひ行こうをした過去もあったと、あの頃は若かったと……振り返って苦く笑しようする程度で済むように、ここで終わりにしたい。

　恥とまでは、思われたくなかった。後悔はささやかなものであってほしい。

　恋そのものは後悔したとしても、共に過ごした時間まで否定されたくなかった。「薔薇王と過ごした時間はローズオイルに形を変えた。僕は王子として民たみを救えたのだから、あの年月は無む駄だではなかった」と、そう思ってくれたら十分だ。

「フィセ、このままで聞いて」

　この上なくきっぱりと断ったにもかかわらず、オーレリアンは手を緩ゆるめなかった。

　フィセは手を緩めていたが、完全に力を抜いたわけではない。肩甲骨の上に当てていた手を、腰の辺りまで下ろしたに過ぎなかった。

「僕は、フィセが知られたくない話を、聞いてしまったんだと思う」

「──ッ」

　逃にがさないとばかりに強く抱かれ、耳元で囁ささやかれる。

　囁きというものは甘い言葉ばかりではないのだと、思い知らされる悲しい響ひびきだ。

　伝わる心音は激しく、オーレリアンの感情が大きく揺ゆれているのがわかる。

　怒いかりや悲しみといった、太陽の王子に不似合なものが心臓を打ち鳴らしているなら、今すぐそれらに「もうやめて、どこかに行って」と訴うつたえたかった。

「父上は……フィセの最初の男であることを強調していて、僕はそれに激しく嫉しつ妬としたけれど、最初なんて誰だれにでもある。僕はフィセの最後の男になりたい。そう思った。その方が、ずっと価値があるってことをよく知っているから」

「……最後の、男？」

　聞き返しながら少しだけ身を引くと、オーレリアンはそれを許してくれた。

　しかし両の上じよう腕わんを摑み、やはり逃がさないと言いたげに力を籠こめてくる。

「今でなくてもいいから、僕がそういう気持ちでいることを心に留とめておいてほしい。明日の朝になったら僕は城に戻もどって、フィセがここで静かに暮らせるよう力を尽つくすよ。翻ほん訳やく途と中ちゆうの本も原げん稿こうも持ってくる。ラウニスに会えたら連れてくる。ここでの暮らしが落ち着いてから、僕のことを改めて考えてほしい」

「落ち着くべきなのも考えるべきなのも、貴方の方です。私の答えはもう出ています」

「僕は諦あきらめないよ。十七年の恋を今ようやく告白したのに、一度断られたくらいで諦められるわけないだろう。フィセがうんざりするくらい言い続けて、断るのが面めん倒どうで受け入れたくなるくらいまで頑がん張ばるよ。覚かく悟ごしておいて」

　青い瞳ひとみを生き生きと輝かがやかせるオーレリアンの顔は、恋こい心ごころを露あらわにできる喜びに満ちている。

　子供っぽく振る舞まっていた今朝までの彼はどこへ行ったのか、同じ色の瞳なのに、今は男の目をしていた。抱だいて快楽を得たいという欲よくを向けてくるのは、あの男と同じで……けれどもオーレリアンの欲には裏がない。他ほかの何かを手に入れるための甘言ではなく、目の前の相手が好きだから触ふれたい。深いところで繫つながり、相手を感じて独り占じめしたい──そういう純じゆん粋すいなものだと思えてならなかった。

「覚悟なんてしません。私がうんざりする前に、貴方が飽あきます」

「飽きるならもう飽きています。僕はフィセが受け入れてくれるまで清い身を貫つらぬいて、誰にも触れず、触れさせない。修道士のように清らかに生きて、フィセを待ち続けると誓ちかうよ。ただ、自分自身を慰なぐさめることは許してほしいけれど」

「やめなさい。跡あと取とりを残さねばならない己おのれの立場も考えずに、愚かな誓いを立てるものではありません。守れない約束は自分自身を傷つけます。貴方は誓いを破って平然としていられる人間ではないから、いつか必ず、小さな棘とげのような罪悪感に苛さいなまれます」

「破らなければいいだけの話だよ。先王の娘むすめで、僕の叔お母ばに当たる人が宗そう主しゆ国こくの王家に嫁とついで息むす子こを産んでいるし、その人には幼い息子が二人いる。あちらでは王位継けい承しよう順位が低いから、僕の後こう継けい者しやになってくれる可能性は十分にあるんだ。トワイダルがもっと豊かになってからでないと申し訳ないので、ローズオイルに頼たより過ぎない国に立て直すのが先だけれど」

「後継者の問題がなければ、それでいいというものではありません。貴方には妻を娶めとる義務があります。それに、身分とは関係なく……私は貴方に、誰よりも幸せになってほしい。可愛い我が子を抱いて、慈いつくしんで育て、よき父親になってほしいのです」

　オーレリアンが想おもいを寄せるべき相手は自分ではなく、拒こばむ言葉はいくらでも出てくる。

　これまで通り自分を見ていてほしい気持ちもあるけれど、幸せを願っているのも本心だ。

　彼と離はなれ離れになって、老いて死ぬ姿を目にすることもなく、ひっそりと支えていたい。

　物語のように「めでたしめでたし」で終わる彼の素す晴ばらしい人生を、香かおり高い白薔薇で埋うめ尽くし、彼が統治する国を豊かにできればそれでいい。

「フィセ、僕の幸せは僕が決める。周囲の人やフィセが『完かん璧ぺきな幸せだ』と思ったとしても、僕自身が幸せでなければ意味がない。王子として生まれ、特権を得て税金で生きてきた以上、やるべきことはきちんとやるよ。でも妻を娶るのは義務ではないし、恋れん愛あいは自由だ」

「それは……思春期の子供の多くが口にする夢物語です。オーレリアン、貴方は二つの王家の血を引き、見み目め麗うるわしく賢かしこい王子として成長しました。別の意味で夢物語を生きているんです。他の人が羨うらやむ人生を、もっと大切にしなさい。種族も寿じゆ命みようも違ちがい、性だけは同じなんて、私は貴方に相応しい相手ではありません。私にとっても貴方は理想の相手ではないのです」

「フィセ……それなら訊きくけれど、フィセの理想の相手は？」

「私と同等か、それ以上の妖よう力りよくを持つ花の精に決まっています。交われば新たな花が誕生して、世界を美しく彩いろどります。それが私達の社会であり、貴方には貴方の居場所がある。だからいい加減に手を離してください。それに……今夜はとても疲つかれたので、早く休みたいのです。私は寒くても平気なので二階を使わせていただきます。貴方はそこのソファーでお休みなさい」

「フィセ……せめて誓いの口づけをさせて。唇くちびるになんて贅ぜい沢たくは言わないから、指先に」

　そう言って改めて手を取ろうとするオーレリアンを押し退のけ、フィセは速すみやかに身を引く。

　人生を台無しにする誓いを立てさせるなど、到とう底てい考えられなかった。

「おやすみなさい、よい夢を」

　手を伸のばして未練を見せる彼を置いて、足早に二階に向かう。

　居間の端はしにある階段を上ると、暖だん炉ろの熱が天てん井じよう付近に滞たい留りゆうしているのがわかった。

　オーレリアンから離れた体は冷えていくのだろうが、熱など、火を熾おこせば容易に得られるものだ。心の温ぬくもりはラウニスで取ればいい。他の猫ねこや、この森に住む他の動物達を可愛かわいがり、その成長を見守りながらひっそりと生きるのも悪くない。

　──この森を白薔薇で埋め尽くせば、もう二度と、牢ろうに戻らずに済むのだろうか。

　国王が何を考えているのかわからないが、このまま放ほうっておいてほしかった。

　オーレリアンの幸せを願って拒むことができた自分を少し誇ほこりに思いながら、ここで密ひそかに生きていきたい。香り高い白薔薇を常に咲さかせられるよう、安らぎだけを求めて──。







　先王の愛人が使っていた寝しん室しつのベッドで、フィセは眠ねむれぬ夜を過ごす。

　トワイダルの秋の夜は長いが、やがて朝は来る。

　その時のことを思うと眠れなかった。

　──これが、最後の夜かもしれない。朝になったらオーレリアンは城に戻り、国王は追手を寄よ越こすだろう。オーレリアンの影えい響きようで少し夢を見てしまったけれど……あの男が貴重な財源である私を自由にするとは考えにくい。捕とらえられて幽ゆう閉へいされるくらいなら、この部屋ごと荊いばらの檻おりで囲ってしまおう。離り宮きゆうその物を覆おおうことはできないけれど、この部屋だけならどうにでもできる。朝になったらまず、居間の本ほん棚だなの中身を全部ここに移して、紙やペンも運び込んで、あとは国王が死ぬまで……私はここに籠ろう城じようする。

　窓から射さし込む月明りを受けながら、フィセはシーツの上を幾いく度ども泳ぐ。

　朝が来るのが怖こわかった。何をすべきか冷静に考える一方で、意図的に考えるのを避さけていることがある。避けたところで絶え間なく割り込んでくるのは、オーレリアンとの別れだ。

　もしかしたら、今夜を限りに彼と会えなくなるかもしれない。

　国王が死ぬまで籠城するとして、終わりが何年後になるのかフィセには知る由よしもない。

　もしも二年、三年と経たってしまったら、その時すでにオーレリアンには妻子がいるだろう。

　──誓いの口づけを、拒めてよかった。そう、思わないと。

　オーレリアンに恋こいをしているわけでもないのに、胸がざわついて仕方がなかった。

　誰よりも幸せになってほしい。でも、誰かと並んでいる姿を想像すると息苦しくなる。

　もう二度と会えないなら、せめて同じ部屋で寝ねたかった。振ふり切って二階に上がったことは正しかったと思うけれど、本当は少し後こう悔かいしている。

　──そう言えば、毛布は？　ソファーで寝ろと言ったけれど、下には毛布がない気がする。毛皮の付いたマントをかけていれば問題ない？　それとも今からこの毛布を持って下に行き、オーレリアンが寝ていたら黙だまってかけて、起きていたら少しくらい話をするとか。

　階下に行く理由を得たフィセは、ますます落ち着かなくなる。

　脚あしに纏まとわりつく脚衣の形を解き、普ふ段だん通りに広げた裾すそを乱しながら、どうするべきかを決めかねて寝室を見み渡わたした。

　もしかしたら黴かび臭くさいのではないかと思っていた寝しん具ぐは、これといった問題もなく、真新しく上質な物ばかりだ。肌はだ触ざわりもよく不快な臭においもない。

　天てん蓋がい付きのベッドは大層立派で、牢で使っていた物が如何いかに簡素な物だったかを痛感した。

　部屋はさほど広くないが、売ばい却きやくできる調度品や絵画を運びだした形けい跡せきがあり、欠けた印象がある分、どこか寂さびしく見えた。

　残ったのは、容易に動かせない大型ベッドとワードローブ、薔薇ばらの彫ちよう刻こくを施ほどこした白しろ塗ぬりの壁かべ、女性が好みそうなフリルとレースのカーテン。天蓋ベッドから垂れるドレープやレースも同じ意い匠しようで、『お姫ひめ様』に憧あこがれる少女なら夢見心ごこ地ちになりそうな部屋だ。

　──オーレリアンに会いたい。もっと声を聞いて、もっと触れて……。

　階下に行くべきか否いなか、毛布の端を摑つかみながら考える。

　そうしてあと少しで心が決まるかというところで、ノックの音が響ひびいた。

　足音に気づかなかったため、フィセは酷ひどく驚おどろき身を強こわ張ばらせる。

　思い悩なやんで起きていたことを悟さとられたくないあまり、咄とつ嗟さに寝ている振りをした。

「フィセ、ごめん……どうしても、一いつ緒しよにいたくて」

　瞼まぶたで覆い隠かくした瞳に、オーレリアンの姿が浮うかび上がる。

　遠えん慮りよがちに扉とびらを開いた彼が、今どんな顔をしているのかはわからない。

　心臓が壊こわれそうなほど脈打ち、爪つま先さきが震ふるえる。予想していなかった、嵐あらしの到とう来らいだった。
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　父親から学ぶことはなく、精々反面教師にしかならない人だと思っていたオーレリアンは、今こ宵よい、父親から大切なことを学んだ。

　もしも突とつ然ぜん、明日あしたで人生が終わるとしたら、今の自分には後悔ばかりが残るだろう。

　明日があるのは当たり前ではなく、躊ちゆう躇ちよしていると何もかも手て遅おくれになるかもしれない。

　一日一日を、人生の最後の一日のように大切に生きなさい──と訴うつたえる書物を読んだことはあったが、若いオーレリアンの胸には深く刺ささらなかった。

　死の影かげに怯おびえ、心を荒すさませ、正気を失いつつある父親の暴挙によって、その意味をようやく少し理解した気がする。少しと定義するのは、謙けん虚きよな気持ちからだ。理解しているつもりでも実際には甘く、同じ立場に立ってみなければ本当のところはわからないだろう。

「フィセ、ごめん……どうしても、一緒にいたくて」

　宿望を果たし、愛いとしい人を冷たい牢から出せたのに、離れているのは耐たえられなかった。

　寒さが苦痛にならない体の持ち主でも、フィセは温もりを感じるのが好きだ。

　当人はそれを悟られないようにしていたけれど、オーレリアンは子供の頃ころから感じていた。

　そんなフィセを、寒い部屋で独りになどできない。

「もう眠っているかな？　とりあえず暖炉に火を入れるよ」

　フィセは背中を向けて寝ていたが、眠っているのか否かはわからなかった。

　寝ね息いきを立てていないものの、妖よう精せいの寝息を聞いたことがないので、人間の基準では判断できない。どうなのだろうと考えながら、オーレリアンはマッチを擦すり、薪まきをくべた。

　ひんやりと冷たい火ひ搔かき棒を手に取って、火が回りやすいよう木もく片へんを搔き集める。

　だいぶ時間を要したが、炎ほのおはパチパチと音を立てて広がった。空気がたちまち暖まる。

　月明りしかなかった部屋が少し明るくなり、ベッドの天蓋の下が橙だいだい色いろに染まった。

　たっぷりと撓たわんだドレープが影を落としていても、それ以上に炎の光が強い。

　フィセの頭の形がよく見えて、長い黒くろ髪かみがいつも以上に艶つやめいていた。

「うるさくしてごめん、起こしてしまったよね？」

　おそらく起きていると思ったオーレリアンは、何も言わないフィセに近づく。

　ベッドマットに片手をついても、フィセは反応しなかった。

「眠っている？　今夜は初めて馬に乗ったし、怖い思いをして緊きん張ちようもして、疲れたよね？」

　話しかけても何も変わらず、オーレリアンの胸は俄にわかにざわつく。

　しかし悪い意味でのざわつきではなかった。

　フィセの性格からして、この状じよう況きようで深い眠りにつくとは考えにくく、もし眠った振りをしているなら、それはどういう意味かと思考を巡めぐらせる。

　──起きている時のフィセは理性的で、僕の恋れん情じようを拒こばみ、弟のようにしか思えないと言う。僕を幸せにできる唯ゆい一いつ無二の存在でありながら、僕の幸せを願うようなことを言ってするりと逃にげていってしまう。でも、眠っていることにすれば素す直なおになれるのかもしれない。理性では拒みたくなる僕を本能で受け入れるために、これは必要な行こう為いで……。

　もっと話しかけてもいいのだろうか。触ふれてもいいのだろうか。

　それがフィセの本当の望みで、自分は求められていると信じたい。

「フィセ、この部屋……まだ暖まり切らなくて寒いし、フィセの傍そばに、いたいから、ベッドに入ってもいい？　僕はもう、子供ではないけれど」

　子供の振りをして同じベッドに入るのは卑ひ劣れつなことに思えて、オーレリアンはさらに自分の立場を明確にしようとする。「僕はフィセに恋をしている一人の男だよ。でも、同じベッドで寝てもいい？」と問いかけた。

　そうして羽う毛もうの上うわ掛がけや毛布を捲めくっても、フィセは背を向けたまま人形のように横たわっている。シルクのシーツは白く光こう沢たくがあり、フィセの服と髪かみの色が際きわ立だって見えた。

　どうやって着ちやく脱だつするのかわからない妖精の衣服は、脚衣ではなくいつもの形に戻もどっていて、ドレスのような裾が広がっている。少し捲れた黒衣からは真っ白な膝ひざが覗のぞいており、そこから爪先まで続く脚きやく線せん美びに目を奪うばわれた。細くしなやかな脚は触れなくともわかるほど柔やわらかで、シルクに負けない艶つやを秘ひめている。爪つめに至っては、一つ一つが薄うすい貝かい殻がらのようだった。

「フィセの脚、とても綺き麗れいだね。人魚姫が魔ま女じよに頼たのんで手に入れた、一度も歩いたことのない脚みたいだ。踵かかとまで柔らかそうで、触さわってみたくなる」

　ベッドマットに膝を乗せても、フィセは身じろぎ一つしない。

　生きているのか心配になるほど動かず、「触ってもいい？」と訊きいても答えなかった。

「いつも服に隠れていて靴くつさえ殆ほとんど見えなかったから、白い脚を勝手に想像していたんだよ。実物はもっと綺麗で、今凄すごく……心音が高鳴っている」

　そう言ってフィセの踵に触れたオーレリアンは、別の意味で心音を高鳴らせる。

　予想外の冷たさに息を吞のみ、触れられたフィセではなく自分の方がびくりとしてしまった。

　部屋が冷えていたのだから当然だが、フィセの肌はだは死体の如ごとく冷たく、見た目の柔らかさを大きく裏切るものだった。

「ごめん、こんなに冷え切った部屋で独りにして」

　それを望んだのはフィセ自身だが、今こうして眠ねむった振りをしている以上、あれはフィセの本心ではなかったということだ。それを早く見み抜ぬけていたら、今いま頃ごろフィセの脚は人間のように温ぬくもっていただろう。居間で悶もん々もんとしている時間はさほど長くはなかったけれど、もっと早く追うべきだったと悔くやまれた。

「僕の体温を、写し取って」

　オーレリアンは両手でフィセの爪先を包み込み、そのまま足首や脛すねに触れる。

　手で作った輪の中を幾いく度ども潜くぐらせるように、フィセの肌を摩ま擦さつした。

　マッサージオイルなどなくとも、するりと指が滑すべっていく。血が通っているのが噓うそのように冷たかった肌が温ぬくもり始め、仮死状態の人間に蘇そ生せい術を施している気分になった。

「両足とも温かくなったよ。次は、髪に触れてもいい？」

　完全にベッドに乗り上げたオーレリアンは、腿ももや腰こしに触れたい欲よつ求きゆうを抑おさえて身を伸のばす。

　枕まくらとシーツに広がる黒髪に触れると、フィセから言われた一言が頭を過よぎった。

『それは恋こい人びと同士がする行為です』

　髪を撫なでたがった幼い自分に、フィセは確かにそう言ったのだ。

　そして今、眠った振ふりをして拒まずに撫でさせてくれている。毛先に触れても、頭の丸みを感じるくらい地じ肌はだに近いところに触れても、不自然なほど動かずに好きにさせてくれた。

　本人の代わりにさらさらとよく動く髪は、梳すくたびに指と指の間を滑って逃げる。

　想像していた以上の滑なめらかさに惹ひかれ、フィセの髪に触れていることの喜びに感極きわまって、髪から手を引けなかった。次は頰ほおに触れたいと思っているのに、指も心も囚とらわれたままだ。

「顔に、触ってもいい？　こっちを向いて」

　オーレリアンは片手でフィセの髪を撫で、その流れで後頭部を掬すくい上げる。

　横を向いている状態だったフィセの顔を、自分の方に引き寄せた。小さな頭はいとも簡単に動いてくれて、整った顔を正面からじっくりと見下ろすことができる。

「フィセは、寝ね顔がおまで綺麗だね」

　眠っているものとして扱あつかわないと、この時間が終わってしまう気がした。

　もしも「起きているのはわかっているよ」と言ったら、或あるいは「いつまで寝た振りを続ける気なの？」と訊いたら、フィセは目を覚ますだろう。長い睫まつ毛げを上げて眠そうな顔をしつつ、「今起きました。何をしているんですか？　勝手に触らないでください」と言いそうだ。

　酷ひどく不ふ機き嫌げんな顔で睨にらみつけてくる様を想像すると、余計に愛しさが募つのる。

「魔女の呪のろいで眠りについた姫ひめ君ぎみは、王子の接せつ吻ぷんで目覚めるのがお約束らしいね。でも、僕はそんな方法で目覚めさせたいとは思っていないよ。もっと欲よくが出てしまって、口づけだけでは終われそうにないから……フィセが、眠ったままでいてくれたらいいと願っているんだ。取り返しがつかないことになるまで、ずっと、眠っていて」

　フィセの頭を枕にそっと落としたオーレリアンは、触れたかった白い頰に触れる。

　そして額に唇くちびるを寄せ、親愛を示す口づけをした。

　いきなり唇を奪わなかったのは、フィセに目覚める機会を与あたえるためだ。今ならまだ、兄と弟のような関係のままでいられる。フィセもたぶん、焦あせりつつそう考えているだろう。今こそ目覚める時だと思いながら、迷って迷って、それでも瞼まぶたを上げずにいる。

　──目覚めないなら、僕は突つき進むよ。それがフィセの望みだと信じているから、なんだか凄く嬉うれしくて……僕にはもう、迷いはないんだ。

　額に押し当てていた唇を瞼に落としても、それが上がることはなかった。

　オーレリアンはフィセの上に覆おおい被かぶさり、こめかみや頰に接吻の雨を降らせる。

　体重をかけないよう気をつけながら、手を首筋へと滑らせた。

　妖精の体は人間にそっくりでありながらも奇き妙みような構造になっていて、心臓や頸けい動どう脈みやくは確かにトクトクと鳴っているのに、巡る血には温度がない。オーレリアンが触れていなかった首筋は未いまだに少し冷たく、掌てのひらを当てていると熱が伝染うつっていった。

「フィセの体は、触れるとすぐに温まるね。でも今の段階では……中は冷たいのかな？　僕が欲よく望ぼうを剝むきだしにしてフィセの中に入ったら、奥の方まで熱くなるかな？」

　艶なまめかしいことを耳元で囁ささやいても、フィセは姿勢を崩くずさない。

　頑かたくなであり、無防備でもある体が反応したのは、唇を重ねた時だった。

　柔らかいそれは、触れた瞬しゆん間かんぴくりと強こわ張ばり、舌で開かせようとするとますます力が入る。

　抵てい抗こうする気なのか、こちらが予告した通りの行為を受け入れる気なのか、フィセがどちらを選ぶのかわからないまま、オーレリアンは濃のう厚こうな口づけを求めた。

　赤みが強く、常に潤うるおっていて、ふっくらとして舌した触ざわりのよい唇を割り、唾だ液えきや舌を味わう。

　人間とは違ちがうのだろうと思っていたが、想像以上に魅み惑わく的で、特別な味がした。他ほかの誰だれかと口づけた経験がないので比ひ較かくのしようがないが、しなくてもわかることもある。

　フィセの呼気は仄ほのかに薔薇ばらの香かおりがして、唾液は甘い蜜みつのようだ。

「……ッ、ン」

　オーレリアンは喉のどを鳴らし、フィセの唾液を吸っては飲み干す。

　フィセが薔薇の妖よう精せいだということを実感したが、しかし彼が普ふ通つうの人間だったとしても、恋こい心ごころが加わればこんなふうに甘く感じるのかもしれない。

　唇を重ねる行為は、思っていた以上に特別なものだった。

「フィセ……」

　息をするために顔を引いて、目覚めていないことを確かく認にんする。

　濡ぬれた声で名前を口にしても、フィセは目を開けなかった。

　これ以上の贅ぜい沢たくを望んでも許されるなら、目を開けて「オーレリアン」と呼んでほしい。

　怒おこったり不機嫌になったりするのではなく、この状じよう況きようをすべて受け入れてくれたらどんなに幸せだろう。フィセからの口づけが欲しい。求められ、背中に手を回されたい。

　フィセの手で引き寄せられる感覚を、夢見ずにはいられなかった。

「手の甲こうや指に口づけて誓ちかうつもりだったけれど……唇に誓うよ。僕は一いつ生しよう涯がい、フィセを愛し続ける。フィセは僕の最初と最後を手に入れて、僕はフィセの最後を手に入れる。本当はね、友人から艶つやっぽい話を聞いて、遊び上手で有名な未亡人と引き合わされたこともあったんだよ。そういう相手と練習を積んだ方がいいのかなって……考えたりもした。でも想像することすら無理だったから、実行になんて移せなかった。僕の体はフィセにしか反応しないんだよ」

　オーレリアンは自分の想おもいを正直に語り、寝顔の裏で思い悩なやむフィセを見つめる。

　暖だん炉ろの光が届くため、フィセの顔は生き生きと色づいて見えた。死体や人形のようには見えなくなり、それと同時に、本当に眠っているのでは……という疑いは露つゆほどもなくなる。

　赤みを帯びた頰や、今にも羽ばたきそうな睫毛を見ていると体の芯しんに火が点つき、堪こらえられていたものも堪え切れなくなっていった。

「フィセ、僕の誓いを受けてください。そして、最初で最後の恋人になってください」

　唇では誓いの口づけを、手では衣服の裾すそを捲めくり上げる。

　触ふれたかった腿に触れると、自身の脚あしの間が脈打った。

　体中の血が一点に集まり、腰こし回まわりがきつくなる。いくらか余よ裕ゆうがあるはずの脚衣がみしっと軋きしんで、どこかしらの糸が切れそうな気さえした。夜、独りでベッドに入ったあとにフィセの肌に触れることを想像して同じようになったことはあるが、これほど急激かつ凶きよう器き的に昂たかぶった記き憶おくはない。自分の体の一部なのに、どこからかやって来た異物のように膨ふくれ上がっていた。

「……ッ、ン……」

　フィセの口内を舌で探さぐりながら、オーレリアンは顔を斜ななめに向ける。

　そうすることでより深く求めて、舌を追い、歯列をなぞり、唇を崩して食はむこともできた。

　これまでは寒くて脱ぬげなかった上着を脱ぎ、ヴェストとシャツと脚衣だけの姿になって身を沈しずめていく。唇を解放して首筋を吸うと、フィセは大きめの息をついた。

「フィセ……もっと、触れてもいい？」

　ほっそりとした腿を撫でながら、黒衣の襟えりを広げていく。

　妖精の服には紐ひもも釦ボタンもなく、どこから手をつけてよいかわからなかったが、心配する必要は何もなかった。オーレリアンが知る繊せん維いとはまったく異なるそれは、指を引っ搔かけると柔じゆう軟なんに形を変える。さながら猫ねこの体のように自由に伸びて、白い肩かたも胸も露あらわになった。

　──いつも同じ服だけれど、修道女みたいに首まで隠かくしている時もあれば、鎖さ骨こつが出ている時もあった。今だって、フィセならどうにでもできる。裾を捲られたくなければ、脚を完全に覆う脚衣に変えればいい話だ。でも、そうしない。裸はだかに近いくらい肌を暴あばかれても嫌いやがらず、身を任せてくれている。

　かといって無反応ではなく、隠し切れない強張りが掌から伝わってきた。

　オーレリアンの手が内うち腿ももを滑すべって性器に近づくと、膝ひざが少し上がる。

　唇を胸の突とつ起きに寄せれば、首に力が入って明らかに筋が浮ういた。

「眠ねむっているのに勝手なことをして、ごめんなさい」

　起きてほしい気持ちと、起きていることをフィセが認めた途と端たんに拒こばまれそうな不安の狭はざ間まで、オーレリアンは自らの欲望に従う。透すき通る白い肌はだに色づく胸の突起に、舌を這はわせた。

「──ぅ」

　フィセは初めて声を漏もらし、わずかに身を震ふるわせる。

　それ以上は何も言わなかったが、オーレリアンにとっては胸躍おどる反応だった。

　持ち主が漂ただよわせる孤こ高こうの雰ふん囲い気きとは正反対に、淡あわい色の乳ち首くびはとても可愛かわいらしく、素す直なおで、舌で弾はじくと瞬またたく間に存在感を増していく。まるで「もっと弄いじって」と誘さそっているかのようで、淫みだらな期待に応こたえたい気持ちでいっぱいになった。

「……っ、ぅ」

　またしても声が聞こえてきて、オーレリアンの雄おすは質量を増す。

　悦よろこびはそれだけでは終わらず、フィセの性器に触れると兆きざしているのが感じられた。

　まだ不完全な状態ではあったが、脈打って硬かたくなりつつあるのは間ま違ちがいない。

　もしも無ぶ粋すいな指し摘てきをしたら、「妖精のそれは最初から人より硬いのです」と、怒いかりを籠こめた口調で睨まれそうだ。そんな時のフィセの目の奥にある羞しゆう恥ち心しんや気まずい本音を想像すると、居ても立ってもいられなかった。

「……ん、ぅ」

　あくまでも寝ね言ごとの体ていで嬌きよう声せいを漏らすフィセに、オーレリアンは口吸いの痕あとをつけていく。

　乳首の色よりも濃こい痕を、そのすぐ横に残した。いつ消えるものなのかはわからないが、紅薔薇の花弁を浮かべたような痕を見ていると、フィセの体をより深く味わいたくなる。

「フィセ……」

　薔薇の吐と息いきが乱れるのを感じながら、細く白い脚の間に滑り込んだ。

　袖そでと腰こしだけに黒衣を纏まとわせた体は、目にも艶あでやかで、えも言われぬ芳ほう香こうを立ち上らせる。

　この香りに抗あらがえる人間がいるなら会ってみたいと思うほどに、本能を刺し激げきする魅惑の香りに誘いざなわれた。花の蜜に群がらずにはいられない蜂はちの如ごとく、フィセの雄おす茎ぐきに食くらいつく。

「……ぁ……っ！」

　これまでとは比べようもない甘い声と、蜜みつ孔あなから迸ほとばしる甘い雫しずく──その両方に理性を奪うばわれたオーレリアンは、閉じかけたフィセの膝を摑つかんで広げる。

　一いつ瞬しゆん、「嫌です」と言われた気がしたが、幻げん聴ちように過ぎなかった。

　抵抗を示して閉じようとする膝は、嫌だと言いたげな動きを見せたが、フィセは口では何も言わず、突つき進むオーレリアンに逆らわない。顔に出さないように気をつけながらも、ぐっと歯を食い縛しばり、シーツに爪つめを立てて堪えているのが見て取れた。

「フィセ……ッ」

　美味な蜜がとろりと滴したたる雄茎を、オーレリアンは丁てい寧ねいに舐なめ上げる。

　一度は勢いよくしゃぶりついてしまったが、大切にしたい想いを伝えるために口づけを繰くり返し、先せん端たんの小さな蜜孔を舌で解ほぐした。

「──あ、ぁ」

　舐めるたび、穿ほじくるたびに芯が通って、オーレリアンの昂りに劣おとらないほど硬くなるフィセの欲望に触れていると、いくらか残っていた罪悪感が吹ふき飛ぶ。

　一刻も早く繫つながりたくて、扱しごく指も舐ねぶる舌も性急になった。

　比ひ較かく的てき自制が利きく方だと自覚していたが、それは見込み違いだったらしい。

　雄茎から溢あふれる蜜を舐めているうちに、よりそそられる肉にく孔あなを暴きたい衝しよう動どうに駆かられる。

　体の造りは大人でありながらも、産うぶ毛げすら生えていない白い下腹や性器に名残なごり惜おしく別れを告げたオーレリアンは、フィセの膝裏を掬すくい上げた。

「……っ」

　月光と暖炉の光に秘ひめた狭間を晒さらされているにもかかわらず、フィセは体の力の大半を抜ぬき、関節を持った人形のように大人しくしている。

　それでいて膝や爪つま先さきは小刻みに震えていたが、眠った振ふりを続ける心積もりのようだった。

　オーレリアンとの交わりを能動的なものにせず、あくまでも人形のように受け入れるのは、新たな関係を結ぶ覚かく悟ごができていない証しよう拠こだと思われるが、しかし無理のある演技をここまで貫つらぬくには、それなりの想いがあるはずだ。

「く、ぅ……」

　膝裏を摑んで浮かせた双そう丘きゆうに、オーレリアンは顔を埋うずめる。

　ここもまた赤子のように幼気いたいけで、白と薄うす桃もも色いろしかない甘い果実のようだった。

　秘めた蕾つぼみは慎つつましく、されど舌の動きに応おうじて淫らに応こたえてくれる。

　それも、人間の男の体では到とう底てい考えられないものだった。

　雄という性に反して、フィセの後こう孔こうは蕩とろけるような蜜みつを溢れさせる。

　薔薇ばらの香かおりをつけた蜂はち蜜みつのように芳かんばしく、甘く、とろりとした蜜だった。

　それはローズオイルのようでもあり、あわいを伝って背中の方まで回っていく。

　潤じゆん沢たくに溢れる蜜の役割は、知識に頼たよらなくとも察しがついた。

　現に、後孔に指を添そえると難なく滑り込ませることができる。

　こんなに小さなところにいきり立つ性器が入るものかと心配になっていたオーレリアンに、フィセは明確な答えを返してきた。蜜みつ濡ぬれた肉孔はやんわりと指に絡からみながら拡ひろがり、きつく締しめつけながらも奥へと誘い込んでくる。乳首と同様に、もっと弄られたがっているのが見て取れた。中も外もひくつき、ますます濡れて潤じゆん滑かつのための蜜を溢れさせる器官は、性器以外の何物でもない。雄であっても、子を生なせなくても、フィセのここは紛まぎれもなく性器だ。

　他ほかの雄を迎むかえ入れ、快楽を貪むさぼるための器官へと進化した、淫らな孔が愛いとおしい。

「……ぅ、く……っ」

　フィセは歯を食い縛り、声を漏らさないよう必死になっていた。

　感じやすい体にしたのは誰だれなのか、それを考えるとじりじりと胸が妬やける。

　愛しさが増せば増すほど悔くやしさも独どく占せん欲よくも増していき、指で突くだけでは満たされなかった。

　抱だき合えたらそれだけでいいとさえ思っていたのが、今では噓うそのようだ。望んでも叶かなえられなかったことをしているのに、まだ足りない。もしも抵てい抗こうされても、きっと止められない。

「フィセ……ッ、フィセ……ここに、挿いれても、いい？」

　訊きいても意味のないことを訊きながら、オーレリアンはフィセの足を纏め上げる。

　空けた片手で己おのれの脚衣の紐と釦を外し、きつくて苦しんでいた昂りを解放した。

　持ち主の腹を打ち、不ふ遜そんに天を仰あおぐそこから、どくどくと脈動が伝わる。

　体中に心臓の欠片かけらが散らばり、抑おさえ切れない劣れつ情じようを打ち鳴らしていた。

「──フィセ」

　問いかけても名前を呼んでもフィセは答えず、今もシーツを握にぎり締めている。

　角度を下げなければ位置が合わない性器を寄せると、フィセの足に緊きん張ちようが走った。

　身を繫ぐための粘ねん液えきは、オーレリアンの体からも溢れだし、薄桃色の肉孔に滴り落ちる。

　膨ふくれ上がった先端を擦こすりつけると、そこは花開くように綻ほころんで、蜜を返してきた。

　お互たがいが繫がりたがっていることを、甚いたく正直な体が証明してくれる。早く、早くと急せかすように窄すぼまりが蠢うごめいて、ぴたりと吸いついてきた。

「……ッ、ァ……フィセ……」

「く、ぅ……ふ、ぅ」

　摩ま擦さつで熱く火ほ照てり、やわやわと伸しん縮しゆくする肉の中に入っていく。

　誘い込むくせに痛いほど締めつけてくるフィセのそこは、未知なる官能の坩堝るつぼだった。

「……フィセ……ッ、ごめん……本当は、起きている……時に……」

　起きているのはわかっているけれど、もっときちんと、合意の上で一つになりたかった。

　フィセに見つめられ、背中に手を回されて、「オーレリアン」と呼ばれたかった。

　それが本当の望みだけれど、魂たましいを持っていかれて死にそうなくらい気持ちがいいのも真実で、進む腰を止めることはできない。

「フィセ……ッ、ァ……」

「──く、ぅ……ん、ぅ」

　他の男が突いたところよりも、もっとずっと先まで突きたい。

　他の男が百度の抜き差しをしたのなら、その何百倍もこの身を刻みつけたい。

　フィセの中を自分の形に拡げ、奥まで熱を伝えて、実を結ばぬ種を蒔まいて──フィセの体に残る痕こん跡せきのすべてを塗ぬり替かえたいと思った。初めての男など些さ末まつな存在だったと思うくらい、もう二度と思いださないくらいに、この体で上うわ塗ぬりしたい。

「……ッ、ハ……」

「ん、ぅ……あ、ぁ……ッ！」

　ずぷりと奥まで進むと、フィセは喉のどを晒さらすように仰のけ反る。

　これまでにも絶え間なく吐息を零こぼし、時には甘苦しい嬌声を漏もらしていたが、急激に大きな声を上げて身み悶もだえた。

「フィセ……ッ」

　遂ついに瞼まぶたが上がるかと期待しながら、オーレリアンはフィセの腰を引き寄せる。

　初めて知る肉体の悦よろこびと、想おもい人の体を穿うがつ悦びに、意識が一つに纏まらなかった。

　見つめていたい気持ちも、最さい奥おうを突きたい気持ちも本物で、自分で自分を制せい御ぎよできない。

　フィセをもっと悦ばせ、余よ裕ゆうを持つには──練習させてくれる相手と割り切った遊びをしておくことも大切だったのかと思ったり、この拙つたなさまで捧ささげられたことをよかったと思ったり、是ぜ非ひの判断も下せない有り様だった。

「……ッ、ァ……」

「は、ぁ……ぅ！」

　より奥に入りたくて、自重をかけてフィセを抱だく。

　執しつ拗ように絡みつく内うち襞ひだは、溢れる蜜と共に熱く滾たぎっていた。

　快感は性器のみで得るものではなく、フィセの腰こしを摑つかんだ両手からも、嬌きよう声せいを拾う耳からも、艶あでやかな姿を捉とらえる目からも得られる。そしてむせ返らんばかりに高まる薔薇の香りに酔よい、奥を突くたびに理性が砕くだけた。

「フィセ……ッ、僕を……僕のすべてを、受け入れて……」

　貴方あなたが好きだと、伝えたい。貴方を抱くことができて、夢のように気持ちがよくて、天にも昇のぼる気持ちでいることを伝えたい。愛していると、何度でも繰り返したい。

「──ッ、ゥ」　>>>♥

　伝えたい想いも言葉も、噴ふき上がる快楽に吞のみ込まれる。

　どくんと、全身が弾はじけた。自分が自分でなくなるような、凄すさまじい波が来る。

「ふ、あぁ……っ！」

　フィセの体も大きく弾け、白はく濁だくが黒衣に散った。露あらわな胸も首も、瞬またたく間に濡ぬれていく。

　その様を目にした瞬しゆん間かん、オーレリアンの世界は白で覆おおい尽つくされた。

　強い光に打たれて気を失ったかの如ごとく飛ばされる現象を、恍こう惚こつと呼ぶのだろう。

　初めての境地だった。

　早くフィセの許もとに戻もどりたいのに、いくら足あ搔がいても戻れない。

　否いや応おうなく浮ふ上じようする意識に錘おもりをつけて、天へと引き上げられる前に沈しずめる。

「フィセ……ッ」

　辛かろうじて戻ってきた時にはもう、フィセが目を開けていた。

　精を注ぐオーレリアンの顔を、黒い瞳ひとみが捉えている。

　色づいた唇くちびるは、艶つやを湛たたえながら震ふるえていた。

「……オーレリアン・サミュエル……トワイダル」

　たった一言だけれど、フルネームで呼んでくれた。

　眠ねむそうな顔はせず、驚おどろいた顔もしていない。怒おこることもなければ笑うこともなく、限りなく無表情に近い顔をして、じっとこちらを見つめてくる。睨にらむのではなく、凝ぎよう視ししていた。

　自分を抱いているのが誰であるのか、目で見て名前を口にして、これでもかとばかりに強く、自身に言い聞かせているようだった。

「フィセ、僕は……オーレリアン・サミュエル・トワイダルは、貴方を愛しています」

　僕は僕であって他の誰でもないのだと、感じてほしい。

　安心して飛び込んできていいのだと、信じてほしい。

「フィセ……僕の薔薇ばら王」

　深く繫つながったまま身を沈めると、黒い瞳が濡れていく。

　フィセは何も言わずに瞼を閉じた。

　こめかみに伝う薔薇水の涙なみだを、オーレリアンは静かに吸う。

　フィセの手が恐おそる恐る動いて背中に向かってくると、自分もまた、瞳を濡らさずにはいられなかった。
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　嵐あらしの到とう来らいだと思っていた夜は、実際には甘く切ない夢の一夜で──だからこそフィセは瞼を上げられずにいた。オーレリアンの腕うでに抱かれているのも、彼がすやすやと寝ね入いっているのもわかっていたが、怖こわくて目を開けられない。

　お互いに目を覚ましたその先は、正気の自分として向き合わなければならない。

　おそらく彼は、「フィセは僕に恋こいをしている」「僕達は恋こい人びと同士になった」と認にん識しきして、気をよくしているだろう。そんな彼に対して、自分は何を言えばいいのだろうか。

　──半分寝ていて何も憶おぼえていないとか、そんなことを言って逃にげたところで意味がない。この手をオーレリアンの背中に回して、縋すがりついてしまった。誰だれも知らない、深いところまで来てほしくて、私は……言い訳ができないくらい明らかに、オーレリアンを求めた。

　空が白み始めるまで、いったいどれだけ愛し合ったのだろう。

　朝までずっと、としか言いようがないくらい曖あい昧まいで、数えている余裕などなかったが、誰と何をしたのかは恥はずかしいほど憶えている。

　その瞬間は、心まで蕩とろけんばかりに幸せだった。肌はだと肌の触ふれ合いが嬉うれしくてたまらなくて、「これは恋でも愛でもない、肉にく欲よくだ」と、頭の中で呪じゆ文もんのように繰くり返すしかなかった。

　妖よう精せいも人も、美しいものには惹ひかれる性さが。きらきらと光るものを見ていたくなり、手て触ざわりのよいものには触れたくなる。それは誰もが持つ習性であって、特別な意味などない。私はただ、オーレリアンが美しいから一夜の快楽を愉たのしんでいるだけ──何度もそう言い聞かせながら、彼に与あたえられる悦びに溺おぼれた。

　そうしているうちに、結局自分は再び恋に落ちていて、オーレリアンのことが好きなのだと思い知った。彼への恋れん情じようや愛情を認め、信じてみようと心を決めた。

　この人なら大だい丈じよう夫ぶだと思った。少なくとも眠りに落ちる瞬間は、そういう気持ちを胸に抱いだき、不安を凌りよう駕がするほどの幸福感で満たされていた。

　けれども眠って目が覚めるとたちまち、自分の判断に自信が持てなくなる。

　十七年前も、あの男に抱かれて嬉しかった。快楽に溺れた夜がいくつもあった。

　思い返すとおぞましくてならないが、幸福を感じていた瞬間は確かにあったのだ。

　国王でありながら上級騎き士しとして薔薇の園そのに現れ、妻や子の存在を隠かくされていたのだから、出会いからして噓うそでしかない。だからなかったことにしたいけれど、それは少し違ちがう。

　騙だまされていた間の、架か空くうの騎士スペンサーに対する感情までは否定できない。

　即すなわち、昔と今を比ひ較かくすることは可能だということだ。

　過去の恋は過あやまちで、今は正しいと、いったい何を根こん拠きよに断定できるのだろうか。

　一年後から見れば、この夜も過去でしかない。恋が煌きらめいているのは、その瞬間だけだ。

　──国王の奸かん計けいを見み抜ぬけず、抱かれて舞まい上がった過去を持つ私が、今正しい判断ができているとは限らない。オーレリアンのことを信じる前に、私は、自分を信じられない。

　少年めいた寝ね息いきを立てているオーレリアンの胸むな元もとで、フィセは瞼を上げる。

　オーレリアンが眠っている間に、いつもの自分を取り戻したかった。

　彼に対する想いのすべてを否定するつもりはないが、人間の男の大半は不誠実であり、恋に落ちた自分の判断力は信用できないのだから、不用意に舞い上がってはいけない。

　判断を誤らぬよう、己おのれを律して冷静に考えたい。

　オーレリアンが目覚めたら何を話すのか、どう振ふる舞うのが最善か。

　まずは、この部屋に籠ろう城じようする形で彼と別れるのか否いなかを早さつ急きゆうに決めなければならない。

　それにより取る態度も変わってくるというものだ。「もう会いません、末永くお幸せに」と身を引くなら、恋こい心ごころを認めるわけにはいかない。それはあまりにも身勝手過ぎる。

　──一度離はなれて、冷たい外気を吸わなくては……こんなに熱い胸に抱だき寄せられていたら、冷静な判断なんてできない。一生このまま、二人で一いつ緒しよにいたいなどと思ってしまう。

　自分を抱く腕から逃げると、「ん……」と微かすかな声が聞こえてきた。

　まだ起きないでと願いながら、フィセは床ゆかに爪つま先さきをつく。

　まずは片足に体重をかけ、天てん蓋がいを支える柱に触れないよう気をつけつつ、静かに下りた。

　幸いベッドは軋きしまず、オーレリアンは眠ったまま上うわ掛がけを抱き寄せる。

　その動作の途と中ちゆうで、掌てのひらがちらりと見えた。

　鍵かぎの痕あとが赤く残っていて、それを見るだけで我が身を焼かれるようにつらい。

　引き受けてあげられるものなら、そうしたいと思った。

　──昨日までとは、違って見える。より大切で……魅み力りよく的で、男らしく見えてしまう。

　体が早熟でも中身は子供に過ぎないと、そう思い込もうとしていた昨日までと、雄おすとしての肉欲を知り尽くしてしまった今日では、違って見えて当然だった。

　二人を隔へだてる鉄格ごう子しもなく、触れたいだけ触れることができるのだから、あとは己の心との闘たたかいだ。

　──もっと、触れたい。手触りを知ってしまった髪かみに指を埋うずめて、手て櫛ぐしで何度も梳すきたい。昨夜ゆうべはあまり触れられなかった肌にも、もっと触れて……その下にある筋肉を感じ、頼たのもしい骨格をなぞりたい。熱く汗あせばんでいく肌に唇を寄せ、私も、痕をつけたい。

　眠るオーレリアンを見つめながら、フィセは黒衣の胸元を摑つかむ。

　そうでもしないと彼に触れてしまいそうな手を制し、静かな深呼吸を繰り返した。

　指先が触れた黒衣は、今は体にぴたりと合っているものの、白く乾かわいたものが付着していて、なんとなく恥ずかしくなる匂においがする。

　オーレリアンの青い精も少しはあるが、殆ほとんどは自分が放ったものだった。

　濃のう厚こうな薔薇の淫いん蜜みつが、地図のように大きな染しみを残している。

　オーレリアンの精の多くはフィセの体内にあり、それは今も潤うるおっていた。

　──太陽の下で淫みだらな気分にならないように、消してしまわなくては……。

　このまま、体の中にオーレリアンの痕こん跡せきを残しておきたいけれど、そうもいかない。

　目を覚ました彼にどんな顔を向ければいいのか決まっていない身で、危あやういものを抱かかえてはいられなかった。

　──消えて……私を、清い身へ。

　胸に手を当てながら望むと、体に妖よう力りよくが満ちていく。

　温ぬくもりはなく、むしろ冷感に近いものが体の末まつ端たんまで行き渡わたり、妖精から見て不ふ浄じようなものが消しよう滅めつした。

　汗あせ濡ぬれた肌も髪も浄じよう化かされ、体の中も着ている物も瞬またたく間に元通りになる。

　染み一つなくなった黒衣の胸元を摑んだまま、フィセはオーレリアンの衣服に目を向けた。

　彼は上着こそ脱ぬいでいたが、ヴェストは着込んでいる。もちろんシャツもそのままだ。

　行こう為いのあとに着直したわけではなく、ずっと着ていたことを思い返すと、もやもやと気分が淀よどみ始めた。

　以前のフィセならなんとも思わなかったことだが、この十七年間、様々な分野の書物を多く読んできたので人間の常識やマナーは概おおむねわかっている。

　高貴な男は娼しよう婦ふを抱く時に衣服を脱がず、最低限しか肌を晒さらさないという。

　ただしそれには諸説あり、『愛する女性の前でのみ男は全ぜん裸らになる』というのは暖かい国の常識で、『寒い国では互たがいに全裸にならないこともある』と書かれている書物もあった。

　──抱かれる立場の私は、人間の女性と同じだとして、オーレリアンが私を軽く扱あつかったとは思えないけれど……行為の最中、この部屋は暖まり過ぎていた。汗を搔かくほど暑かったのに、オーレリアンは火を弱めには行かず、私を抱くことに心血を注いでいた。

　ヴェストやシャツを脱ぐくらいはできたはずなのに、どうして脱がなかったのか。

　もしかしたら国王との過去を知り、軽く見ているところがあったのかもしれない。

　それとも、眠ねむっている振りをして覚かく悟ごを見せず、狡ずるく快楽を手に入れたことを内心どこかで軽けい蔑べつしていたのだろうか。

　そうだとしたらつら過ぎて、霞かすみとなって消えたくなる。

　人間の男は誰しも狩しゆ猟りよう本能を持ち、手に入れた獲え物ものには興味が失うせると本に書いてあった。

　抱かれたこちらは愛いとしさが増しているのに、抱く側の彼は逆かもしれないのだ。

　──やめよう、考え過ぎだ。あまりにも無知で愚おろかだった昔の私も嫌いやだけれど、考え過ぎて臆おく病びようになる今の自分も嫌になる。

　フィセはオーレリアンを起こさないよう慎しん重ちように身を伸のばし、眠る彼の肩かたに手を翳かざした。

　触れはしなかったが、薔薇王としての妖力を全身に送り込む。

　上掛けに隠れた体まで意識して、行為の痕跡を消し始めた。

　フィセの掌から、虹にじに金粉を散らしたような光が舞い、元より煌めくオーレリアンをさらにきらきらと輝かがやかせる。

　衣服に付着した体液は消滅し、汗濡れた長いブロンドからも、煤すすで汚よごれた肌からも、不浄なものが消えていった。

　フィセの力は余りあり、オーレリアンの周囲の寝しん具ぐにまで及およぶ。

　二人の体液で汚れたはずのシーツや毛布が、染み一つない物へと変化した。

　時間を戻もどせるわけではないので、浄化できるものは限られていたが、殊ことオーレリアンと今のベッドの状態に関しては、時計の針を昨夜まで戻したかのようだった。

　急にさらさらと寝ね心ごこ地ちが好よくなったせいか、オーレリアンは「んぅ、気持ちいぃ」と小さな寝ね言ごとを漏もらす。甚いたく幸せそうな顔をして、深い眠りに沈しずんでいった。

　──痕跡を消して、昨夜は何もなかったことにして、「夢でも見たのでは？」と、素知らぬ顔で言えたら楽ではあるのだけれど。

　心定まらぬフィセは、溜ため息をつきながら部屋を去る。

　扉とびらの向こうは牢ろうと変わらないほど冷え切っており、すぐにベッドに戻りたくなった。

　階段を下りると、一階の窓から外が見える。

　どうやら明け方に雪が降ったようだった。

　そもそも降らない日は少ない今日この頃ごろ、逃とう亡ぼうの際に晴れていたのは幸運と言えるだろう。

　朝になっても薄うす暗ぐらい室内を歩き、フィセはオーレリアンのマントを探し始める。

　昨夜、泥どろ水みずが撥はねて裾すそが汚れたのを知っていたので、今のうちに浄化を……と思ってのことだったが、どこを見ても見当たらない。

　いくら探しても見つからず、思わず首を傾かしげた。

　──おかしい。二階の寝しん室しつにはなかったはず……あれは毛皮と一体化しているから、どこに置いても嵩かさ張ばって目立つのに。

　不思議に思ったフィセは、不意に生き物の気配を感じる。とても大きな動物の気配だ。

　すっかり忘れていたが、巨きよ大だいな黒馬が馬小屋にいることを思いだした。

　それによりマントの行き先もわかる。

　オーレリアンはおそらく、二階に上がる前に外に出て馬小屋に立ち寄ったのだ。

　トワイダル城の堅けん固ごな馬小屋とは比べようもないほど簡素な馬小屋で、第二の愛馬が凍こごえていないか心配になったのだろう。

　王族の象しよう徴ちようである立派なマントを、馬にかけてやったに違ちがいない。

　彼はそういうことをする人だと、フィセは知っていた。甘い一夜に心惑まどわされ、馬の存在を忘れていた自分が情けなくなるくらい、よく気がつく優やさしい人だとわかっている。

　──昨夜は雪が随ずい分ぶんと降ったようだった、馬小屋は無事だろうか。私に何ができるわけでもないけれど、せめて撫なでてやりたい。摩ま擦さつで少しは温められる。

　そう思って動きだすのは、寒がっているかもしれない馬のためか、オーレリアンの温もりが恋こいしくてたまらない我が身のためか。どちらなのかと考えながら、フィセは玄げん関かんに向かう。

　離り宮きゆうとはいえ、よくある貴族の屋や敷しき程度の大きさしかない小ぢんまりとした建物だ。居間と玄関までの距きよ離りは短く、扉の鍵も容易に外すことができた。

　二枚ある扉のうち、片側だけをそっと開く。

　その瞬しゆん間かん、すうっと寒気が拭ふき込んできた。

　それもただの寒気ではなく、フィセですら驚おどろくほど芳かぐわしいものだ。

　可か憐れんで瑞みず々みずしい薔薇の香かおりに、蜜みつを含ふくんだ果実の如ごとき甘さが加わり、止とどまるところを知らぬ勢いで広がっていく。

　色に譬たとえるなら紛まぎれもなく頰ほお紅べにの色で、音に譬えるなら、黄金で出来た小さなベルを一いつ斉せいに鳴らしているような、恋の悦よろこびに満ちた香りだった。

「──っ、これは……」

　離宮を取り囲む森は白く、眠っている間に雪が降ったと信じて疑わなかったフィセの目に、森を覆おおい尽つくさんばかりの白花が飛び込んでくる。

　池だけは除くものの、積雪に隠かくされた大地も、焦こげ茶ちや色であるはずの木の幹も、昨夜は雪を抱えていた枝葉もすべて、鮮あざやかな緑の蔓つると純白の薔薇で埋め尽くされていた。

　それも、蔓の緑が目立たぬほどの花つきだ。

　人間がどれほど丹たん誠せい籠こめて花の世話をしても、薔薇がこれほど多くの花をつけることはあり得ない。隙すき間まなど許さぬとばかりに大輪の白薔薇が咲さき、恋に浮うかれ、幸福を謳うたっている。

　貴方あなたが好き、愛している──と、薔薇王フィセに代わり、うるさいほど叫さけんでいる。

「あ、ぁ……」

　己おのれの感情が生みだしてしまう凄すさまじい薔薇の殷いん盛せいに圧おされ、フィセは小さな池のほとりまでふらふらと歩を進めた。

　途と中ちゆうで座り込んだ先は柔やわらかく、棘とげのない薔薇の絨じゆう毯たんのようだ。

　否いや、絨毯というよりはベッドに近い物と言えるだろう。

　大人の男の掌てのひらよりも大きな花が二重三重に重なり、降り立ての積雪のようにふわりと迎むかえてくれる。

　フィセを取り囲むことで香りも一層増していき、新たな蕾つぼみが次々と現れた。

　咲く場所がなくなった花が水みな面もの際きわで開き、花弁の大半が水に浸つかる始末だ。

　昨夜も今朝も、雪など降りはしなかったのだ。

　弁解しようがない恋こい心ごころは、十七年前の繰くり返しとしか思えなくて怖こわくなる。

　酷ひどく怖くて、頼たのむからこれ以上咲かないでくれと願うのに、止められなかった。冷たい池に身を投じる蕾も出始めて、ますます収しゆう拾しゆうがつかなくなる。

　──制せい御ぎよできない想おもいは、怖い……もし裏切られたら、私はまた……。

　尋じん常じようならざる白薔薇でトワイダル中を覆い尽くしたあと、自分が何をしたのか、思い返すと立ち上がれなかった。

　白薔薇の上に広がる黒衣のように黒い薔薇で、人々を苦しめたことを忘れてはいない。

　数え切れないほどたくさんの家屋を破は壊かいし、鋭するどい棘によって負傷者を出したのだ。

　再びあのようなことが起きれば、今度は死者が出るかもしれない。

　この世に誕生したばかりで無知だったうえに、意図的に騙だまされた──という免めん罪ざい符ふがない分、オーレリアンとの関係に亀き裂れつが生じた時の絶望はより深いとわかっている。

　自分の意思で抑おさえ切れない黒薔薇が国中を駆かけ抜ぬけ、凄せい惨さんな光景を生みだすのが目に見えるようだった。

　──白いうちは、まだいい。これが黒く染まり、血溜まりに沈むことになったら。

　雪と同化した白薔薇が、フィセの目には黒く見えてくる。

　池の水も赤く変わって、白く美しいはずの世界が血ち塗ぬられていった。

　この恋は危険を孕はらんだものだと、魂たましいが訴うつたえてくる。

　これまで通り、最低限のローズオイルが採れる分だけを咲かせられるよう、穏おだやかに生きていくべきだ。ラウニスと、他ほかに可愛かわいらしい猫ねこでも飼って、本を読み、名もなき妖よう精せい達のために翻ほん訳やくの仕事をしていればいい。

　それが賢けん明めいだということは、考えるまでもなくわかり切っている。

　──まずは落ち着いて、深呼吸を……私の目の前にある薔薇ばらは、間ま違ちがいなく白い。甘やかで華はなのある香りを漂ただよわせ、質のよいローズオイルが採とれる薔薇なのだから。

　フィセは大輪の薔薇を一輪手た折おり、その香こう気きを吸い込んだ。

　結論を出すのはあとにして、一いつ旦たん心を落ち着けようとする。

　唇くちびるを寄せた花弁は確かに白く、天鵞絨ビロードさながらの感かん触しよくだった。

　手にした茎くきは若々しい緑色で、棘は殆ほとんど目立たない。茎その物は一夜で形成されたとは思えないほどしっかりとしているが、棘は小さく柔らかい。上からそっと撫でれば、人を傷つけることはないだろう。形も手て触ざわりも、過去に見たことがないほど慎つつましやかな棘だった。

　大だい丈じよう夫ぶ、世界は白い。いい香りのする美しい景色が広がっている。少なくとも今は、何一つ問題は起きていない。薔薇王が咲かせるに相応ふさわしい白薔薇が咲いただけだ。香りがよく、棘も控ひかえめで、誰だれもが歓かん迎げいしてくれる見事な薔薇が咲いたのだから、悲観しなくてもいい──そう言い聞かせて正常な視覚を取り戻もどしたフィセは、香気に香気を重ねるような息をつく。

「フィセ、おはよう」

　黒と赤で侵しん蝕しよくされた世界から抜けた刹せつ那な、オーレリアンの声に耳を打たれた。

　玄関の扉が開く音に気づかなかったフィセは、驚きのあまり振ふり返ってしまう。

　表情を作らずに無防備にオーレリアンと顔を見合わせ、咲き誇ほこる薔薇よりも花開いた笑え顔がおに目を奪うばわれた。

　月が隠れ切らぬ仄ほの明るい朝に、雲間から金色の光が一筋射さして、神の使いが舞まい降りたかのようだった。背中に白く大きな翼つばさが見えた気さえする。

　目を凝こらすとそれは翼ではなく、離宮の壁かべに張り巡めぐらされた白薔薇の群れに過ぎなかったが、微笑ほほえむ彼は本物の天使のようだった。

　人間ならば、これほど眩まぶしく輝かがやいているはずがない。

　こんなにも喜びに満ちた笑みを浮かべて、こちらの胸まで幸福感で満たしてくれる彼は……やはり天使だ。人間の男と恋に落ちたなどと思わなくていい。

　この恋は人ならざる者同士の恋。きっと、永遠に終わらない恋だ。

「こんなに見事な白薔薇が咲くなんて、僕は……なんて幸せ者なんだろう」

　上着は着ていてもマントは羽織っていない彼は、寒さを忘れた様子で歩いてくる。

　池のほとりに座り込んでいたフィセの前まで来ると、恭うやうやしく膝ひざをついた。

　目線の高さを近づけ、白薔薇を握にぎるフィセの手を取る。

「これが答えだと、思ってもいいですか？」

　普ふ段だんよりも丁てい寧ねいな態度と口調で、オーレリアンは訊きいてきた。

　その姿は姫ひめ君ぎみに求きゆう婚こんする王子そのもので、自信の裏で緊きん張ちようしているのが見て取れる。

　彼に自信を与あたえているのは、寡か黙もくな主あるじに代わって雄ゆう弁べんに咲く薔薇達だ。初めて繫つながり合った夜が明けて、こんな光景を見れば誰でも確信するだろう。あの男も同じだった。

「──私は、快楽に……とても弱いのです。薔薇の精は、そういう性質なので、深い意味などありません。昨夜ゆうべのことは特別な行こう為いのように捉とらえないでください。一時的に発情し、貴方の体で……肉にく欲よくを満たしたことは認めます」

　この期ごに及およんで本当のことを言えないフィセに、オーレリアンは目を大きく見開く。

　しかしそれは一いつ瞬しゆんのことで、さほど驚いてはいなかった。傷ついている様子でもない。

　燦さん然ぜんと輝く自信は曇くもることなく、むしろ先さき程ほどまでより堂々とした顔つきになった彼は、手を握りながら見つめてくる。

「薔薇王フィセ、僕は貴方を信じていますが、貴方の言葉は時々信じません。僕は全身全ぜん霊れいで貴方に求婚します。僕の唯ゆい一いつの恋こい人びととして傍そばにいてください。僕が王位に就ついた時は、王おう妃ひのように僕の隣となりにいてください。偉い大だいな薔薇王である貴方に、こんな求婚をするのは無礼だと、重々承知しています。それでも僕は、貴方に求婚せずにはいられません。貴方を愛するあまり、二人で一いつ緒しよにいる未来しか見えないからです」

　フィセの発言を信じないと一いつ蹴しゆうしたオーレリアンは、熱っぽい目を向けてくる。

　ゆっくりと身を低くしたかと思うと、上うわ目め遣づかいのまま手の甲こうに口づけてきた。

　その唇は情熱的で、雪と薔薇の上で冷え切った身に温ぬくもりを与えてくれる。

「僕と、結けつ婚こんしてくれますか？」

　こんなふうに言われて、心躍おどらないわけがない、嬉うれしくないわけがない。

　ときめいて脈打つ心音が指先まで伝わりそうで、誤ご魔ま化かす術すべが見つからなかった。

　はい──と、そう言ってしまいたい。もう噓うそはつきたくない。オーレリアンを信じる勇気を振り絞しぼれば、きっと幸せになれる。自分も彼も、この国の民たみまでも、幸せにできる。

「しばらく、考えさせてください」

「──フィセ……」

　はいと言いたくて、言えなくて、今度こそオーレリアンを傷つけてしまった。

　狂くるい咲く白薔薇によって自信を得た彼は、期待を裏切られて沈しずみ込む。

　懸けん命めいに微び笑しようを保とうとしていたけれど、瞳ひとみが揺ゆらいでいた。

「そう……そう、だよね……ごめん、贅ぜい沢たくなことを、望み過ぎた」

　オーレリアンの声は些いささか重くなり、雪待ちの空の色のヴェールを帯びている。

　思えば先程までは薔薇色だった。白薔薇でも紅薔薇でもない、幼い頃ころの彼の頰ほおの色だ。

　今ならまだ、訂てい正せいできる。「しばらく考えた結果、決めました」と言えばいいのだ。

　あえて色よい返事をせず、そのあと即そく座ざに快かい諾だくするという行為は、人間の間で時々あるやり取りだと知っている。一度落として、そこから驚おどろかせて盛り上げる手段だったことにすれば、オーレリアンを傷つけずに済むはずだ。今ならまだ間に合う。

　彼は驚き、たちまち浮ふ上じようして最高の笑顔を見せてくれるだろう。

「この白薔薇の森の中に、咲さいていたらいいのに」

　素す直なおに求婚を受けよう──そう覚かく悟ごを決めたフィセは、オーレリアンの呟つぶやきに息を詰つめる。

　あと少しで言葉が出るところだったが、喉のどの奥へと引き下がってしまった。

　オーレリアンはおもむろに立ち上がり、離り宮きゆうを取り囲む森を見み渡わたす。

　季節に合わない白薔薇と緑の蔓つるで彩いろどられる木々を、愛いとしげに見ていた。

「この白薔薇、数十万本はあるのかな？　搔かき分けて探したら、見つかったりしないかな？」

　一度は落らく胆たんしていたオーレリアンは、新たな夢を見つけた少年のように語る。

　早くも期待と希望を取り戻した彼の言葉に、フィセの体は石像の如ごとく固まった。

　彼が咲いていてほしいと願う花は何か、白薔薇を搔き分けてでも探したくなるのは何か──考えることを拒きよ否ひする頭に浮うかび上がるのは、見たことのない色の薔薇だ。

　人間の男の不実を知らず、裏切られる痛みも知らなかった頃、白薔薇を搔き分ける男の姿を確かに目にした。

　それほど価値のあるものなのか、あの頃はわからなかったことが今はよくわかる。

　人間の命は短いうえに、半分ほどは老いを感じながらの人生だ。

　永遠の命と若さ、輝きまで得られる悠ゆう久きゆうの薔薇は、欲よく深ぶかい人間にとって一国を賭かけるほどの秘宝に他ならない。

「悠久の薔薇の伝説を、知っていたのですか？　興味が……あるのですか？」

　これまでオーレリアンは、一度としてその話を口にしたことがなかった。

　知らないか、知っていても興味がないか、そのどちらかだと思っていた。

　若いというよりは、幼いといっても過言ではない年ねん齢れいのオーレリアンが、永遠の命や若さに興味を持っていなくとも不思議ではなかったが、彼の答えは違ちがっていた。

「もちろんだよ。興味がない人なんて、たぶんどこにもいないよ」と笑顔で答える。

　父親のように白薔薇を無造作に搔き分けたりはしなかったが、求めているものは同じだった。

　より価値のある薔薇を求めて、森を一望に収める。

「今すぐには無理でも、いつかきっと咲くよね？」

　オーレリアンは両手を大きく広げ、寒気の中で真っ白な息を吐はいた。

　真夏の大空の色をした瞳に、灰色を帯びた空を映しだす。

　天に薔薇が咲くはずがないが、空を仰あおいで宣言した。

「僕が必ず咲かせてみせる」と、雄お々おしく力強い声で言ったのだ。

「オーレリアン……貴方あなたは、永遠の命と、若さが……欲しいのですか？」

「うん、もちろん欲しいよ。フィセと一緒に、永遠に生き続けたいから」

　そう答える彼は、屈くつ託たくのない笑顔を向けてくる。

　永遠の命と若さを望むのは至し極ごく当たり前のこととして、父親と殆ほとんど変わらぬ台詞せりふを、しかし遥はるかに明るく無む邪じや気きに語った。

　騙だまそうと思って騙す男とは違い、悪気など微み塵じんもない。もちろん罪もない。

　そう信じたい一方で、フィセにはオーレリアンがわからなくなっていた。

　頭の中が黒で侵蝕されていき、二人の男の姿が重なる。

　──私は、同じ過あやまちを繰くり返しているだけなのかもしれない。

　十七年前、あの男が白薔薇を搔き分けていた時点で、すぐに気づいて引くべきだったと散々悔くやんできた。すでに身を穢けがしたあとではあったが、早々に縁えんを切っていれば招かれざる客にならずに済んだ。あの男や王妃の前で、みっともなく取り乱すことはなかったのだ。

　終始冷静な態度で過ごせていたら、おそらく誰だれにも気づかれずに出国できただろう。

　異国で暮らせば、鋭するどい棘とげを持つ黒薔薇の異常発生を避さけられたかもしれない。

　悔やんだところで今いま更さら遅おそく、どうにもならないのはわかっている。けれども同じ過ちを繰り返さぬよう教訓にすることはできるのだ。

　むしろそれ以外に、過去を乗り越こえる術はない。

　オーレリアンの真意が明確になるまでは、決して気を許してはならないと思った。

「フィセ、僕は……僕達の間には、真実の愛が芽生えると確信しているよ」

「──ッ」

　真実の愛──その言葉を耳にした瞬しゆん間かん、雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきが走る。

　そんなものはどこにもないと思っていた。見つけた気がしたが、今も半信半疑だ。

　いっそのこと、真実の愛を得ても形あるものは生みだせない、人間の男の身ならよかった。

　愛が心身の繫がりだけで終わるのならば、オーレリアンを疑わなくても済んだのに。きっと、今度こそ幸せになれたのに──。

「……グ、ァ……ッ！」

　突とつ如じよ苦しげな呻うめき声が聞こえてきて、フィセは顔を上げる。

　同時に、座り込んでいた自分がいつの間にか立っていることに気づかされた。

　それだけではなく、右手と一輪の白薔薇ばらを、何な故ぜかオーレリアンの胸に当てている。

　何かをした記き憶おくはないのに、そっと持っていたはずの薔薇の茎くきを思い切り摑つかんで、拳こぶしを彼の胸の中心に叩たたきつけていた。ただ押し当てたのではなく、強く叩きつけたのだとわかったのは、小指の辺りに衝撃の余よ韻いんが残っていたからだ。

「フィ、セ？」

　力いっぱい握り締しめた茎は鉄のように硬かたく、慌あわてて手を離はなすと勝手に動きだす。

　ぐぐっと音を立てんばかりに、彼の胸にめり込んでいった。

「ウ、ッ……グ、ゥ！」

「あ、ぁ……」

　薔薇としてはとても大きな白薔薇が、オーレリアンの胸に咲く。

　今何が起きているのか、誰がやったことなのか、フィセがすべてを認にん識しきしたのは薔薇が赤く染まり始めてからだった。

　それは薔薇であって薔薇ではなく、オーレリアンのヴェストやシャツを貫かん通つうしている。

　皮ひ膚ふも肉も貫つらぬいて心臓に達し、白い花弁を徐じよ々じよに赤く染めていった。

「フィセ……ッ、どうし、て……」

　自身の胸むな元もとを見下ろしながら、オーレリアンは膝ひざを折り、ぐらりと崩くずれる。

　緩ゆるやかに倒たおれていく彼に手を差し伸のべることもできず、「どうして？」という問いに答えることもできずに、フィセは変わりゆく光景を見ていた。

　オーレリアンの体が雪と薔薇の上で弾はずみ、ブロンドが広がり、手足が痙けい攣れんしだす様を、ただ呆ぼう然ぜんと見ていることしかできなかった。

　その胸に咲く薔薇が、白かったのが噓のように赤く変わっても、立ち竦すくんだまま動けない。

　どうしてこんなことをしてしまったのか、身に覚えがなく、理解できず──けれども手指は確かに覚えている。

　これは自分がしたことに間ま違ちがいない。

　この手で薔薇の茎を硬こう化かさせ、彼の胸を刺さしたのだ。真実の愛という言葉を口にしながら、悠久の薔薇を求めるオーレリアンが許せなかったのかもしれない。自分のことなのに、本当の理由はわからない。刺したという事実以外は曖あい昧まいで、いくつもの感情が絡からみ合っていた。

「……僕は、このまま……死ぬの、かな？」

　池のほとりで仰あお向むけになりながら、オーレリアンはフィセを見上げる。

　胸の薔薇が生き生きと赤くなればなるほど、その顔からは血の気が引いていった。

　唐とう突とつに死の気配に襲おそわれたにもかかわらず、オーレリアンは絶望の表情を見せず、天に召めす運命を驚くべき早さで受け入れようとしている。

　その証しよう拠こに、彼はフィセに向かって微笑ほほえみかけた。

　口角から血を溢あふれさせながらも、命いのち乞ごいするでもなく、恐きよう怖ふに駆かられるでもなく、にこりと笑ってみせたのだ。

「──大だい丈じよう夫ぶ……だよ……僕が、いけない……っ、だよね……」

　血染めの薔薇に触ふれた手を、オーレリアンは高く掲かかげる。

　そうではないと、言いたかった。貴方は何も悪くないと言いたくて、フィセは彼の隣となりに膝をつく。血に塗まみれた手を取ると、胸の底から込み上げるものがあった。

　言いたいことがあるのに言葉が詰まり、「オーレリアン」と名を呼ぶことしかできない。

　言葉では、たったそれだけが精いっぱいだった。

　せめてもと彼の手を自分の頰ほおに寄せ、その血を肌はだに塗ぬりつけて愛いとしさを示す。

　体からも衣服からも彼の体液をすべて消してしまったけれど、それは本意ではなく、本当は血すらも愛しく思える。もしも彼が死んでしまうなら、今すぐ伝えたい。

　信じる勇気がなくてごめんなさい。貴方が好きです、小さな頃ころからずっと愛し慈いつくしんできて、今は貴方に恋こいをしています──と、心の底から叫さけびたい。

「オーレリアン……ぅ……ぁ」

「フィセ、自分を……っ、責めない、で」

　オーレリアンは眉まゆ根ねを寄せ、額に脂あぶら汗あせをびっしりと滲にじませながらも笑えみを浮うかべる。

　濡ぬれた手でフィセの頰を何度も撫なでて、「きっと、僕が傷つけた……ごめんね」と謝った。

「オーレリアン……ッ」

「フィセ……やはり、思った……通り、だよ。もっと……一いつ緒しよに、いたいって、思うけれど、後こう悔かいは……ない、よ。僕は、フィセに……きちんと、伝えられ……た……」

「待って……待ってください……もう喋しやべらないで！」

　ようやく言葉が出るようになっても、恋や愛の告白などできなかった。

　これまでとは違い、素す直なおになれないわけではない。口が動かないわけでもない。

　フィセは意図的に言葉を吞のみ込み、オーレリアンが欲しがるものを与あたえなかった。

　今ここで与えてしまったら、本当に天に召されてしまう気がしたからだ。

「オーレリアン……ッ、待って……私は、貴方を死なせたくない！」

　今、自分にできること──それは彼の心を満たして安らかに逝ゆかせることではない。自らの行いを省かえりみて悔やんでいる暇ひまもなく、一心不乱に命を繫つなぎ止めることだ。

　彼の心臓に刺さっているのは鉄で作られたナイフでもなければ矢でもなく、他ほかならぬ自分が生んだ薔薇なのだから、希望を持ってもいいはずだ。

　これほどの傷を治せる力は持っていないが、それでも諦あきらめない。

　生後間もない頃から、オーレリアンの幸せを願ってきた。弟のように愛してきた。

　そんな自分が彼を傷つけ、こんな所でむざむざ死なせるなんて、絶対にあってはならない。

　これは不可能、これは可能──と直感的に察する能力が妖よう精せいには備わっていて、今は前者の直感を強く覚えている。彼を完全に回復させるのは無理だと、本能が訴うつたえてくる。

　それに抗あらがっても無む駄だだということを、知らないわけではなかった。

　どんなに抗っても己おのれの意志を通せないからこそ、長年苦しんできたのだ。

　刺とげ々とげしい黒薔薇の隆りゆう盛せいを抑おさえ切れなかったのが現実で、不可能の直感も可能の直感も、常に当たってきた。

　それが妖精の空むなしい運命であり、自然の摂せつ理りだとわかっている。

　それでも今は、抗うと決めた。

　確率など一いつ切さい考えない。迷わずに、諦めない道を選ぶ。

「死なないで……っ、オーレリアン！　私が、必ず治してみせます！」

　フィセは声を限りに叫び、摑んでいた手を強く握にぎり締めた。オーレリアンの胸を刺した身で、治すなどと言っている自分を愚おろかだと思う。けれども必ず治してみせる。

　恨うらまれても愛あい想そを尽つかされても当然なのに、頰を撫でてくれる手からは許しを感じられた。

　もっと一緒にいたい互たがいの想おもいが、確かに行き交かう。

「オーレリアン！　どうかあと少し耐たえてください。今、傷を癒いやすための妖よう力りよくを注ぎ込んでいるところです。必ず出血を止めてみせますから……どうか、私の力に身を委ゆだねて、死を撥はね除のけてください！　薔薇に、貴方あなたの傷から手を引くよう命じています！」

　フィセは片方の手で血の薔薇に触れ、思い通りの動きをさせようと必死になる。

　オーレリアンの胸の傷から、ただ退ひかせるだけでは駄だ目めだ。

　無理に抜ぬき取れば、間かん欠けつ泉せんのように血が噴ふきだしてしまうだろう。

　薔薇王としてフィセが血の薔薇に命じたのは、「オーレリアンの胸に空いた穴を塞ふさぎ、傷を着実に癒やしながら退け」という命令だった。

　しかし思うようにはいかない。

　血を吸い過ぎた薔薇は花弁から蜜みつのように血の玉を浮かせ、それをぽたぽたと滴したたらせる。

「……フィセ、独りにして……ごめん、ね……」

　頰を撫でてくれていたオーレリアンの手は、いつの間にか動かなくなっていた。

　そして完全に力が抜ける。くたりと、折れるように曲がった。

「オーレリアン！」

　もう目を開けてもいられない様子だったが、彼は最後までフィセを見つめ続ける。

　未練を示し、瞼まぶたが痙攣するほど堪こらえた末に、空色の瞳ひとみに幕を下ろした。

　オーレリアンの目め尻じりからは涙なみだが、口角からは新たな血が零こぼれ、共に肌を伝っていく。

　天に帰るのが相応ふさわしいと思えるほど天使に近いオーレリアンに、フィセは「逝かないで」と念じ続けた。もうすぐ彼の命の火が消えることは、わかっている。

　そんなことはわかりたくないのに、わかってしまう身を憎にくく思った。

　他の力は要いらない。もう何も要らないから、彼の命を繫ぎ止める力が欲しい。

「──どうか、私に時間を……っ、オーレリアンが回復するまで……どうか、私に時間を！」

　神が本当にいるのかなんて、妖精の身ですら知る由よしもない。天使にしてもそうだ。

　人々がオーレリアンによく似た美しい天使の姿を求め、キャンバスに描えがき、彫ちよう像ぞうを彫ほるから知った気になっているだけで、本当にいるのかも、如何いかなる姿をしているのかも知らない。

　だから、祈いのる相手は神でも天使でもなかった。薔薇王として生を受けた自分自身だ。

　たった一度でいい。不可能という直感を外して、オーレリアンを死の淵ふちから掬すくい上げる力を得たい。命など擲なげうっても惜おしくはなかった。

　──これまで、私の望みの多くが叶かなわなかったのは……不可能を覆くつがえすために必要な犠ぎ牲せいを、払はらわなかったからかもしれない。願うだけでなんでもできるなんて、思ってはいけなかった。困難に挑いどむ人間は、誰だれしも無理をして身を削けずり、用意された運命に抗う。時には命まで捧ささげ、目の前の幸福を顧かえりみず、状じよう況きようを変えるためにひたすら邁まい進しんする。そうして初めて、本来ならばあり得ない奇き跡せきを起こすのだ。牢ろうの窓から地上を見下ろし、ただ願うだけでどうこうしようと思っていた私は、最初から、闘たたかい切れていなかった。

　この不始末を……オーレリアンが許してくれても自分では決して許せない過あやまちを、この手で正さなくてはならない。

　彼の傷を癒やすためだけに、持ち得うる妖力をすべて使おう。

　オーレリアンの体が元通りになるのを見届けたら、すぐさま消えても構わない。

　その時は薔薇の香こう気きとなって風に流れ、赤みを取り戻もどした彼の唇くちびるを掠かすめたい。

「フィセ様！　フィセ様、やっと見つけましたよ！」

　血の薔薇に妖力を注ぎ込んでいたフィセは、突とつ如じよ聞こえてきた声に肩かたを震ふるわせる。

　ラウニスが追ってきたのだとわかったが、振ふり返りはしなかった。

　今は少しでも多くの力をオーレリアンの回復のために使いたくて、気を散らさぬよう意識を纏まとめる。

「フィセ様、大変なんです！　国王が……っ、あの男が意識を取り戻して、ここに追手を！　オーレリアン王子とフィセ様を捕とらえろって、兵に命じたそうです！」

　白薔薇と雪の上を駆け抜けてきたラウニスは、黒くろ猫ねこの姿で激しい息をつく。

　オーレリアンの姿を見るなり垂直に飛び上がって驚おどろいていたが、フィセもまた動どう揺ようせずにはいられなかった。

　血を滴らせる薔薇に触れて治ち癒ゆのための妖力を注ぎながらも、ぼふりと着地したラウニスの顔を覗のぞき込む。

「国王が……意識を、取り戻した？　それはつまり、昨夜ゆうべの時点では、意識がなかったということですか？」

「はい。暖だん炉ろに突つき飛ばされて、顔や手を火傷やけどしたそうです。やったのはオーレリアン王子で、動機はフィセ様を国外に逃にがすためだとか、そんなこと言っているんです！」

「オーレリアンが、突き飛ばした？　そんな……っ、あり得ません！　それは絶対に違ちがいます。大方……あの男が我が子を突き飛ばそうとして失敗し、報むくいを受けただけでしょう」

「はい、もちろんオーレリアン王子が罪に問われることはないと思います。でも、フィセ様がトワイダルを出てしまったら困るから、馬を持つ農民まで一緒になって向かってきています。この一帯はもう……っ、どこから見てもわかるくらい薔薇だらけで、フィセ様の居場所は一いち目もく瞭りよう然ぜんなんです。どうか今すぐ逃げてください。国境まで、そう遠くはありませんから！」

　仔こ猫ねこと成せい猫びようの中間ほどの姿で、ラウニスは身み振ぶり手て振ぶりを加えて早口で語る。

　仰あお向むけに倒たおれるオーレリアンが生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわにあることを認にん識しきしているはずだが、ラウニスが優先するのはフィセの身だった。

　先代の薔薇王からフィセを支えるよう命じられたことが、絶対的使命として彼の意識に刻み込まれている。

「馬小屋に大きな馬がいるみたいですね、とても力のある雄おす馬なのがわかります。彼に乗って逃げましょう。フィセ様は軽いから、馬は速く走れます！　今ならきっと逃げ切れますよ！」

「ラウニス、私はここに残ります。気持ちを落ち着けたいので、静かにしてください」

「フィセ様……っ、お気持ちはわかりますが頭を切り替かえてください。僕だって……僕だってオーレリアン王子のことは大好きです。こんな姿を見て悲しいと思っています。でも、だけど、すでに死んでしまった人はどうにもできません。人間の命は短くて、脆もろいものなんです」

「オーレリアンは死んでなどいません。まだ、生きています」

「え、でも……っ、もう、脈が……」

「生きています」

　聴ちよう覚かくが優すぐれた猫の身に、オーレリアンは死者として捉とらえられているのかと──そう考えると思考が止まりそうだった。

　血に塗まみれた薔薇を通じて、フィセにも感じられるものがある。

　音が止やんだ体から、やがて温ぬくもりが失うせるのだろうか。

　そうして若く美々しい体は朽くち果て、名もなき小さな虫達の餌え食じきとなり、土に還かえるのか。

　魂たましいは天に昇のぼり、この手に残されるのは黒い土のみ。

　そうなった時、自分もまた生きてはいられない。悔くやんで悔やんで、己を責め苛さいなみ、地じ獄ごくに落ちたくても落ちることもできず、薔薇の香気となって消えるだけだ。

「フィセ様……残念ですが、呼吸も心臓も、完全に止まっています。もう、行きましょう……オーレリアン王子だって、フィセ様が牢に戻されることなんて望んでいないと思います」

「彼は眠ねむっているだけです。回復のために、しばらく体を休めているのです」

　そうだ、きっとそうに違いない。

　怪け我が人は、まずは安静にして回復を促うながすのが常識だ。

　それは動物も同じだが、さらに一部の動物は、無事に冬を越こすために冬とう眠みんする性質を持っている。体の機能を制限することで、人も動物も厳しい環かん境きようから逃のがれられるのだ。

「オーレリアン、このまましばらく眠っていてください。私が必ず、貴方の眠りを守ります。ゆっくりと、少しずつ貴方の体を回復させてみせますから、私に時間をください」

　永遠の眠りは絶望でも、しばしの眠りは希望に満ちた休息だ。

　彼はまだ死んでいない。

　毒どく林りん檎ごを喉のどに詰つまらせて仮死状態にあった白しら雪ゆき姫ひめのように、やがて目を覚ます時が来る。

　今は、それが可能だとも不可能だとも思わない。

　直感が働かないくらい、揺ゆるぎない意志が胸にある。

「フィセ様……ぁ、あ……森が！」

　ラウニスは野の兎うさぎのように飛び回って周囲を見回していたが、フィセは眠れるオーレリアンを見つめ続けた。

　血の薔薇を介かいして治癒の妖よう力りよくを注ぎ込みながら、森に荊いばらの城を築き上げる。

　感覚が研とぎ澄すまされ、目で見なくとも薔薇達の動きを感じられた。

　雪の上を這はう蔓つるも、木々に絡からみつく蔓も、これまで白薔薇の下に隠かくれていたのが噓うそのように猛もう然ぜんと肥大化し、限度を知らぬ勢いで幅はばを広げていく。

　離り宮きゆうを取り囲んでいた香かおれる白い世界は、瞬またたく間に緑色に包囲された。

　密集した蔓は毛糸を編むが如ごとく押し合い圧へし合い、みしみしと軋きしみだす。

　人一人通さぬようあらゆる隙すき間まを埋うめ尽つくすと、今度は天に向かって伸のびていった。

「す、凄すごい……フィセ様に、これほどの……力が？」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くし、尻しつ尾ぽまでぴいんと立てるラウニスに荊の影かげが落ちる。

　オーレリアンもフィセも同じく、巨きよ大だいな影の下へと吞のみ込まれた。

　本来なら規模の大きな囲いは作れないはずのフィセが形成した、荊の檻おり、或あるいは要よう塞さいは──離宮と周辺の森を大木の幹にも等しい荊で包囲する。

　二人と一いつ匹ぴきの上には屋根が出来ていたが、囲いの天てん井じよう部には明かり取りの穴が開いていた。

　さながら緑色の卵の殻からの頭をほんの少し、スプーンで叩たたいて割ったかのようだ。

「オーレリアン、これでもう誰も邪じや魔まはできません。貴方あなたの眠りを妨さまたげるものは、国王も兵も民たみも、一人残らず撥はね除のけます。太陽の光からも、雪からも雨からも、貴方を守ります」

　フィセは薔薇に触ふれたまま、もう片方の手をオーレリアンの首筋に当てる。

　しばらくは無音で脈が感じられなかったが、肌はだには温もりが残っていた。

　そのまま触れていると──彼の温度になった掌てのひらが命の動きを読み取る。

　同時に、動揺が治まらない様子のラウニスが「あ！」と声を上げた。

　感度のよい三角形の耳で、その音を聞いたのだろう。

　非常に緩ゆるやかではあるものの、とくん、とくん……と鳴り始めたオーレリアンの脈動を聞き、ラウニスは見開いた目を潤うるませた。
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　トワイダル王国の王子オーレリアン・サミュエル・トワイダルが眠りについてから、一日が過ぎ、一週間が過ぎ、やがて長い冬が終わりを告げた。冬眠していた動物達は眠りから覚め、春の陽ひ射ざしの下を走り回っているというのに、彼は今日も目を覚まさない。

　それは淋さびしいことではあったが、フィセは焦あせらずに眠れる王子を見守っていた。

　一度は死の淵ふちに落ちたオーレリアンは、今では安定した心音を立て、呼吸もしている。

　もちろん体温もあり、眠りながらも少しずつ成長していた。

「オーレリアン、王おう妃ひ様が新しい本を贈おくってくださいましたよ」

　フィセは池のほとりに作った小部屋ほどもある白薔薇ばらのベッドの上で、彼の耳元に囁ささやく。

　エレリア離宮と、その周辺一帯の荊の森──王子の眠りを守っていることから、現在では『眠りの森』と呼ばれているこの場所でオーレリアンに寄り添そい、ろくに休みもせずに妖力を注ぐ日々を送っていた。

　人間とは異なる体とはいえ、時には同じ姿勢をつらいと感じることもあり、気分転てん換かんに森を歩きたくなったり、離宮の中に入って寛くつろぎたくなったりと、休息に対する人並みの欲よつ求きゆうを持ち合わせるフィセだったが、オーレリアンから離はなれるのは馬の世話をする時だけと決めている。

　他ほかならぬ自分が彼を傷つけたのだから、何をするのも当然だと考えていた。

　オーレリアンの目覚めの時を夢見ながら尽じん力りよくし、少しでも償つぐなう機会を与あたえられていることに感謝している。もしもあのまま彼を死なせていたら、希望など欠片かけらもなかったのだ。

「王妃様から、お手紙も届いていましたよ。先にこちらを読みましょう」

　柔やわらかな午後の光を受けながら、フィセは王妃からの手紙を開く。

　フィセが作った荊の檻には、ラウニスが辛かろうじて通れる程度の穴が一ヵ所だけあり、そこに王妃からの贈おくり物ものが届いていることがしばしばあった。

　王妃はオーレリアンがフィセに恋こいをしていることを以前から察しており、許されざる二人が駆かけ落ちした挙げ句に、ここで甘い暮らしをしていると信じたいようだった。

　最初の頃ころに、二人揃そろって城に戻もどってきてほしいという嘆たん願がんの手紙と、肉を始めとした食料が頻ひん繁ぱんに届けられたため、フィセは王妃に手紙を書いた。

『オーレリアン殿でん下かは国王陛下の手で暖だん炉ろに突つき飛ばされ、辛うじて躱かわしたものの深い痛手を負いました。今は治ち療りようのために眠りについています。目覚め次し第だいお返ししますので、しばらく私にお預けください』

　そんな手紙と共に食料を断ったが、半信半疑だったのか親心なのか、今でも時々、菓か子し類や茶葉、バターや加工肉、パンなどが届くことがある。他に、大陸の情勢を細かく書いた手紙や書物、着き替がえや石せつ鹼けんなど、運び込むラウニスが難なん儀ぎするほどたくさんの品物が届けられた。

　時には少しばかり感情的な手紙もあり、『王子が眠っているのなら、早く起こしてください。医師が必要であればいくらでも派は遣けんします』といった具合に帰き還かんを求める嘆願が綴つづられ、どの手紙にも必ず、『薔薇王様を長期に亘わたって幽ゆう閉へいした夫の罪と、夫を止めることができなかった私わたくしをお許しください』と書き添えられていた。

「今回の手紙は、穏おだやかな内容のようですよ」

　フィセは読み上げる前に手紙に目を通し、密ひそかに胸むねを撫なで下ろす。

　王妃に謝られる謂いわれはなく、彼女に対する罪悪感は常にあった。

　知らなかったとはいえ不義を働いたこと、大切な一人息むす子こを刺さしてしまったこと、どれだけ謝っても謝り足りないほど申し訳なく思っている。

　罷まかり間ま違ちがってもオーレリアンが国王暗殺未み遂すいの罪を背負うことがないよう、国王が我が子に濡ぬれ衣ぎぬを着せたと強調したかったフィセは、オーレリアンが回復のための眠りについた理由を国王に擦なすりつけたが、その噓によってさらに罪悪感を強める結果になっていた。『私が薔薇で胸を突き、一度は死なせてしまったせいです』と正直に告白することに抵てい抗こうはなかったものの、それがよい結果に繫つながらないことがわかっている以上、本当のことは書けなかった。

　どこの母親が、我が子を刺した相手を信じられるだろうか。今のように穏やかにはいかず、国中の兵を差し向け、荊の檻を焼き払はらってでもオーレリアンを取り返そうとするに違いない。

　そうして引き離されたが最後、回復途と中ちゆうにある彼の体は、たちまち死に向かうだろう。

「『親愛なる薔薇王様、愛いとしいオーレリアン、健すこやかにお過ごしでしょうか？　春になっても寒い日が続き、雪解けは遠いようですね。何か必要な物がありましたら、いつでも御ご遠えん慮りよなくお知らせください。こちらは特に変わったことはありませんが、薔薇王様が咲さかせてくださる眠ねむりの森の薔薇のおかげで、この半年間、滞とどこおりなく香こう水すいを出しゆつ荷かできております。御お礼れいの言葉もございません。先日トワイダル一の調ちよう香こう師しが新作の香水を発表しましたので、お納めください。オーレリアンには新しい服と靴くつを用意しました。おそらく背が伸びていることでしょう。体に合わなかった時は、どこが合わなかったのか詳くわしく教えていただければ幸いです』」

　そこまで読み上げたフィセは、ラウニスが十往復以上もして運んだ贈り物に目をやる。

　小さな木箱に収められた瀟しよう洒しやな硝子ガラス瓶びんには、新作の香水と調香師からの礼状が入っていた。

　エレリア離宮と荊の檻を擁ようする眠りの森には絶えず白薔薇が咲き、採花量は十分で、上質なローズオイルが採れるらしい。

　他には、薔薇の紅茶や菓子、五冊の本、オーレリアンの衣服や靴が贈られた。

　荊の檻は幾いく重えにも重なって厚みを持ち、棘とげも鋭するどく、途中で荷物が引っかかってしまうため、衣類などは破れることが多かったのだが、今回は殆ほとんどすべての品が無事に運び込まれた。

　酷ひどい時は端は切ぎれと化していたこともあり、それをラウニスが申し訳なさそうにしていたので、フィセが猫ねこ用の橇そりを作ったのだ。「フィセ様のおかげですいすい運べました！」とラウニスが嬉うれしそうにしていたのを思い返すと、その労働を無む駄だにしてはならないと思えてくる。

　我が子のためにと気を遣つかって用意した王妃のためにも、当然そうするべきだろう。

　フィセはオーレリアンの体や衣服を浄じよう化かできるので、これまでは一度も着替えさせたことがなかったが、彼の服は明らかにきつくなっていた。

　大きく新しい服が無事に届いた以上、今が着せ替え時だ。

「オーレリアン、この手紙を最後まで読んだら新しい服に着替えましょう。白く肌はだ触ざわりのよいシルクのシャツと、明るい空色のヴェストがとても素す敵てきですよ。今の貴方は寒さの影えい響きようを受けないようですが、せっかくですから上着も着ますか？　それとも必要ありませんか？」

　答えが返ってこないことはわかっていて、フィセはオーレリアンに問いかける。

　眠り続ける彼に本や手紙を読み聞かせる日々を送りながらも、本当は何一つ彼の頭に響ひびいていないのではないかと不安だった。

　贅ぜい沢たくな望みなのはわかっているが、こちらの呼びかけに反応して瞼まぶたを震ふるわせたり、金茶色の長い睫まつ毛げを揺ゆらしたり、少しでも意思の疎そ通つうができたらいいのにと思ってしまう。

「手紙の続き、読みますね……『薔薇王様がいらっしゃらない今のトワイダル城は、白薔薇が一輪も咲かない寂さびしい城になりました。オーレリアン、どうか早く元気になって、薔薇王様と一いつ緒しよに帰ってきてください。先日も書きましたが、王の病は重く、今は会話も儘ままなりません。政まつりごとは私が中心となって行っております。そうでなくとも、貴方の信望は厚いのです。薔薇王様や貴方を傷つける者など一人もいません』」

　綴られていた文字からは、早く帰ってきてほしい母親の想おもいが伝わってきて、鷹おう揚ように構えた王妃らしさも感じられた。しかしフィセには、それが永遠に続くものだとは思えなかった。

　これまでの半年は長かったが、それでも一つの季節を越こえたに過ぎない。

　重じゆう篤とくな怪け我がの療りよう養よう期間として許容できる範はん囲いだったと考えられるが、これがもし一年二年と続いたら……そして国王が死に、オーレリアンが即そく位いする時が来たら──トワイダルの状じよう況きようは著いちじるしく変わり、業ごうを煮にやした王妃が豹ひよう変へんする可能性もある。

　──王妃様から見れば、大切な一人息子を人ひと質じちに取られているようなもの……相手が私で、ローズオイルを国に齎もたらす存在だから強く出られず、むしろ機き嫌げんを取ろうとしている。それでも、時折伝わってくる感情がある。オーレリアンと連れん絡らくが取れないことへの苛いら立だちや不安、私への不満や燻くすぶる怒いかりが、少しずつ積み重なっていくのがわかる。

　王妃の懐ふところが如何いかに広くとも、蓄ちく積せきした感情がやがて弾はじけるかもしれない。

　フィセが書物から学んだ母親の愛は、そういうものだ。彼女も立場などなければ、「息子を返して！」と乗り込んでくるだろう。そうされてもおかしくないほどのことをしている自覚はあった。なるべく早くオーレリアンの体を回復させ、帰さなければならないと思っている。

「今回の手紙はこれで終わりです。あとは贈物の目録だけ……こちらはいいですね」

　池のほとりの白薔薇のベッドの上で、フィセは香水の瓶を手に取った。

　蓋ふたを開けると、春の訪おとずれを感じさせる香かおりが漂ただよう。

　元より恋の悦よろこびを知った白薔薇ばらの香りは甘く、華はなやかなものではある。それが調香によって強調されているうえに、麝じや香こうが混ぜられたことでより官能的になっていた。初うい々ういしさはだいぶ抑おさえられて、大人の恋に堕おちた淑しゆく女じよの春といった風ふ情ぜいだ。

「新しい香水をいただくたびに思いますが、人間というものは本当に器用で個性豊かですね。この世に生まれた時から難なく力を揮ふるえる妖よう精せいとは違って、経験と努力で他の誰だれにもできないことを成し遂とげてしまう。私が咲かせた……少々浮うかれた香りの薔薇が、こんなに洗練された香りになるとは想像もつきませんでした」

　フィセは眠れるオーレリアンの鼻先に瓶の蓋を持っていき、芳ほう香こうを嗅かがせる。

　彼は特に反応しなかったが、もしかしたら夢の中で新たな薔薇に出会っているかもしれない。

　その薔薇にはおそらく華か麗れいな色がついているだろう。さほど強い色ではないものの、白ではない薔薇だ。

「海の秘宝と呼ばれる、珊さん瑚ごのような色かもしれませんね。そんな印象を受けませんか？」

　静かな寝ね顔がおに問いかけながら、フィセは傍かたわらに置いていた机替がわりの衣装箱を開けた。

　離り宮きゆうから持ってきたそれには、文具や読みかけの本、夜間に使うランプを入れている。

　取りだしたのは鋏はさみで、些いささか抵抗はあったものの、オーレリアンの服を部分的に切るつもりでいた。胸に刺さったままの血の薔薇を引き抜ぬけば命の危険があるため、なるべく胸に触ふれずに脱ぬがせるしかないからだ。

「ヴェストは切らずに済みそうですが、シャツは切りますね。薔薇が食い込んでいる中心部は、いったいどうなっているのか私にもよくわかりません。一度は凶きよう器きになったこの薔薇が、今は私の妖よう力りよくを貴方あなたの体に留とどめ、命を繫いでいるのは確かですが」

　フィセはシャツの釦ボタンを一つ一つ外していき、それらがぴんと張っているのを実感する。

　傷を負った体が長い眠りによって少しずつ成長しだしたのは、回復の証あかしだ。

　とても喜ばしく、目覚めの時が待ち遠しくてならなかった。

　日がな一日、薔薇を媒ばい介かいとして力を注ぎ続けるフィセの身は疲つかれ果て、妖精でありながらも瘦やせて心身共に疲ひ弊へいしていくばかりだったが、それでも彼の目覚めを待っている。

　その時には力ちから尽つきて消えるとしても、彼の復活と帰城を喜べる自分でいたかった。

「オーレリアン、シャツを切りましたよ。体を横に向けますね」

　血の薔薇の下にあるシャツに鋏を入れ、どうにかあまり刺し激げきせずに前まえ身み頃ごろを離はなしたフィセは、オーレリアンの左半身を浮かせようとする。

　人間の体はただでさえ重く、中でも特に大おお柄がらな彼の重みがずしりと手に伸のしかかってきた。

　フィセの方は以前より瘦せて手首まで細くなっているのだから、思った以上に難しい。

「オーレリアン、貴方は……ずっと眠ったまま動かないのに、どうしてこんなに筋肉が」

　時々ハァハァ、フゥフゥと息をつき、ようやくオーレリアンの体を横たえたフィセは、鋏を駆く使ししてシャツの袖そでを取り去る。結局ヴェストも切り、遂ついに彼の背中を露あらわにした。

「──っ、あ……」

　白く滑なめらかで、瑞みず々みずしい肌はだが大きく広がっているに違いないと信じて疑わなかったフィセの目に、赤茶けた稲いな妻ずまが飛び込んでくる。

　それがなんであるのか、認にん識しきするまでには時間を要した。

　オーレリアンの背中は確かに大きく広かったが、その端はしから端まで……否いや、さらに広く肩かたや上じよう腕わん、脇わき腹ばらに至るまで、びっしりと傷きず痕あとが走っている。凹おう凸とつのない傷が殆どだったが、巨きよ大だいな蚯蚓みみずのように膨ふくれ上がった傷も幾いくつかあり、目にするなりぞくりと怖おぞ気けを震った。

「オーレリアン……ッ、これは」

　薔薇を敷しき詰つめたベッドの上に、半年間ずっと同じ姿勢で寝ねかせていたせいだろうか──と考えた瞬しゆん間かんもあったが、そうではないことはすぐにわかる。そもそも傷を治ち癒ゆするために力を注ぎ続けている状況で、このような傷が新たにつくとは思えなかった。

　──古い、傷痕……私の妖力では治せない、とても古い傷。

　フィセは躊躇ためらいつつもオーレリアンの背中に触れ、半年前の夜のことを思いだす。

　暖だん炉ろの火が強過ぎて、汗あせを搔かくほど部屋が暑くなっていたのに、彼はヴェストすら脱がずにフィセを抱だいた。シャツ一枚にすらなれなかった理由が、今ようやくわかる。

　──これと、これが……あと、これも……私の小指ほども膨らんでいる。シャツ一枚の時に私が背中に触れたら、きっと違い和わ感かんを覚えていた。ここに何かがあると気づいていた。

　オーレリアンの身に何が起きたのか、それを本人の口から今すぐ聞くことはできないけれど、彼にはマナーを犯おかしてでも隠かくしたい秘密があったのだ。

　生きるということは、失敗を積み重ね、反省と後こう悔かいを繰くり返すことなのだろうか──そんなふうに考えてしまうほど、自分は無知で無神経で、失敗ばかりしていると思い知らされた。

　ある程度厚みのある冬用のヴェストを、オーレリアンが行こう為いの最中決して脱がなかったのは、脱ぎたくても脱げない事情があったからだ。彼にとっては傷を隠す大切な鎧よろいだったのだ。

　それなのに服を着たまま抱かれたことに不満を抱いだき、軽かろんじられたと誤解して、少しばかり彼を疑ってしまった。そもそもオーレリアンが幼い時分から毎日会っていながらも、こんなに多くの傷を背負っていたことに気づかなかった。

　これがいつ負ったものなのかわからないが、これらの傷が生々しい時に、自分は彼と会っていたはずだ。もっと心を寄せていたら、血や薬の臭においを察したり、ふとした瞬間に彼が痛みを感じていることに気づいたりできただろうに──常に素っ気ない振ふりをして、なるべく距きよ離りを取り、あまり顔を合わせないように過ごしてしまった。

「その時に気づいていたら、治すことができたのに……っ」

　二度と誰も信じないと、恋こいも愛も無む縁えんの闇やみの妖精なのだと、そう言い聞かせて意地になった結果がこれならば、自分で自分を許せない。どこまで愚おろかで、どれだけ悔くやめば果てが見えてくるものなのか。せめて、この命のすべてを彼に捧ささげて消えてしまいたい。

「その傷は、あの男の鞭むちによるものなんです」

「……ッ、ラウニス」

　背後から急に声がして、振り返るとラウニスが毛を逆立てていた。

　宿敵でも前にしたかのように牙きばを剝むき、尾おを膨らませて怒りを露わにしている。

　午後の光を受ける琥こ珀はく色いろの目は美しく輝かがやいているものの、透すき通る硝子ガラスの玉の中心に積年の悲ひ憤ふんが見え隠れしていた。

　──あの男の……鞭？　そうだ、王子の背中にこんな傷をつけられるのは……。

　ラウニスに言われる前に、もしかしたらそういうことではないかと思い至ってはいたものの、事実だとわかってますます心が折れそうになった。

　国王の悪行に関しては今いま更さら何を聞いても驚おどろかないと思っていたのに、手足が震ふるえ、顔が引き攣つり、開きたい唇くちびるを開けない。

　この傷痕のことを、以前から知っていたのですか──と訊ききたくても声を出せないフィセに向かって、ラウニスは「殿でん下かが七つの時から知っていました」と答えた。

「……七つ？　そんなに、子供の時から？」

「はい。殿下はフィセ様を牢ろうから出したくて、幼い頃ころから国王に嘆たん願がんしていたんです。大たい抵ていは無視されていましたが、機き嫌げんが悪いと鞭で叩たたかれて……っ、酷ひどい時は裂れつ傷しようを負い、フィセ様や王おう妃ひ様に気づかれないよう自分で手当てをして、いつも気をつけていました」

「──っ、どうして、それを」

　どうしてそれを話してくれなかったのかと、ラウニスを責める口調で言いかけたフィセは、訊くまでもないことだとすぐに気づく。オーレリアンから、余よ程ほど強く口止めされたのだ。

　そうでなければラウニスは彼の身を案じ、早々にフィセに話していたはずだ。

「七つの子供に、『恰かつ好こう悪いから絶対に言わないで』と懇こん願がんされたら……裏切れません。十を過ぎた頃には、フィセ様のお気持ちや民たみのことをよく考えるようになって、『これを知ったらフィセが悲しんで、白薔薇を咲さかせられなくなる。民も困るし、そうなるとますますフィセも苦しむから』と、新たに口止めされました」

　ラウニスは怒いかりに満ちていた体を急に小さくして、尾を薔薇塗まみれの地面に垂らす。

　人間が頭を抱かかえるのと同様に、額を右前まえ脚あしで押さえた。

「黙だまっていて、すみません。本当はずっと言いたかったんです。だけど、約束したから」

「ラウニス……謝る必要なんてありません。十年も秘密を抱えるのは、つらかったですよね。長い間、気づかなかった私が悪いのです」

「僕は、ここに来てから毎日……フィセ様が早く気づくといいなと、思っていました。だから、これまで届いた服を駄だ目めにしてしまったことを、凄すごく反省していたんです。殿下の服をきちんと着られる状態で届けられたら、きっと……殿下がどんなに長い間、深く……フィセ様を想おもっていたか伝わって、そうすればフィセ様の力が漲みなぎって、殿下を目覚めさせられると思って」

　期待を抱いだきながらも、これまで黙っていたことへの申し訳なさから顔を隠して項うな垂だれ気味になっているラウニスに、フィセは「ありがとう。もっと頑がん張ばります」としか言えなかった。

　オーレリアンが幼い頃から自分を想ってくれていたことも、牢から解放するためにこれほど酷い傷を負っても繰り返し立ち向かってくれたことも、本当にありがたいと思うけれど、それ以上に苦しかった。

　ラウニスが予想していたような喜びはなく、ただただ苦しい。

　オーレリアンの幼い頃の姿を思い返すと余計につらくて、胸を抉えぐられた。

　大人になった今の噓うそならいざ知らず、子供がつく噓は完かん璧ぺきなものではなかったはずだ。

　綻ほころびは必ずあったはずなのに、まるで気づけなかった罪は重い。力が湧わくどころか、むしろ消えたい気持ちが強まってしまい、この世に留まるだけで精いっぱいだった。

「フィセ様……あの、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　眩暈めまいに襲おそわれ呼吸も儘ままならなくなったフィセは、胸むな元もとを押さえながら苦しい息をつく。

　大丈夫です──と答えようとすると、二度と流さないと誓ちかった涙なみだが零こぼれてしまう。

　一言も返せず、ただ黙もく々もくと、傷だらけのオーレリアンに新しい服を着せた。
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　四季などない常冬の国だと他国から言われながらも、確かに存在する短い春と夏と秋を挟はさみ、トワイダルの冬が終わる。

　季節は巡めぐり、一年、さらに一年と時が流れていった。

　一度は死したオーレリアン王子が、薔薇王フィセの妖よう力りよくで眠ねむりにつき、緩ゆるやかに体を癒いやし始めてから三年が経過していた。十七歳だった彼も、今では二十歳はたちだ。

　相変わらず眠ったままで、もちろん食事など摂とってはいないのだが、鍛たん錬れんを続けているかのように逞たくましく成長している。

　体に合わなくなった服を着き替がえさせた回数を忘れるくらい、もう何度も着せ替えさせているフィセは、目を背そむけたくなる古傷を直視できるようになっていた。

　つらい気持ちも後悔も未いまだにあって、見るたびに胸が苦しくなるけれど──オーレリアンが望むのは、フィセが責任を感じたり悔やんだりすることではない。

　父親から凄すさまじい折せつ檻かんを受けていた事実を誰だれにも知られたくなかったオーレリアンにとって望ましいのは、彼の傷や過去の行動から、フィセが愛を感じることだ。知るべきではなかったことを知ってしまった以上、それ以外にオーレリアンの心を慰なぐさめられる感情はない。

　頑張ってくれてありがとう、貴方あなたに感謝しています──と、日々嚙かみ締しめるようにしながら、フィセはオーレリアンの目覚めを待ち続ける。

　このまま眠っていてくれたら、あと半年か一年くらいは彼と一いつ緒しよにいられる気がしていたが、終わりの時が一日も早く訪おとずれることを願わなければならなかった。

　危き惧ぐしていた通り、王妃が相当に思い悩なやんでいるようで、心から申し訳なく思っている。

　以前は眠りの森に多くの薔薇が咲いていたため、この特とく殊しゆな状じよう況きようもどうにか許されていたが、それもめっきり減ってしまったのだから弁解の余地がない。

　──一度は死んだオーレリアンの体を治ち癒ゆし、成長させ、やがて眠りから覚ますために……私は持ち得うるすべての妖力を注いできた。この身が枯こ渇かつしていくのが自分でわかる。本来なら際限がないとされる私の力が目減りして……終わりが近いことも、なんとなく感じられる。

　フィセはオーレリアンの隣となりに横たわったまま、枯かれ枝のような指で彼の手を握にぎった。

　以前はオーレリアンを助けることはできないという直感が強く、それを散々無視して意志の力で撥はね除のけてきたが、今は「望みはやがて叶かなう」という直感が働いている。

　それに伴ともない、望みを叶えるための条件も見えていた。

　──オーレリアンが目覚める時は……私が消える時。妖よう精せいの死は人の死とは違ちがうけれど……薔薇の香こう気きとなって彼の前から消えることに変わりはない。こんなふうに触ふれることもできず、言葉を交かわすこともできなくなる。

　目覚めた瞬しゆん間かんに目の前で消えることになったら、彼はきっと悲しむだろう。

　せめて一日や二日でもいいから共に過ごし、別れの言葉を交わしてから消えたいと思った。

　それが叶わないという強い直感に、逆らえる力が欲しい。「如何いかなる運命も、自分の意志で変えてみせる」と思えるだけの余力が、疲ひ弊へいし切った今のフィセにはなかった。

　──オーレリアン……貴方は必ず生きて、よき王に……そして、幸せな人生を……。

　間もなく日が暮れようとしていたが、フィセは白薔薇のベッドから動けない。

　暗くなる前にランプに火を灯ともしたくても、そのために起き上がるのが億おつ劫くうなほど瘦やせた体で、辛かろうじて生きている有り様だった。最近は座って本を読むこともつらくなり、馬の世話も猫ねこのラウニスに頼たよらなければできなくなって、歩く際には杖つえを利用している。

　一日の殆ほとんどの時間を横になって過ごし、オーレリアンの胸に咲く血の薔薇に手を添そえるばかりだった。薔薇王の力というよりは、自分の命そのものを注ぎ込んでいるのだと痛感しながら、死者を蘇よみがえらせることの難しさを思い知る。

『もうやめてください、このままでは消えてしまいます！』

　別れの時が迫せまるのを感じていると、ラウニスの言葉が頭を過よぎった。

　この三年間、何度言われたかわからないくらい繰くり返し忠告され、時に猫としてまで切なく鳴かれた。そんなラウニスにフィセは遺ゆい言ごんを残すことしかできなくて、「いつか私が消えたら、オーレリアンと一緒にいてあげて」と、やはり何度言ったかわからないくらい言っている。

　──私のことなど忘れて、妻と子を得て幸せになってほしいと、そう願っているつもりでも、本当は忘れられたくないのかもしれない。骨一つ残さず消える身だから……せめてラウニスをオーレリアンの傍そばに置いておこうとしているのだろうか。彼が淋さびしくないようにと尤もつともらしい理由をつけて、彼の心に爪つめ痕あとを残し……いつまでも居座ろうとしている？

　己おのれの心すらわからず、フィセは溢あふれそうになる涙を拭ぬぐう。

　ラウニスはいくら鳴いてもいいけれど、自分には泣く権利などないとわかっていた。

　錘つむに巻かれた糸を解ほどくように時間を戻もどせたら、あの日の凶きよう行こうを止められるのに──どれほど悔くやんでも時は戻らない。今は関節が目立つ手に、まだ少しは肉がついていた頃ころ、自ら生んだ薔薇を強く握り締めてオーレリアンの胸を刺さした。

　何を犠ぎ牲せいにしようとその事実は変えられず、如何なる苦しみも自じ業ごう自じ縛ばくでしかない。

「フィセ様……ッ！」

　国王になったオーレリアンと、その話し相手になっているラウニスの姿を想像していると、北の方角からラウニスの声が聞こえてくる。

　猫の脚あしは速く、フィセが上体を起こす前に池のほとりのベッドまでやって来た。

　昨夜からトワイダル城に様子を見に行くと言っていた彼が「フィセ様、大変です！」と言いながら駆かけてくるのを見て、フィセは外の世界で何が起きたのかを察した。元より、昨日から有事の予感めいたものはあった。消え入る時が近いせいか、勘かんが鋭するどくなっている。

「国王が……っ、あの男が遂ついに息を引き取りました！」

　猫らしくなくハァハァと息を乱すラウニスは、この報しらせに主あるじが何を思うのか読めない様子で、過去に見たことがないほど神しん妙みような顔をしていた。

　当のフィセは国王の死に関しては何も思わず、まるで自分とは無関係の遠い国の王の訃ふ報ほうを聞いている気分だった。ただ、オーレリアンとの時間が終わる予感が強まり、そのことだけが心に重く伸のしかかる。国王が死んだ以上、オーレリアンは城に帰らなければならない。

　残るすべての妖力を注いで目覚めさせるのが、自分の役目だ。

「フィセ様、実は……大変なことがもう一つあって、王おう妃ひ様に反発する大臣が『オーレリアン殿でん下かを目覚めさせた者には、上級騎き士しの身分を与あたえる』と、公布を出してしまったんです」

　言いにくそうに語るラウニスに、フィセは息を吞のむしかなかった。

　王妃に反発する大臣──と言われても、そんなことは初耳で事情がまるでわからない。

「城で、いったい何があったのですか？」

「王妃様は、僕が見た限り凄すごく不安そうな顔もしていたし、我が慢まんもたくさんあったと思います。それでもフィセ様を信じて、贈おくり物ものをしながら辛しん抱ぼう強づよく待っていました。だけど……年々ローズオイルが採れなくなって、一部の大臣が王妃様の言うことを聞かなくなってきていたんです。全軍を率いて荊いばらの檻おりを破は壊かいしようなんて言う輩やからもいれば、焼き払はらおうなんて言いだす輩もいて、王妃様は反対勢力と戦いながら、眠りの森と荊の檻を見守ってくれていたんです」

「──国王が崩ほう御ぎよした途と端たんに、一部の大臣が勝手な動きを？」

「はい。民たみの中にも、フィセ様を捕とらえて殿下を救うべきだと考えている連中はいたので、桁けた違ちがいの褒ほう美びに活気づいています。武器や農具を手に、大群がここに向かってきているんです」

　想像していたよりも切せつ羽ぱ詰つまった状況にあることを知り、フィセはランプに手を伸ばす。

　ラウニスの前で、何をして、何を言えばいいのか、手て探さぐりのまま黙々と火を点つけた。

　今夜がオーレリアンとの最後の夜になるのかと嘆なげいて、感情を露あらわにしくしくと泣けるものなら楽だけれど、それができない自分がいる。

　第三者によって被こうむった不幸ならば泣けたかもしれないが、すべてはこの手でやったことだ。

　泣くことが許されるのは三年もの時間を奪うばわれたオーレリアンや王妃の方で、自分には、涙なみだ一ひと粒つぶ流す権利はない。

「フィセ様、逃にげる……ことは、できませんよね？」

　ラウニスの問いに、フィセは無言で頷うなずいた。

　空を見上げると、荊の檻の上部に開いた穴から薄うつすらと月が見える。

　空は赤みの強い紫むらさき色いろで、青と赤が混ざり合って出来上がる濃のう淡たんが美しかった。

　朝になる前には、立りつ身しん出世を夢見る男達の大群が押し寄せるのだろうか。荊の檻を形成した時とは違い、今のフィセには荊を補強する力がない。三年の間に荊は水分の多くを失っており、叩たたき壊こわしたり焼き払ったりすることも不可能ではない状態だ。

「ラウニス、帰ってきたばかりなのに……ごめんなさい。私に、最後の夜を」

　オーレリアンと過ごす最後の夜。残る妖力をすべて捧ささげて彼を目覚めさせ、代わりに消える運命の夜に、飛び込む覚かく悟ごはできていた。

　もっと一緒にいたかったけれど、もう十分に時間をもらえたとも思っている。

　罪を犯おかした身でありながら、王妃や民から太陽の王子を奪い、三年もの間、彼を独どく占せんした。

　同じベッドで寝ね顔がおを一日中眺ながめて過ごし、波打つ髪かみに触れ、頰ほおを撫なでることも額に口づけることもできたのだ。体は疲つかれ切って枯れてしまったが、心はいつも満たされていた。

「フィセ様、本当にいいんですか？　無事では済まないかもしれませんよ」

　無事どころか、おそらく消えてしまうでしょうね──とは返せなかったが、返すまでもなくラウニスはわかっているだろう。琥こ珀はく色いろの目に涙なみだを湛たたえ、後こう肢しで白薔薇のベッドを蹴ける。

　勢いよく胸に飛び込んできたラウニスを、フィセは潰つぶさぬよう抱だき締しめた。

　滑なめらかな毛の手て触ざわりも、柔やわらかな体の感かん触しよくも、決して忘れない。

　温ぬくもりこそないけれど、やはり温かい気持ちになれた。

「長い間、ありがとう。オーレリアンが……淋しくない状じよう況きようになるまで、頼たのみますよ」

「フィセ様……淋しくない状況って、では、一生でなくてもいいんですか？」

「ええ、一生では長過ぎますから」

　ようやく、自分の中で一つの答えが出る。

　オーレリアンに忘れられるのは、身を切られるように悲しい。けれどもその想おもいすら取るに足らないことだと思えるくらい彼の幸せに重きを置けるから、本当に消えることができる。

　新しい家庭を築き、幸せになった時はさようなら──それでいい、それが今の自分の正直な気持ちだった。

「フィセ様、これでお別れなんてことは……ないって、僕は信じています」

　腕うでに前ぜん肢しを回してぎゅっとしがみついてくるラウニスの体を、フィセは黙だまって撫で摩さする。

　眉み間けんの辺りを撫でるとラウニスは気持ちよさそうに首を伸ばしていたが、ひっくひっくと、猫ならざる泣き方もしていた。







　ラウニスが馬小屋に籠こもったあと、フィセはブラシを使ってオーレリアンの髪を梳すく。

　三年の間に鋏はさみを入れて整えたこともあったが、それでも以前より伸びていた。柔らかな癖くせがあるため、月の光やランプの光を曲面が跳はね返し、その輝かがやきは蕩とろける蜂はち蜜みつを彷ほう彿ふつとさせる。

　日が落ちても、彼はやはり太陽の王子だった。艶つややかで煌きらめく髪も肌はだも、唇くちびるも美しい。

　逞たくましく成長した体は厚みを持ち、顔立ちは甘さを残しながらも精せい悍かんさが増している。

　──私が貴方あなたを殺あやめ、命を繫つなぎ、どうにかここまで成長させた。オーレリアン、貴方の中に、私は生きている。血肉となって、生しよう涯がい、貴方と共に生き続ける。

　それは自分だけがわかっていればいいことで、彼が知る必要はない。

　忘れられてもいいと思う一方で、ひっそりと彼の中で生き続けたかった。

　胸に咲さく血の薔薇ばらに触ふれぬよう気をつけながら、フィセは彼のシャツを脱ぬがせる。

　この三年間、体が火ほ照てる夜がなかったとは言えないが──淫みだらな気持ちで彼に触れたことは一度もなかった。

　眠ねむり続けるオーレリアンへの遠えん慮りよというよりは、王妃に対しての遠慮があったからだ。

　最愛の一人息むす子こを男妖よう精せいに奪われ、事情がよくわからないながらも理性的な態度を崩くずさない王妃を、フィセは心から尊敬していた。彼女から息子を取り上げている期間に自分がしていいことは限られていて、余計な手出しは許されないと思っていた。

　──王妃様……どうか、お許しください。私は最期にオーレリアンに触れて……体を繫ぎ、今夜こそ必ず、私の妖よう力りよくのすべてを彼に捧げ切ります。この三年の間に順調に回復した彼は、明日の朝にはきっと目覚めるでしょう。私の妖力を……血の薔薇を媒ばい介かいするだけではなく直接与えることで、望みが叶かなう予感がするのです。

　私の中にある浅ましい下心を、お許しください──愛息の帰き還かんを不安な気持ちで待っている王妃に向かって、フィセは許しを請こう。答えが得られない状況で何を請うても許される道理がないが、オーレリアンの体から脚きやく衣いと下着を取り除き、一糸纏まとわぬ姿にした。

　月の光を浴びる肌は瑞みず々みずしく艶めいて、生命力に満ちている。

　胸の中心に真しん紅くの薔薇が刺さっていることを除けば、穏おだやかに眠っているだけだった。

　その体の下にあるのも、波打つブロンドが這はうのも、すべて香かおり高い白薔薇で、彼はかつてフィセが『一いつ生しよう涯がい薔薇に囲まれて優ゆう雅がに暮らせますように』と願った通りになっている。

　血の薔薇のすぐ横に手を添そえると、心臓の音が伝わってきた。

　落ち着いてはいるが、力強く脈打つ音だ。

　彼の肌を滑すべる自分の手は、養分を吸い取られたかのように細く、輝きも失ってしまったが、今のフィセにとってそんなことはどうでもよかった。

　触れれば触れるほど、撫でれば撫でるほど目覚めの予感が強くなっていくのが嬉うれしい。

　オーレリアンを蘇よみがえらせるための行こう為いとして、これは正しいと確信を持てると、本能に正直になることができた。

「……っ、ん」

　隆りゆう起きした胸に唇を押し当て、平らで柔らかな感触の乳ち首くびを吸う。

　舌で転がすと次し第だいに硬かたくなっていき、フィセが吸った側だけが反応した。

　そのままさらに舐なめたり吸ったりを繰くり返すと、オーレリアンの顎あごがわずかに上がる。

　血の薔薇を越こえた先にあるもう一つの乳首も、いつの間にか勃たって変化を見せた。

　三年間もオーレリアンを眠らせ、この程度の行為すらしてこなかったフィセにとって、彼の体が性的に反応するのは感かん慨がい深い。彼は確かに生きていて、快楽を覚えているのだ。

「オーレリアン……」

　少なくとも最初の一年は、もっと死体に近かったことを思いだす。

　一日中見つめているので変化に気づきにくかったが、同じ寝ね姿すがたでも、こんなにも生き生きと血の通った状態ではなかった。あの時すぐに息を吹ふき返したからこそ今があり、あのまま死に吞み込まれていたら手の施ほどこしようがなかったことを思うと、彼の生命力に感謝したくなる。

　この手で犯した罪の重さを軽減してくれたのは、オーレリアンに他ほかならない。

　彼が強かったおかげで、辛かろうじて人を殺めずに済んだのだ。

「──っ、ぅ」

　厚みのある胸むな板いたを唇でなぞり、雄お々おしく割れた腹に舌を這わせる。

　オーレリアンの下腹に指を添えたフィセは、柔らかな黄こ金がね色の繁しげみを搔かき分けた。

　少年のように体毛が少なく、赤子に負けないほど美しい肌を持つオーレリアンだが、繁みの下にある性器は成せい獣じゆうを彷彿とさせる。まださほど硬くはないものの、指で全体を掬すくい上げると驚おどろくほど重く感じた。ずしりと掌てのひらに伸のしかかってくるそれは、すでにもう熱を帯びている。

　──貴方の服を着き替がえさせるたびに、こうしたいと思っていた。もっとよく見て、触れたり、撫でたり……味わったり……奥に、迎むかえ入れたいと……思っていた。

　眠るオーレリアンの脚あしの間に滑り込み、フィセは彼の性器に口づける。

　そうしながら、裾すそまである黒衣を脱ぎたい衝しよう動どうに駆かられた。

　お互たがいに一糸纏わぬ姿になり、そのうえで繫がりたい欲よつ求きゆうがある。

　しかしフィセは自分の胸に手を当てて、黒衣を操あやつりながら肌を隠かくした。

　今の自分が以前のように美しくないことを知っているから、くっきりと出過ぎた鎖さ骨こつや浮うき上がった胸骨、波形を描えがく肋ろつ骨こつや細過ぎる肘ひじを、普ふ段だんよりも完全に覆おおい尽つくす。

　オーレリアンが目を覚ます時は自分が消える時で、物悲しい衰すい容ようを彼に見られることはない気がしたが、フィセ自身が今の自分を直視したくなかった。

　彼に抱だかれるのは、薔薇王として相応ふさわしい姿の自分がいい。

　それが叶わない以上、首から手首まで修道女のように覆って、かつての自分を取り戻もどしたと思い込むしかなかった。オーレリアンが愛してくれた姿のまま、細くとも必要な肉はきちんとついていて、それなりに抱き心ごこ地ちのよい体だった頃ころの自分を思い描く。

「……く、ぅ、ふ……」

　フィセはオーレリアンの性器を舐ねぶり、一舐めごとに変わっていくのを確かめる。

　ただそこにあるだけで大きな存在感を示していたそれは、むくりと起き上がって裏側を晒さらし、見る見るうちに血を集めていった。先せん端たんに向かってうねりながら走る樹じゆ脈みやくが、フィセの眼前に迫せまる。まるで舐めてくれと言わんばかりに、幾いく筋すじもの樹脈が膨ふくらみ始めた。

「は……ぁ、ぅ」

　根元から先端までは遠く、舌でなぞるうちに息が切れる。

　樹脈を吸いながら辿たどり着いた雁かり首くびは、驚くばかりに張りだしていた。

　くびれに肉にく笠かさが濃こい影かげを落とすほど明めい瞭りような形は、雄お蕊しべの柱ちゆう頭とうを彷彿とさせる。

　三年前に眠った振ふりをして彼に抱かれた時も十分に男らしいと感じていたが、今ここに……自分の目の前に聳そびえ立っている物は、これでもかとばかりに雄おすという性を強調していた。

「く、ふ……ぅ」

　口に含ふくみ切れない先端の膨らみを、フィセはせめてとばかりに大きく吸う。

　精管に続く肉にく孔あなに舌を這わせ、尖とがらせて穿ほじくりながら先走りを引きだした。

　口内にオーレリアンの蜜みつが行き渡わたると、会話が成り立っているような嬉しさに胸が弾はずむ。

　目覚めたわけではないものの、今この瞬しゆん間かん彼は愛あい撫ぶに応こたえ、健康な人間と変わらない反応を見せていた。体温がわずかに上じよう昇しようし、吐と息いきが乱れている。

　体は動いていないのに心音が速くなり、時折仰のけ反る仕草を見せることもあった。

　幹を摑つかんで扱しごきながら先端を吸うと、「……ッ」と声を漏もらす。

　月の光に照らされる白い肌に、赤みが差しているのがありありとわかった。

　はふっと開いた唇も、普段よりは赤く艶やかに見える。

　息を吸うと再び閉じてしまったが、血が巡めぐり、血色がよくなっているのは間ま違ちがいなかった。

　硬こう度どを増していく性器は天を仰あおぎ、繫がるための蜜を滔とう々とうと溢あふれさせる。

　それはフィセも同じことで、黒衣の中が湿しめっていた。

　雄としての性器の他に、もう一つ……後ろにも性器があるかのように、前からも後ろからも淫いん靡びな薔薇の香りの愛液が零こぼれ、どちらも疼うずいて落ち着かなくなる。

　こうなってみると、この三年間ずっと彼の隣となりにいながらよく耐たえられたものだと、不思議に思うくらいだった。

「オーレリアン……」

　これ以上刺し激げきしたら達してしまいそうな性器から、フィセは名残なごり惜おしく唇を離はなす。

　黒衣の裾を捲めくってオーレリアンの体を跨またぎ、骨っぽくなってしまった膝ひざを進めた。

　するとたちまち、淫らな蜜があわいから溢れる。元より蜜みつ濡ぬれていたオーレリアンの性器に、ぽたぽたと上うわ塗ぬりするように垂れていくものもあれば、内うち腿ももに伝うものもあった。

　裾を抱だき寄せながら見下ろすと、己おのれの浅ましさに顔が燃える心地がする。

　熱を帯びることのない顔に強い熱感を覚えながら、フィセはオーレリアンの昂たかぶりに向かって腰こしを落とした。濡ぬれそぼつ後こう孔こうを当てると、ぬるついた粘ねん膜まくがぴたりと吸いつく。

「あ……」

　今度こそ本物の熱が、触ふれ合ったところから伝わってきた。

　血管という血管に温めた蜜を流し込まれたかのように、オーレリアンの熱が巡り始める。

　甘く火照る体がむず痒がゆくなり、この熱をより深い場所で感じたくなった。浅ましいなどと、恥はじらっている余よ裕ゆうはない。彼を欲しがる自分を、今は素す直なおに認めることができた。

　愛しているから、触れ合いたい、繫つながりたい──そうして残る妖よう力りよくのすべてを彼に捧ささげて、この世界から消えていく。それでもいいと思えるなら、この胸にあるのは真実の愛だ。

　悠ゆう久きゆうの薔薇ばらが咲さかなくても、自分にとっては紛まぎれもなく金色の、輝かがやける愛だ。

「……く、ぁ」

　フィセは片方の手を脚の間に回し、はち切れんばかりの怒ど張ちようを支える。

　小刻みに震ふるえる腰を沈しずめ、焼けた石のように熱く硬い物を迎え入れた。

「あ、ぁ……ッ」

　柔やわらかな肉孔は彼の形をなぞり、やんわりと拡ひろがりながらすべてを受け入れる。

　最初は優やさしく包み込み、彼を手に入れるなり食くらいついた。勝手に蠢うごめく内ない壁へきが、雄おす茎ぐきに走る樹脈すら押し潰つぶしそうな勢いで絡からみつく。後孔に至っては迎えた時の包容力が噓うそのように狭せまく窄すぼまり、獲え物ものを捕とらえんばかりに締しめつけた。

「ん、ぅ……あぁ」

「──ッ、ゥ……」

　オーレリアンの胸に手をつき、フィセは親指を血の薔薇に寄せる。

　眠ねむりながら快楽に身を委ゆだねるオーレリアンに、持ち得る力を少しずつ捧げた。

　彼の心臓に刺ささった血の薔薇からも、肌はだに直接触れる掌からも、体の奥深くで繫がり合った粘膜からも、薔薇王としての力を振り絞しぼって注ぎ込む。

「あ、ぁ……ん、ぅ……」

　自身を満たす、冷感に近い妖力をオーレリアンに与あたえて──彼から与えられる強きよう烈れつな熱感に身み悶もだえる。貪どん欲よくな肉孔から伝わる熱は、動けば動くほど高まっていった。

　今のフィセの体力では腰を揺ゆらすことすら厳しくて、すぐに息が切れ、思うように動くのは困難だった。どうしても休み休みになってしまうが、もどかしさよりも嬉うれしさが勝まさっている。

　──オーレリアンの脈動を、感じる……体の奥からも、掌からも、強く感じる。生命力が、かつてないほど強くなって……私の力で満ちていくのがわかる。

　仄ほの暗ぐらい月夜に、フィセは白い息を吐はく。

　体の芯しんまでオーレリアンの体温を写し取り、完全に温まった証しよう拠こだった。

　これまで曲がりくねった道を歩き、遠回りばかりしてしまったけれど、最後の最後に愛する人と体を繫ぎ、与え合える悦よろこびを知った。

「オーレリアン……私は、見届けることができないけれど……必ず、幸せになってください」

　この願いが叶かなうなら、自分の一生もまた、幸せなものだったと思える。

　遠回りはしても、行き着いた場所に間違いはなかったと、そう思える。

「──貴方あなたを、愛しています」　>>>♥

　腰を動かす力を失い、両手で身を支えることすらできなくなったフィセは、オーレリアンの上に覆い被かぶさる。血の薔薇を心臓に押し込まないよう気をつけながら、愛いとしい唇くちびるに迫った。

　はらはらと舞まい散る花はな弁びらのように涙なみだが零れ、彼の頰ほおに薔薇水を降らせてしまう。

　何もかも納なつ得とくしていることなのに、もう一度見つめ合い、言葉を交かわしたかった。

　それが過ぎた望みであろうと、金茶色の睫まつ毛げが上がるのを期待せずにはいられない。

　──トワイダルでは貴重な夏の日の……晴れ渡る空のような瞳ひとみが恋こいしい。初めて見た時から惹ひきつけられた。貴方と、もっと一いつ緒しよにいたかった。

　口づけると弾む唇を幾いく度ども啄ついばみ、ふっくらとした肉感を確かめる。

　雑念と欲よくを捨て、彼の完全なる回復を願うべき身でありながら、夢を見てしまった。

　オーレリアンの瞼まぶたがぴくりと震え、睫毛がわずかに上がる──そんな光景を想像する。

　何度か瞬まばたきを繰くり返したのちに、大空を閉じ込めた瞳が緩ゆるやかに現れた。まだ眠そうにしているそれは白しろ眼めの上をしばし泳ぎ、こちらに焦しよう点てんを合わせるなり生き生きと光る。

　探していた宝物を見つけた少年のような瞳に釣つられて、唇まで動きだした。

「……ッ、フィ、セ……」

　熱く白い吐息が見える。声が聞こえた。「フィセ」と、もう一度呼ばれる。

　これは夢なのか、今見えているものも聞こえているものも願望そのままで、現実だと信じるには勇気が要いった。信じてしまうと、幻げん想そうだったと気づいた時に痛手を受けそうだ。

　間もなく消える身でも、最期に絶望したくはない。

「オーレリアン？」

　信じるのは怖こわい。本当に怖いけれど、それでも信じたかった。

　この三年間、見たくてたまらなかったオーレリアンの瞳が目の前にあり、聞きたくてたまらなかった声を聞けている今を、現実として受け止めたい。

「フィセ……泣いてるの？　僕が、泣かせた？」

　白薔薇のベッドに手をつき、オーレリアンは身を起こそうとする。

　その途と端たんに繫がりが深くなり、信じるまでもなくこれが現実であることを感じられた。

　何か言いたいのに、「くぁ、ん……」と甘い声が漏れてしまい、嬉し涙が滲にじみだす。

　思えば、嬉しくて泣くなど初めてのことだった。笑いながら泣くのも初めてだ。

「フィセ、僕を……助けてくれたの？」

　いいえ、そもそも貴方を窮きゆう地ちに陥おとしいれたのは、私ですから──と返そうとしたけれど、一言も言葉にならなかった。

　何か言おうものなら涙声になりそうで、喜びと安あん堵どを嚙かみ締めるしかない。

　ぐっと歯を食い縛しばると、ぽたりと一いつ滴てき、涙が落ちた。

　それはオーレリアンの胸に咲く薔薇に落ち、たちまち弾はじける。

　血染めの花弁が一枚、七色に透すき通った。伝でん染せんするかのように、周囲の花弁も透けていく。

　そして次の瞬しゆん間かん、無色になった薔薇が光を放った。凝ぎよう縮しゆくした小さな小さな太陽のように強い閃せん光こうを放つ薔薇に目を眩くらませられる。二人して呻うめくほどの眩まぶしさだった。

「……う、ぁ」

「な、何……眩し……」

　くらくらとさせられたあとに目にした物は、一輪の薔薇の残像だ。

　強烈な光で色を失くした世界に、黒いシルエットとして現れる。

　それがオーレリアンの胸に咲く血の薔薇であることはわかっていて──けれども本当に黒い形でしかなかったので、何が起きたのかすぐにはわからなかった。

「あ……ぁ、これは……」

「フィセ、これって、まさか」

　眩んだ目が元に戻もどると、今ここにある本当の色が見えてくる。

　薔薇王が人間を愛し、真実の愛で満たされた時、奇き跡せきが起きると言われていた。

　永遠の命、永遠の若さ、永遠の輝き──妖よう精せいが当たり前に持っていて、人間が持っていない尊いものを、愛する人に与える花。寿じゆ命みようが異なる者同士が共に生きていくための悠久の薔薇が、オーレリアンの胸に咲き誇ほこる。

「これが、伝説の薔薇？　フィセが、僕に……真実の愛を？」

　まだ現実を直視できないながらに期待に満ち溢あふれ、嬉しそうに目を輝かせるオーレリアンに、フィセはまたしても何も言えなかった。どうしても言葉が出てこない。でも、自分が咲かせた花の意味を、心から認めたかった。彼に、本当の気持ちを伝えたかった。　>>>♥

　こくりと、頷うなずく。最初は小さくなってしまったが、二度目は大きく頷いた。

　オーレリアンの目を見ながら、彼の言葉を肯こう定ていする。

　これは、生しよう涯がい一度だけの真実の愛。貴方を愛した証あかしだと、想おもいを籠こめて三度目に頷いた瞬間、悠久の薔薇ばらが一ひと際きわ輝いた。オーレリアンの白い肌が胸の中心から黄こ金がね色に染まり、それは目を瞠みはる速さで勢力を拡げていく。上は頭の天てつ辺ぺんまで、横は両手の爪つめの先まで、下は足まで一気に延びて、唇や髪かみ、眼球まで余すところなく巻き込んでいった。さながら黄金像の如ごとくすべてを光り輝かせ、オーレリアンを人ならざる神こう々ごうしい姿に変えていく。このまま固まって、本当に黄金像になってしまうのではと、心配になるほど見事な変わり様だった。

「オーレリアン……ッ！」

　彼は驚おどろくばかりでなんの苦痛も示していないものの、フィセは心配のあまり声を上げる。

　オーレリアン自身も戸と惑まどっていたが、しかし体も視線も自由に動かせるようだった。

　眼球が金色に染まっていて瞳の動きは読めないが、薔薇を見ているのがわかる。

「あ、ぁ……薔薇が……」

　二人して変わりゆく肌に目を奪うばわれている間に、胸に咲さく薔薇は小さくなっていた。

　大輪の薔薇から蕾つぼみと化したそれは、さらに収縮してオーレリアンの中へと消えていく。

　彼の心臓に吸い込まれると同時に胸の傷は塞ふさがり、オーレリアンの体を覆おおい尽つくす黄金色もまた、その身の内へと姿を消した。

「フィセ……なんだか、力が……漲みなぎってくるよ」

　オーレリアンの肌は白へと戻り、唇は赤みを取り戻す。大空の色をした瞳も、水色を帯びた澄すんだ白眼も元通りになったが、しかしこれまでとは明らかに違ちがっていた。

　フィセはオーレリアンから、薔薇の気配を感じる。

　朽くちることのない悠ゆう久きゆうの薔薇が彼の中で息いき衝づいているのがわかる。

　永遠の命、永遠の若さ、永遠の輝かがやき──人間が本来持ち得ぬものを、彼は手に入れたのだ。

「ん、ぁ……ッ」

　体の中にあったオーレリアンの雄おすが、急に硬こう度どを増す。

　繫つながっているというだけで完全な状態ではなかったそれに、血が集まっていた。腰こしを動かす前から内ない壁へきを擦こすり上げてくる雄おす茎ぐきは、彼の言葉通り、漲る力をこれでもかとばかりに主張して、フィセの快楽を支配する。

「は、ぅ……ぁ！」

「フィセ、真実の愛の下もとで、もう一度……求きゆう婚こんしても、いい？」

「んぅ……あ、ぁ……オーレリアン……ッ」

「愛しています。僕と、結けつ婚こんしてください」

　三年前の恭うやうやしい求婚とは正反対に、腰を抱だかれ、突つき上げられながら求婚される。

　それは狡ずるいと思ったけれど、どのような求婚であろうと答えはもう決まっている。

「──はい」

　この先どうなろうと、今この場で返す言葉は一つだった。もう、噓うそはつきたくない。

　真実の愛の証である悠久の薔薇を咲かせた身で、如何いかなる噓も意味はないのだから。

　最さい期ごくらいは正直に、悔くいのないよう真実を語りたい。

「オーレリアン、私は……」

　瘦やせこけて輝きも艶つやも失い、昔ほど美しくなくなってしまったけれど、それでも精いっぱい勇気を引きだして微笑ほほえみ、「貴方あなたを愛しています」と告げた。

　当たり前に美しかった薔薇の精として、こんなにも美を欲ほつしたことはない。できることなら以前と同じ姿で彼と再会し、綺き麗れいだと、そう思われたかった。

　しかしそれはもう叶わない。何もかもすべてを手に入れられるわけはないのだ。

　自分を見つめるオーレリアンの目がきらきらと輝いていて、笑え顔がおが花のように美しく、血の通った肌はだが生き生きと艶めているから、今はもう、それだけでよかった。

「ん、ぅ」

　唇くちびるを塞がれて、白薔薇のベッドに組み敷しかれる。

　天地が逆転し、揺ゆれるブロンドの向こうに同じ色の月が見えた。

「フィセ……ッ」

「──く、ぅ」

　かぶりつくように情熱的な口づけに、頭の芯しんが蕩とろけていく。

　容色の衰おとろえも異様に瘦せていることも、オーレリアンが気づいていないはずがなかったが、今は何も言わずに求めてくれる彼の優やさしさが好きだった。

「どうしてそんなにやつれているの？」なんて、訊きかれたくない。

　体の中にある劣れつ情じようが欲よく深ぶかく膨ふくれ上がるのを感じると、悦よろこびに胸が弾はずんだ。

　見た目がどうであれ、以前と変わらず愛されている。強く求められ、抱かれている。

「あ、ぁ……ッ」

　黒衣の裾すそを捲めくり上げられ、ゆっくりと腰を寄せられた。

　オーレリアンの体には力が漲っているにもかかわらず、動きには慎しん重ちようさがある。

　勢い任せに突いたら折れてしまいそうなこちらの体を気き遣づかい、その代わりのように唇や舌を求めてくる。息をつく暇ひまもない口づけと、丁てい寧ねいに味わうような抽ちゆう挿そうに、夢でも見ているのではないかと疑ってしまった。あまりにも心ここ地ち好よくて、快楽以外の何も見えない。

「あ、ぅ……ぁ、オーレリアン……ッ」

　びくんっと身を反らし、唇が離はなれた途と端たんに達してしまう。

　白薔薇の上にいるのに、雲の上にでもいるような浮ふ遊ゆう感かんに包まれた。

　肉体がなくなってしまったのかと思うくらい、気持ちがよくてふわふわと意識が舞まう。

「フィセの……っ、この匂におい……まるで、媚び薬やくみたいだ」

　濃のう艶えんで官能的な芳ほう香こうを放つ薔薇王の淫いん蜜みつに、オーレリアンは艶なまめかしい息をつく。

　緩ゆるやかな抽挿では物足りないところを、理性で必死に堪こらえているようだった。本当は激しく動かしたい腰を小刻みに少しずつ揺らしながら、眉み間けんを寄せて、ひたすら耐たえている。

　火ほ照てる体も紅潮する顔も、硬かたい雄も、それこそ媚薬の如くフィセを誘いざなった。

「オーレリアン……ッ、私は……折れたり、しませんから」

「フィセ……でも……」

　彼に手た折おられるなら、それもまた幸せに思えた。

　抱かれながら消えられるなら、自分はどんなにか幸せで──でも、オーレリアンの気持ちを考えるとそれはできない。こうしている間は折れそうになっても折れず、消えそうで消えない、荊いばらの如く強い薔薇でいなければならなかった。

「貴方あなたを、もっとください……誰だれも知らない、奥の、奥まで……」

　背中に手を回しながら縋すがりつくと、オーレリアンは一いつ瞬しゆん身を震ふるわせる。

　自分が全ぜん裸らであることと、背中の古傷を意識したようだったが、フィセの手指が捉とらえたのは、肩けん甲こう骨こつや筋肉が描えがく曲線以外は何もない、手て触ざわりのよい背中だった。

「オーレリアン、貴方の背中は……とても滑なめらかで、掌てのひらが吸いつくようですね」

「フィセ……ッ」

　悠久の薔薇は、古傷すらも修復してくれたのだろう。

　彼が知られたくなかった屈くつ辱じよくの記き憶おくに、あえて触ふれたりはしない。

　今が幸せなら、すでに消えた傷を探さぐり当て、わざわざ塩を塗ぬり込む必要はないのだ。

　あの傷から感じ取った彼の愛情さえ忘れなければ、それでいい。

「右手の火傷やけど、治ってる。鍵かぎの痕あとがついていたのに」

「悠久の薔薇が、貴方を守ってくれます。これから先も、ずっと貴方と共に生きていきます」

　私が消えても、真実の愛の結けつ晶しようは残る。貴方を守り、貴方と共に生き続けてくれる──そう信じていられるから、涙なみだを流さずに微笑みかけることができた。背中に回した両手で、温かな体を引き寄せることも、肉感的な唇を啄ついばむことも、すべて思いのままだ。

「フィセ……ッ、ありがとう」

　礼を言われることなど何もありません──と、返す隙すきもなく唇を塞がれる。

　フィセが捧ささげた甘い口づけとは裏腹に、唇を崩くずして食はむように吸われた。

　脚あしを摑つかまれ、黒衣の裾ごと大だい胆たんに開かれて、臀でん部ぶを宙に浮うかされる。

　雄の本能に任せた抽挿が、大きな波のように襲おそいかかってきた。

「ふ、あ……ぁ！」

「──ッ、ハ……」

　フィセが望んだ通り、誰も知らない奥の奥へ、彼がやって来る。

　無ぶ遠えん慮りよでもなければ荒あら々あらしくもなく、慎重さと激しさが調和していた。

　壊こわさないよう丁寧に、しっかりと腰を支えながら突き上げられる。

　真っ直すぐに、深く深く穿うがたれて、身が離れるかと思うほど腰を引かれた。

　戻もどってくる時も決して急がず、オーレリアンはフィセの顔を見ながら斟しん酌しやくを加える。

「や……ぁ、あ……ッ！」

　ずくずくと奥を突かれ、張りだした肉にく笠かさで内壁を逆さか撫なでされるたびに、気持ちがよくて頭がおかしくなりそうだった。

　もっと深く繫がりたくて足が勝手に開いてしまい、背中に回した手にも力が籠こもる。

　限界のところを突かれたまま、奥でじっとしていてほしくて、オーレリアンの体を思い切り引き寄せずにはいられなかった。

「フィセ……ッ」

「あ、ぁ……その、まま……」

　オーレリアンが奥で動きを止めると、彼を手に入れた気分になれる。

　ぎゅうっと両手で縋りついて、足も絡からめて完全に捕とらえた。体の中でも彼の雄に絡みつき、誰にも渡わたさない、放さないと、訴うつたえるようにしがみつく。

　実際には無理だからこそ、今だけは自分の物にしたかった。

　この三年間、妖よう力りよくを振ふり絞しぼって疲ひ労ろう困こん憊ぱいし、瘦せて容色は衰え、不安で心労もあったけれど、こうなった今振り返ってみると、オーレリアンを独どく占せんできてつくづく幸せだったと思える。　>>>♥

　彼にも、王おう妃ひにも、トワイダルの民たみにも申し訳ない話だが、自分にとっては掛かけ替がえのない、贅ぜい沢たくな時間だった。

「──あ、ぁ……！」

「フィセ……ッ、中が……凄すごく、熱くて、煮に詰つめた、蜜みつみたいだ」

　蜜みつ壺つぼと化した肉にく洞どうを緩やかに乱されるうちに、フィセの雄おすは際限なく淫蜜を放ち、濃こく甘い薔薇ばらの香かおりを立ち上らせる。媚薬に等しい芳香にオーレリアンは腰こしを動かさずにはいられなくなり、フィセもまた、抽挿によって得られる快楽に溺おぼれた。

「ふ……ぁ！」

　結局どうされていても気持ちがよくて、繫つながっていられるだけで達してしまう。

　解ほどかれた両足を一つに纏まとめられ、肩かたに担かつがれて些いささか速く突つかれるのも、膝ひざ裏を吸われたり、甘あま嚙がみされたりするのも刺し激げき的だった。爪つま先さきまでひくひくと震え、己おのれの脆もろさも顧かえりみずにもっと激しく抱かれたくなる。ずぐんっと腰に伸のしかかるオーレリアンの体の重みが、そのまま全部、自分に対する愛情と独どく占せん欲よくの証あかしに思えた。

「フィセ……ッ、ゥ」

「──あ、ぁ……ッ」

　欲よく望ぼうに忠実に動いたオーレリアンは、低く呻うめくなり最さい奥おうを突く。

　フィセの足を抱かかえたまま身を沈しずめ、動きを止めて唇を重ねてきた。

　本来は温度のない体が芯まで燃えて、そこにさらに熱い物を注がれる。

　新種の花を生みだせるのではないかと思うほど、たくさんの濃のう密みつな子種を蒔まかれた。

　口づけをしながら閉じた瞼まぶたに浮かぶのは、愛らしい色の花々と、王おう冠かんを戴いただくオーレリアンの凜り々りしい姿で、腰が軋きしんでも足が痺しびれても、ここには幸せしか存在しない。

「ん……ぅ、く……ふ」

「──ッ、ハ……」

　ブロンドを搔かき乱しながら舌を求めると、薔薇の味がする唾だ液えきがとろりと流れ込んできた。

　オーレリアンが人であって人でない者になったことを実感して、フィセは心から安あん堵どする。

　自分の代わりに、悠ゆう久きゆうの薔薇が彼と共に生きるだろう。

　先代の薔薇王が、自身の力を注ぎ込んでラウニスを幼よう獣じゆうと化したように、自分は人間であるオーレリアンを半はん妖よう精せいと化すことができたのだ。小さな猫ねこならいざ知らず、人間を変化させることなど不可能なはずなのに、真実の愛が奇き跡せきの薔薇を咲さかせてくれた。

　──この先、老いに苦しむことなく、生きたいだけ生きて。王として君臨できる限界まで、貴方あなたは、貴方の国のために尽つくして。

　唇くちびるが離れ、互たがいに息を吸う。そうして見つめ合うと、再び唇を貪むさぼった。

　オーレリアンの手で体だけを俯うつぶせにされ、腰を後ろから抱だかれる。それでも唇は繫いだまま、きつい姿勢でも舌を絡め合い、下唇の膨ふくらみを吸い合わずにはいられなかった。

「ん、ぅ……う」

「──フィセ、ごめん……もう少し、動いても、いい？」

　切なく請こわれて頷うなずくと、体の中にいる彼の質量がむくりと増える。

　四つん這ばいに近い恰かつ好こうになっても、膝が白薔薇のベッドにつくことはなく、オーレリアンの手で浮かされた。深く速く突きながらも負担を考えてくれる彼の腕うでの中で、フィセは何度目かわからない絶頂を迎むかえる。

「く、あぁ……ッ」

　何をされても心ここ地ち好よくて嬉うれしくて、幸せしかなくて──でも、達するたびに消え入りそうで怖こわかった。今はまだ消えられない。もしも今消えたら、この幸福な交わりが彼にとって悪夢の記憶になってしまう。

　──あと、もう少しだけ……どうか、もう少し……。

　天も地も判別できぬほどの悦えつ楽らくの中で、フィセは運命に祈いのる。

　直感も何も働かない。すでに直感はいくつも外れ、奇跡は起きている。

　このまま消えずにいられる未来があったらいいのにと、ただ願うばかりだった。
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　目を合わせてくれることが少なかった愛いとしい人が、自分の腕を枕まくらにしながらじっとこちらを見つめてくる。とても疲つかれた様子に見え、やつれていて心配は尽きないものの、これまでとは明らかに違ちがう柔やわらかな微び笑しようを向けてくれている。

　その黒い瞳ひとみの中心には自分がいて、彼は他ほかの何も見ていない。

　嬉しくて嬉しくて、どうしたって胸を膨らませずにはいられなかった。

「オーレリアン、貴方あなたの貴重な三年間を奪うばってしまい……本当に申し訳ありません」

　謝罪の言葉を口にしたフィセは、それは寝ねながら言うようなことではないと思ったようで、薔薇の上に手をついて起き上がろうとした。

　しかしがくりと肘ひじを折り、上体を起こすことすらできない。結局また同じ姿勢に戻ると、「横になったままですみません、力が抜ぬけてしまったようで」と謝った。

「フィセ、どちらも謝る必要なんてないよ。僕を目覚めさせるために力を注いで、きっと凄く大変だったんだよね。疲れているのに何度も求めて、優やさしさも理性も足りなかったと反省しているのは僕の方だ。ごめんね」

　頭ごと髪かみを撫なでながら謝ると、フィセは首を左右に振る。

　その仕草が可愛かわいくて、胸が痛いほどだった。

　かつては触ふれさせてもらえなかった髪に思う存分触れられる喜びを感じながら、だからこそ感じてしまう不安もある。あまりにも幸せだと、人は落差を恐おそれ、そのあとに待ち受ける闇やみを意識するものなのだろうか。今が人生最高の瞬しゆん間かんで、ここから先は落ちるばかりではないかと恐れたり、この幸せにすら裏があるのではと疑ったりしてしまう。

「オーレリアン……話しておかなければ、ならないことが」

　フィセが闇の扉とびらに手をかけた気がして、オーレリアンは相あい槌づちを打てなかった。

　まだ何も言わないで、交わりを終えたあとの気け怠だるくも甘い時間を、もう少し味わわせて──そう頼たのみたいけれど、何も言わせてくれない目で見つめられる。

　強い決意がフィセにはあり、それはやすやすと止められるようなものではなかった。

「国王が崩ほう御ぎよしたため、もうすぐ大勢の男達が貴方を迎えにきます」

「崩御？　それは、昨日今日の話？　父上は、あれから三年も生きたってこと？」

「はい。寝た切りで意識も不ふ明めい瞭りようだったそうですが、生きていました。この三年間は王妃様が政まつりごとの中心となってトワイダルを治めていましたが……反対勢力もあり、国王が崩御した今、荊いばらの檻おりを破は壊かいして私を捕らえ、貴方を早く即そく位いさせようと考える者達もいるようです。それを成し遂とげた者には上級騎き士しの位を与あたえると、公布を出したとかで」

「それは、穏おだやかではないな。本気で動く者が……」

「いると思います。野心溢あふれる者達が、やって来ます」

　フィセは真しん剣けんな顔をして語ると、「貴方は自ら帰城しなくてはなりません」と諭さとしてくる。

　これはもう睦むつ言ごとではないのだと言わんばかりの表情で、起き上がりたいと意思表示をした。

　オーレリアンが支えながら上体を起こさせると、再び顔を見合わせ、両手で手を握にぎってくる。

「馬小屋に貴方の馬とラウニスがいます。荊はすでに脆くなっていますので、ラウニスの抜け穴あなを壊こわせば外に出られるでしょう。貴方は王として、自分の力で堂々と帰ってください」

「わかった、フィセと一いつ緒しよに帰るよ」

　それはオーレリアンにとって当たり前のことだったが、一方で酷ひどく悪い予感がした。

　フィセの言葉も手つきも眼まな差ざしも、共に帰ることを前提としていないように見えて、まさかそんなことはないだろうと、信じたいのに信じ切れないものがある。

　フィセの唇くちびるが次に開く時、何を言われるのか考えたくなかった。

「お母様を大切にして……ローズオイルに頼たよらない国造りをして、よき王になってくださいね。この先トワイダルに薔薇が咲くのか咲かないのか、私にもわかりません。貴方が治める国を、世界中で一番豊かにしてあげたかったけれど……私には、その力が……」

　何かに追われているかのように、フィセは最初のうちは少し早口に語り、最後には喋しやべるのもつらい様子で浅い息を繰くり返す。何をどうしたら楽にさせてあげられるのかわからないまま、オーレリアンはフィセの背中を何度も摩さすった。

　首から手首に至るまで、ぴっちりと覆おおい隠かくしている黒衣の下に、ぞくりとするほど骨っぽい体が隠されている。背中を摩る手が背骨の凹おう凸とつや肩けん甲こう骨こつの抉えぐるような溝みぞを感じて、恐ろしくて震ふるえてしまいそうだった。

　情じよう欲よくが収まった今になって押し寄せてくる現実が、酷く怖い。

　自分が目を覚ました今、フィセは妖よう力りよくを使う必要がなくなり、トワイダル城に一緒に戻もどってゆっくり休めるはずだ。薔薇ばらを咲かせることすら考えずに十分休んで英気を養えば、体も元に戻るだろう。

　こんな、息をするのも苦しい状態から早く抜けだせるよう、一刻も早く城に戻ろう。

　邪じや魔まする者はいなくなり、自分は王になったのだ。

　──もう誰だれにも触れさせない。フィセは僕が守る。

　ますます苦しげな呼吸を繰り返すフィセを、オーレリアンは抱だき寄せる。

　これは一過性のものだと思いたかった。けれども、胸の中に悲しみの色がぽたりと落ちて、際限なく滲にじむインクのように広がっていく。つい先さき程ほどまでは薔薇色だったはずなのに、青みの強い黒の浸しん蝕しよくに抗あらがえず、悪あしき予感を撥はね返せない。

「フィセ……」

　次し第だいに呼吸が弱まっていく。心音も感じられない。

　己おのれの体に漲みなぎる力を、フィセに返せるものなら返したかった。

　永遠の命も若さも輝かがやきも、フィセがいなければ意味がないのだから、フィセから与えられた力の大半を返して、二人で生きていきたい。たとえ、長くはない人生になったとしても──。

　元より華きや奢しやで軽い体が、今は少し重く感じられた。

　体重の殆ほとんどをかけてくるのは、身を委ゆだねて甘えてくれているわけではなく、起きている力がないからだ。梟ふくろうも鳴かぬ夜に、掠かすれた声が響ひびく。

　フィセは、「ごめんなさい」と言ったようだった。

　さらにもう一言、何かを言う。今度はまるで聞き取れなかったけれど、耳ではなく心で感じ取ることができた。フィセが言い残したいことがわかる。

　真実の愛の言葉に、胸が震える。

「フィセ……ッ」

　抱き締しめていた腕が、不意に空くうを抱いた。

　黄金の蝶ちようが鱗りん粉ぷんを撒まき散らしたかのように、黄こ金がね色の微び細さいな光が散っていく。

　両手や胸にかかっていた愛しい重みが消えて、得も言われぬ芳ほう香こうが舞まい上がった。

　薔薇の香かおりには違いないのに、知らない香りだ。フィセの香りなのに、初めての香り。

　黒衣に身を包み、長く艶つややかな髪と神秘的な黒こく瞳どうを持ち、年上の妖よう艶えんな薔薇王であった彼の香りにしては、あまりにも清せい楚そで優しい──可か憐れんな白い花の香りがした。

「……ゥ、ァ……」

　骨もなく肉も皮も髪もなく、抱くのは空っぽの衣服と香りばかり。

　泣いても喚わめいても、月を見上げても周囲を見回しても、フィセはもうどこにもいない。

　貴方あなたを見守っています──と言いたげに漂ただよっていてくれた黄金色の光も、優しく可憐な白い花の香りも、次第に薄うすれていってしまう。手を伸のばして追い求めても指の間から擦すり抜けて、摑つかむことも搔かき集めることも敵かなわなかった。

「フィセ……ッ、フィセ！」

　三年にも及およぶ眠ねむりから覚めたのに、ようやく想おもいが通じ合ったのに、何な故ぜこれほど早く引き裂さかれなければならないのか。一度は人を殺あやめたことがフィセの罪だというのなら、彼にそうさせてしまった自分の言動も罪だ。

　一人だけ永遠の命をもらい、フィセのいない世界で、のうのうと生きていいとは思えない。

「──フィセ……」

　体の火ほ照てりが冷め切らぬうちに、後を追えたらどんなに楽だろう。

　彼のいない日々の淋さびしさや悲しみから逃にげて、共に、薔薇の香こう気きになれたなら──。
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　トワイダル国王、オーレリアン・サミュエル・トワイダルの御み代よになって十年──薔薇王が存在しない状じよう況きよう下かで国力を取り戻すため、オーレリアンは即位直後から国を挙げて希少鉱物の採さい掘くつに力を注ぎ、それは現在でも続いていた。

　三十路みそじを迎むかえながらも二十歳はたちの若者のように若々しく美しい王だけに縁えん談だんは尽つきなかったが、母親の祖国である宗そう主しゆ国こくの王家から、トワイダル王家の血を引く男子をもらって後こう継けい者しやとしたことで、後継者問題はひとまず収しゆう拾しゆうがついている。

　養子を得て以前にも増して宗主国の後ろ盾だてを得たため、防衛よりも採掘に力を入れることが可能になり、未開の氷山がダイヤモンド鉱山であったことを突つき止めていた。

　ローズオイルが採れる白薔薇は、薔薇王不在にもかかわらず今も眠りの森の周辺でわずかに採れるが、それは国を潤うるおすほどのものではなく──今や、トワイダルと言えばダイヤモンドの産地として大陸中に知れ渡わたるまでになっている。

　しかしそれもいつ尽きるかわからないうえに、長い冬には採掘が不可能なため、冬場は石の研けん磨ま技術や加工に力を入れ、夏季は新たな鉱山開発を同時に行っている。

　国が豊かになることでオーレリアンは賢けん王おうと謳うたわれ、十三年前に薔薇王を攫さらった件や先王が火傷やけどを負った件について、第三者に咎とがめられることはなくなっていた。

　最初の数年は薔薇王の行方ゆくえについて執しつ拗ように追つい及きゆうしてくる者達もいたが、今では誰もがダイヤモンド鉱山のことで頭がいっぱいだ。

　妻を娶めとらず独り身を貫つらぬくことについては今も周囲からうるさく言われているが、本気で強く出られる者はいない。

　昨年オーレリアンの母親が身み罷まかったこともあり、宗主国の王家から養子を取って新たな絆きずなを持ったことも賢けん明めいな選せん択たくだったと称しよう賛さんされていた。

　傍はたから見れば順じゆん風ぷう満まん帆ぱん、大変に運がよく恵めぐまれた国王として誰からも愛され、眠りの森から取り寄せられた白薔薇に囲まれて、優ゆう雅がに暮らしている。

　かつてフィセが願ってくれた通り、表向きは幸せな国王として生きていた。

「春とはいえ、夜は冷えるね。毎年ここに来るたびに思うけれど、僕はよくこんな所で三年も寝ねていられたものだよ」

　オーレリアンは毎年恒こう例れいの春休きゆう暇かを取り、眠りの森にあるエレリア離り宮きゆうを訪おとずれる。

　フィセのことを語り合える唯ゆい一いつの友であるラウニスと共に、世間と隔かく絶ぜつされた荊いばらの檻おりの中で過ごしていた。

　休暇を長く取れる年は十日ほど、短くとも五日は滞たい在ざいし、暖かい日中には池のほとりにある小部屋ほどの大きさの白薔薇のベッドで過ごす。可能な限り夜もそのようにしていた。

　フィセが消えたあとも、荊の檻の中は殆ど変わっていない。

　フィセの魂たましいは今もこの辺りに漂っている気がして、期待を持たずにはいられなかった。

　荊の檻の外側はわずかな薔薇しか咲さかないが、一年を通して気温が低いトワイダルで、雪に負けじと薔薇が咲くのはどう考えてもフィセの影えい響きようだ。

　ましてや荊の檻の内側に当たる此処ここ、エレリア離宮の周辺は、真冬ですら相当量の白薔薇が咲き乱れている。

「人間は寒さに弱いから大変ですね。陛下は半分薔薇の精みたいなものなのに、僕達と違ちがって普ふ通つうに体温がありますから」

「うん、今年は三枚仕立ての厚い毛布を用意してきたんだ。なるべく建物の外で過ごしたいと思ってね。僕がここにいれば、フィセが戻ってきてくれるかもしれないだろう？」

　春とはいえ外で寝るなど正気の沙さ汰たではないのだが、オーレリアンは多少の無理をしてでもそうしたいと思っていた。

　焼いた石を入れた銅製のベッドウォーマーを足元に仕込み、暖を取れるほど大型のランプを傍かたわらに置く。もちろん上等で暖かい下着や衣服を着て、防寒対策を万ばん全ぜんにしていた。

　即そく位いした次の春は備えが不十分で、凍こごえそうになったり夜中に建物に駆かけ込んだりしたものだが、十年も繰くり返せば慣れたものだ。

「君もここにおいでよ」

　毛布に包くるまりシナモン入りの紅茶を口にしたオーレリアンは、膝ひざの上を軽く叩たたく。

　相変わらず成せい猫びよう未満の姿をした黒くろ猫ねこのラウニスが、腿ももと腹の間にすっぽりと入ってきた。

　骨の存在をあまり感じない柔やわらかな体と、すべすべとした毛皮が心ここ地ち好よい。

　普通の猫のようなところもあるものの、ふっくらとした脚あしを握にぎらせてくれたり、にょきりと出る爪つめや細く小さな牙きばをじっくりと見せてくれたりと、野性味を感じさせない寛かん容ようさも持っていた。器用によく動く尾おにしても、こちらが爪を立てて引っ搔くように撫なでると大喜びして、ゴロゴロと喉のどを鳴らして額を擦こすりつけてきたりする。

「この離宮も僕達も、変わらないね」

「ええまあ、年を取りませんからね」

「──うん」

　フィセも同じことをしていたのだと思うと、感覚を共有している安心感があった。

　十年は長いけれど、ここにいると昨日のことのようにありありと思いだせる。

　目覚めるかどうかわからない自分の隣となりで、フィセがどれほど不安な想いでいたのか、今ならよくわかる気がした。

　一方で奇き跡せきを祈いのり、信じていたのもわかる。今の自分もそうだ。

　三年もの間、力を注いで命いのち懸がけで蘇よみがえらせてくれたことに感謝する気持ちと、フィセのように行動に移せないもどかしさの狭はざ間まを生きている。

　愛する人の命を吸って蘇り、さらに悠ゆう久きゆうの薔薇ばらで永遠の命や若さまで手に入れて、何もかも得たけれど、本当に欲しいものを失っては意味がない。

「陛下、新しいお城の形が随ずい分ぶんわかるようになっていましたね。もうすぐ完成なんですか？」

「冬が来る前に終わる予定だよ。トワイダル城は老ろう朽きゆう化かが進んでいたし、フィセにとっていい思い出はないだろうから、早く新しい城を建てて移りたいと思っていたんだ。なかなか余よ裕ゆうがなくて遅おそくなってしまったけれど」

「この森に通うのも楽になりますね」

「うん、十年待っても駄だ目めなら、ここで過ごす時間を増やすしかないと思うんだ。僕としてはここに住みたいくらいだけれど、立場上そうもいかないからね」

　最初は一年という区切りに期待して、次は自分が眠っていた期間と同じ三年という区切りに期待した。

　次は五年、そのあとは毎年薄うつすらと期待して、遂ついに今年で十年目だ。

　この春にフィセと再会できなくても、オーレリアンには諦あきらめるという選せん択たく肢しがない。

　老いない肉体を得たのはフィセを待つためで、愛いとしい人は必ず戻もどってくると信じていた。

　何も根こん拠きよがないわけではなく、ラウニスの話では、強い力を持つ妖よう精せいの王は消える前に必ず世代交代するという。新たな薔薇王が誕生しないのも、薔薇王が不在にもかかわらず一部では薔薇が咲いているのも、フィセが完全に滅ほろびていない証しよう拠こだ。

「僕は『眠れる森の王子』なんて言われていたらしいけれど、この森でより長く眠りについているのはフィセの方かもしれないね。『眠れる森の王』だ」

「そろそろ起きてほしいですね、フィセ様」

「そうだね」と答えながら、オーレリアンはラウニスの額に顎あごを擦すり寄せる。

　待つ身は長く、時に苦しく、信じるべきものを信じられなくなって絶望の深しん淵えんに落ちかけることもあった。

　なんとか耐たえられたのは、一いつ緒しよに待ってくれる友がいたからだ。もしも孤こ独どくな身でなす術すべもなかったら、正気を失って国王としての務めを果たせなかったかもしれない。

　──フィセ……フィセが残してくれたラウニスのおかげで、僕は自分を見失わずにフィセを待てたよ。あと五年でも十年でも、いくらだって待つ覚かく悟ごはあるけれど、でも淋さびしくて、僕もラウニスも……本当はとても淋しくて、一日も早く……フィセに会いたいんだよ。

　琥こ珀はく色いろの目を空に向けるラウニスと共に、オーレリアンは月を見上げる。

　金色の月が粉々に砕くだけて、十年前の夜のように微び細さいな光に変わる幻げん想そうを描えがいた。

　フィセは消えておらず、今は薔薇の香こう気きとなり、聖なる山の麓ふもとに連なるこの森を漂ただようことで英気を養い、復活の日を待っているのだと思いたい。人によく似た血の通う肉体が光になって消えたのと同様に、いつかまた集まって蘇る日が来ると、そう信じ続けた十年だった。

「フィセ……僕は、ここで待っているよ」

　トワイダルの春の夜は冷えて、息が白く煙けぶる。

　幻想は現実にはならなかったが、今はラウニスの体を抱だいて堪こらえた。

　脇わきに手を入れて抱き上げ、伸のびた体を仰あお向むけに搔かき抱いだく。柔らかい腹毛に顔を埋うずめると、「フィセ様と同じことをしますね」と笑われたが、泣きたい気分だった。

「夢でいいから、会いたいな」

「夢でもいいんですか？」

「いや、よくないね」

　はは……と笑いつつ、広々とした白薔薇のベッドに横たわる。

　月が綺き麗れいな夜だったが、星も見えた。

　薔薇の香かおりはするものの、それはフィセが消えた時の香りとは違う。

　眠ねむりの森に今も咲き続ける白薔薇の香りに過ぎなかった。

　信じれば願いは叶かなうのか、奇跡は起きるのか──すでに奇跡の恩おん恵けいを受けた身で、さらなる奇跡を願うのは贅ぜい沢たくだとわかっているけれど、願わずにはいられない。

　疑えば絶望しかないことを知っているから、待ち続けるしか道はなかった。

　──真実の愛があるなら、今度は僕が……奇跡を起こしたい。

　フィセを眠りから覚まし、この世に蘇らせる力が欲しい。

　神よ、聖なる山よ、どうか彼を返してください──。







　夢の中でフィセと会い、撫でたくて仕方がなかった黒くろ髪かみを指で梳すいてみたりする。シルクのようで滑なめらかだと感じ、その手て触ざわりに天にも昇のぼる心ここ地ちになっているのに、しかしこれは夢だと自覚してしまっていた。

　いっそのこと現実だと思い込んだ方が幸せなのだろうが、それはそれで目覚めた時の落らく胆たんが大きそうで、夢だと認にん識しきしつつ浸ひたっている今の状態が一番なのかもしれない。

　触ふれているのはフィセの髪かみではなく、毛布の中に引き込んで抱いているラウニスの背中だ。

　猫特有の柔らかな毛の感かん触しよくも、柔じゆう軟なんに流動する背中も、フィセの物とは程ほど遠とおい。

　夢の中のフィセはとても現実的で、隣に座って本を読んでいた。

　オーレリアンが「面おも白しろい？」と訊きくと、「はい、翻ほん訳やくしたいと思うくらいには」と答える。

　牢ろうにいた頃ころと比べると表情が柔らかく、距きよ離りも近い。そのあたりは自分の願望がたっぷりと入っているのに、手を繫つないだり口づけたり、それ以上のことをする夢は見なかった。

　あえて妄もう想そうして己おのれを慰なぐさめる夜もあるけれど、意図せず見る夢の中のフィセはいつも慎つつましく清らかだ。隠かくし切れない色いろ香かを醸かもしだしてはいても、淫みだらなことはしない。

　この上なく現実に近い、彼らしい彼の夢を見ながら、オーレリアンは小鳥の囀さえずりを聞いた。

　閉じた瞼まぶたの向こうは程々に明るいようだった。

　薄うすく目を開けると仄ほの白じろい空が見える。

　凍とう死しすることなく無事に朝を迎むかえ、何枚もの毛布を巻きつけ過ぎて蓑みの虫むしのようになっている自分の胸むな元もとに、猫が乗っているのがわかった。ラウニスはまだ寝ねているらしい。

　──今年の休きゆう暇かは十日……これでもう、一日終わってしまったな。

　二日目の始まりを意識しながら、オーレリアンは毛布の中で身じろぐ。

　まだ寝足りなかったので、少し姿勢を変えて寝直すつもりだった。

「……え？」

　ラウニスを抱きつつ横を向くと、かつてフィセがいた場所に人が寝ている。

　一いつ瞬しゆん、幻まぼろしを見ているのかと思った。或あるいは夢の続きではないかと疑う。

　人とはいえ、人間かどうかはわからない。妖精とも言い切れない。

　目を閉じて仰向けに寝ているのは、年とし端はも行かぬ子供だった。

　夢なら覚めないでくれと祈りながら、オーレリアンは身を起こす。

　少年なのか少女なのか、先入観がなければ少女に見える長い黒髪の子供は、全ぜん裸らだったが、体の殆ほとんどを白薔薇で囲まれていた。

　棘とげのない柔やわらかな蔓つるが全身に絡からみ、そこに愛らしい薔薇の花が無数に咲さいている。

　性器が隠れているため断定できないものの、胸から察するに少年に間ま違ちがいなさそうだった。

　子供とはいえ、少女なら発育が見られるくらいの年ねん齢れいではある。

「──フィセ？」

　隣に寝ている子供がフィセだと確信していたわけではないが、そうであってほしいと、強く願いながら声をかけた。

　オーレリアンはフィセの少年期を知らないうえに、少年は目を閉じているため、フィセの面おも影かげを探しにくい。

　否いや、十分に面影はあり、真しん珠じゆの如ごとく白い艶つややかな肌はだも、赤みの強い唇くちびるも、漆しつ黒こくの長い睫まつ毛げも、人形さながらの美び貌ぼうを持つフィセに通じるものがあったが、確信するには時間が必要だった。

　心臓が、全力疾しつ走そうした馬の鼓こ動どうに負けないほど高鳴っている。

　今にも破れそうな勢いだ。

　一応は猫でありながらも野性を忘れて寝入るラウニスは頼たよりにならず、起こして介かい入にゆうさせることで夢が覚めてしまうのを避さけたい気持ちもあった。

　オーレリアンは、少年を独りで起こすことにする。

　もしも違ちがった時のことを考えると、身も心も引き裂さかれるほど怖こわかったが、少年がフィセであると信じることにした。

　フィセが作った白薔薇のベッドで寝ている彼が、他ほかの誰だれかであるはずがない。

　十年目の春に、彼は蘇よみがえったのだ。自分の隣となりに──。

　十歳から十二歳ほどと思われる少年に「フィセ」と声をかけ、手を握にぎってみる。

　フィセとの初めての接せつ触しよくは、自分が赤子の時の握あく手しゆからだったことを思いだした。

　かつてのフィセと同じく体温がない少年は、少し揺ゆさぶってもまったく反応しない。

　しっとりとした肌を摩さすりながら手を握り続けていると、自分の温度が伝染うつっていった。

　毛に包まれたラウニスの体では、実感しにくかった感覚だ。

　懐なつかしくて思わず目が潤うるむ。

　フィセと比べると小さく、ほどよく肉のついた手を包み込み、指の間に指を滑すべり込ませると、桜貝のような爪つめが光を弾はじいた。

　指先が至し極ごくわずかに動いている。

「フィセ、僕だよ……目を覚まして」

　眠る彼は、魂たましいの休息を終えたフィセが新たな肉体を得た姿なのだろうか。それともフィセに似ているだけで、フィセとは異なる次代薔薇王なのだろうか──もしも後者ならフィセの死を意味しているけれど、だからといってここにいる少年につらく当たることはできない。

　フィセだと信じたい、信じているのに心が揺らぐ。

　結果がわかるその瞬しゆん間かんが怖こわかった。

　薄うす氷ごおりの上に佇たたずんでいるかのようで、冷たい奈な落らくに沈しずみゆく予感が迫せまる。

　そんなものを悠ゆう々ゆうと擲なげうつ力が欲しかった。強い信念で胸むな騒さわぎをぴたりと止めて、立ち込める暗雲を彼方かなたまで吹ふき飛ばし、神の祝福の光を強ごう引いんに引き寄せる力が欲しい。

　──僕のことを憶おぼえていなくても、一からすべてやり直しても構わない。どうか、フィセであってくれ……僕は何度でも、貴方あなたに恋こいをする。そしてもう一度、僕を好きになってもらう。今度こそ必ず、幸せにするから。

　姫ひめ君ぎみは王子の接せつ吻ぷんで目覚めるという数々の童話に倣ならい、オーレリアンは深く身を伏ふせる。

　姫ひめと王子ではなく、王と王だが、見知らぬ姫と王子の間に奇き跡せきが起きるなら、愛し合う身で奇跡が起きない道理がない。とはいえ幼気いたいけな子供の唇を勝手に奪うばってよいものか迷いが生じ、オーレリアンは既すんでのところで動きを止めたが、それも一瞬のことだった。

　少年から漂う香りはフィセのものよりも軽かろやかだが、フィセの最さい期ごの香りによく似ている。

　それに薔薇色の唇を見ていると、自分が知っている唇に思えて仕方がなかった。

　フィセ以外の誰の唇を見ても、口づけたいなどとは思わない。

　目覚めさせるためだけではなく、どうにかしたい衝しよう動どうが起きるなら、それはきっと、本能が真実を知っているからだ。

　いくら美しい少年でも、フィセでなければこうはならない。

「フィセ」

　やはりこの少年はフィセだと、ようやく確信が持てた。

　改めて指を搦からめ、手を繫いだまま唇を触れ合わせる。

　ふっくらとして柔らかく、甘い薔薇の吐と息いきを漏もらす唇を塞ふさぐと、体に力が漲みなぎってきた。

　十年前に悠ゆう久きゆうの薔薇が齎もたらした現象と同じものが、今度は二人の体に起きる。

　唇を離はなしてもそれは続き、お互たがいの白い肌が瞬またたく間に黄こ金がね色の微細な光で覆おおわれた。

　さながら共鳴し合うかのように、唇や、繫いだ手から全身に拡ひろがっていき、髪の先まで包み込んで音もなく消えていく。

「──っ……ぅ」

　優やさしい朝の光の中で、少年は──フィセは小さく呻うめく。

　眉み間けんに皺しわを寄せ、まだ寝ていたいのに無理やり起こされた不ふ機き嫌げんな子供のような顔をすると、長い睫毛を羽ばたかせた。

　黒い蝶ちようになって飛んでいってしまうかと思うほど長く美々しい睫毛を完全に上げて、漆黒の瞳ひとみを彷徨さまよわせる。

　まずは虚こ空くうを見つめ、次にオーレリアンの顔を見て、ようやく焦しよう点てんを合わせたかと思うと、今度は自分の手と体を見下ろした。彼がむくりと起きるなり、その身を覆っていた白薔薇が、生き物の如くするすると解ほどけていく。

　フィセであることは間違いなくとも、記き憶おくがどうなっているのかわからない彼に向かって、オーレリアンは何を言うべきか考えていた。

　話したいことは山ほどあるけれど、第一声が出てこない。「おはよう」「おかえりなさい」「ずっと待っていたよ」といくつかの言葉が駆かけ巡めぐったが、本当に口にしたいのは彼の名だ。

　しかし自分が誰だかわかっていないかもしれない彼に、いきなり名を押しつけてよいものか迷ってしまう。

　もしも一からやり直すとなれば、昔のフィセを無理に押しつけたりせずに、今の彼の人格を尊重しなければならない。

　焦あせらずゆっくりと時間をかけて、信しん頼らい関係を築くことが大切だ。

「──ごめんなさい、私……子供に戻もどってしまったようです」

　あれこれと思考を巡らすオーレリアンは、突とつ然ぜんの謝罪に耳を疑う。

　幻げん聴ちようかと思ったが、そうではなかった。

　少年フィセは自分の頰ほおの膨ふくらみを手で確かく認にんしつつ、こちらを見上げている。

　そして、「これではまた、貴方を待たせてしまいますね」と苦く笑しようした。

　やや皮肉っぽい表情の裏に、涙なみだ声ごえになりかけるほどの再会の喜びが潜ひそんでいて、それはもう夢のように可愛かわいらしくて、愛いとしくて、オーレリアンの視界は滂ぼう沱だの涙に揺れる。

　何も言えずに抱だき締しめると、「貴方の方が子供みたい」と、笑われてしまった。　>>>♥







　あとがき







　こんにちは、または初めまして、犬いぬ飼かいののです。

　ルビー文庫様での四冊目になります本書、『眠れる森の王』をお手に取っていただきまして、ありがとうございました。

　これまでＫＡＤＯＫＡＷＡ様から『人魚姫の弟』『白雪姫の息子』『シンデレラ王～罪を抱く二人～』『赤ずきん王子』という官能童話ＢＬシリーズを出していただきました。

　五冊目に当たる今回は、眠れる森の美女を題材にしたものです。

　呪のろいを受けて眠りにつく姫君が攻せめ、招かれざる十三番目の魔ま女じよを受けにして、眠れる森の美女を官能ＢＬ化するなら必ず入れたかった睡すい姦かんを、両パターン入れてみました。

　書きながらフィセの苦痛に引き摺ずられ、滅めつ多たにないほどの修しゆ羅ら場ばで……イラストを担当してくださった笠かさ井いあゆみ先生を始め、関係者の皆みな様さまに顔向けできませんでしたが、ありがたくもお時間をいただき、オーレリアンやフィセとじっくり向き合うことができました。

　あとはもう、読者様にお楽しみいただけていることをひたすら願うばかりです。

　笠井先生、担当様、関係者の皆様、本当にありがとうございました。

　最後になりましたが、本書をお手に取ってくださった読者様に心より御お礼れい申し上げます。

　どうかまた、お付き合いください。
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